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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュ
ータ可読媒体が提供される。一態様では、装置は、第2
のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリ
ングするためのデータリンク属性を決定し、決定された
データリンク属性をフレームにおいて第2のワイヤレス
デバイスに送信するように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信の方法であって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定するステップと、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信するステップとを備える、方法。
【請求項２】
　前記データリンク属性が制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、可用性マップ
インジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィー
ルドのうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記可用性マップインジケータが、マップ制御フィールドおよび可用性マップが前記デ
ータリンク属性に存在するかどうかを示し、前記可用性マップが、前記データリンクに対
する前記第1のワイヤレスデバイスの可用性を示す、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記論理チャネルインジケータが、論理チャネルインジケータフィールドが前記データ
リンク属性に存在するかどうかを示し、前記論理チャネルインジケータフィールドが、前
記データリンクに対する論理チャネルインデックスを特定する、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジ
ュールをネゴシエートする意思があるかどうかを示す、請求項2に記載の方法。
【請求項７】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記フレームにおい
て示される前記データリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記方法が
前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するステップをさらに備え、前記
第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記フ
レームにおいて示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第2
の確認フィールドを含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記データリンクス
ケジュールをネゴシエートする意思があることを示し、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するステップであって、前記第
2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2の
ワイヤレスデバイスが前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があること
を示す第2のフレキシブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前記
データリンクに対する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデー
タリンクスケジュールを示す可用性マップを含む、ステップと、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信するステップであって、前記第3
のフレームが第3のデータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2の
データリンク属性において示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認
を示す第3の確認フィールドを含む、ステップとをさらに備える、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
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または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項1に記載の方法
。
【請求項１０】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するステップであって、前記スケジ
ュールが、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバイスが利用可能
であることが要求される少なくとも1つの時間ブロックを指定する、ステップと、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信するステップとをさらに備え
る、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバ
イスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項14に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2の
ワイヤレスデバイスが、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブ
ロックの中で利用可能であることが要求される、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受信するステップをさらに備え、前記指示が
、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の部分が受け入れられるかどうかを示
す、請求項16に記載の方法。
【請求項１９】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項14に記載の方法。
【請求項２０】
　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
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される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項14に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サービスの前記データを受信するためのサービ
ス品質(QoS)要件を送信するステップをさらに備え、前記1つまたは複数の時間ブロックが
さらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイヤレスデバイスによって選択されるこ
とになる、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項20に記載の方法。
【請求項２３】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項22に記載の方法
。
【請求項２４】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項22に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第1のワイヤレスデバイスの第1のモードおよび前記第2のワイヤレスデバイスの第2
のモードに基づいて、前記データリンク上で通信するためのスケジュールを決定するステ
ップをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが1対1のモードであり、前記スケジュールが前
記第1のワイヤレスデバイスと前記第2のワイヤレスデバイスとの間のネゴシエーションに
基づいて決定される、請求項25に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第1のモードが1対1のモードにあり前記第2のモードが1対多数のモードにあり、前
記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュー
ルに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記第1のワイヤレスデバイス
の可用性に基づく、請求項25に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第1のモードが1対1のモードであり前記第2のモードが論理チャネルモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに
基づいて決定される、請求項25に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対1のモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュ
ールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記第1のワイヤレスデバイ
スによって選択される所定のスケジュールに基づく、請求項25に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対多数のモードであ
り、前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケ
ジュールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記第1のワイヤレスデ
バイスによって選択される所定のスケジュールに基づく、請求項25に記載の方法。
【請求項３１】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが論理チャネルモードであり、前記スケジュー
ルが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに基づいて決定さ
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れる、請求項25に記載の方法。
【請求項３２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定するための手段と、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信するための手段とを備える、装置。
【請求項３３】
　前記データリンク属性が制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、可用性マップ
インジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィー
ルドのうちの少なくとも1つを含む、請求項32に記載の装置。
【請求項３４】
　前記可用性マップインジケータが、マップ制御フィールドおよび可用性マップが前記デ
ータリンク属性に存在するかどうかを示し、前記可用性マップが、前記データリンクに対
する前記装置の可用性を示す、請求項33に記載の装置。
【請求項３５】
　前記論理チャネルインジケータが、論理チャネルインジケータフィールドが前記データ
リンク属性に存在するかどうかを示し、前記論理チャネルインジケータフィールドが、前
記データリンクに対する論理チャネルインデックスを特定する、請求項33に記載の装置。
【請求項３６】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項33に記載の装置。
【請求項３７】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置がデータリンクスケジュールをネゴシエート
する意思があるかどうかを示す、請求項33に記載の装置。
【請求項３８】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置が前記フレームにおいて示される前記データ
リンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記装置が前記第2のワイヤレス
デバイスから第2のフレームを受信するための手段をさらに備え、前記第2のフレームが第
2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記フレームにおいて示さ
れる前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第2の確認フィールドを
含む、請求項37に記載の装置。
【請求項３９】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置が前記データリンクスケジュールをネゴシエ
ートする意思があることを示し、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するための手段であって、前記
第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2
のワイヤレスデバイスが前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があるこ
とを示す第2のフレキシブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前
記データリンクに対する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデ
ータリンクスケジュールを示す可用性マップを含む、手段と、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信するための手段であって、前記第
3のフレームが第3のデータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2の
データリンク属性において示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認
を示す第3の確認フィールドを含む、手段とをさらに備える、請求項37に記載の装置。
【請求項４０】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
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または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項32に記載の装置
。
【請求項４１】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項40に記載の装置。
【請求項４２】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項32に記載の装置。
【請求項４３】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項42に記載の装置。
【請求項４４】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項42に記載の装置。
【請求項４５】
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するための手段であって、前記スケ
ジュールが、前記装置および前記第2のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求
される少なくとも1つの時間ブロックを指定する、手段と、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信するための手段とをさらに備
える、請求項32に記載の装置。
【請求項４６】
　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記装置および前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項45に記載の装置。
【請求項４７】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記装置および前記第2のワイヤレスデバイス
が、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブロックの中で利用可
能であることが要求される、請求項45に記載の装置。
【請求項４８】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項47に記載の装置。
【請求項４９】
　前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受信するための手段をさらに備え、前記指示
が、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の部分が受け入れられるかどうかを
示す、請求項47に記載の装置。
【請求項５０】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項45に記載の装置。
【請求項５１】
　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
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第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項45に記載の装置。
【請求項５２】
　前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サービスの前記データを受信するためのサービ
ス品質(QoS)要件を送信するための手段をさらに備え、前記1つまたは複数の時間ブロック
がさらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される
ことになる、請求項51に記載の装置。
【請求項５３】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項51に記載の装置。
【請求項５４】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項53に記載の装置
。
【請求項５５】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項53に記載の装置。
【請求項５６】
　前記装置の第1のモードおよび前記第2のワイヤレスデバイスの第2のモードに基づいて
、前記データリンク上で通信するためのスケジュールを決定するための手段をさらに備え
る、請求項32に記載の装置。
【請求項５７】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが1対1のモードであり、前記スケジュールが前
記装置と前記第2のワイヤレスデバイスとの間のネゴシエーションに基づいて決定される
、請求項56に記載の装置。
【請求項５８】
　前記第1のモードが1対1のモードにあり前記第2のモードが1対多数のモードにあり、前
記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュー
ルに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置の可用性に基づく、請
求項56に記載の装置。
【請求項５９】
　前記第1のモードが1対1のモードであり前記第2のモードが論理チャネルモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに
基づいて決定される、請求項56に記載の装置。
【請求項６０】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対1のモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュ
ールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置によって選択される
所定のスケジュールに基づく、請求項56に記載の装置。
【請求項６１】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対多数のモードであ
り、前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケ
ジュールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置によって選択さ
れる所定のスケジュールに基づく、請求項56に記載の装置。
【請求項６２】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが論理チャネルモードであり、前記スケジュー
ルが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに基づいて決定さ
れる、請求項56に記載の装置。
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【請求項６３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを備え、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリ
ンク属性を決定し、
　　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイス
へ送信する
　ように構成される、装置。
【請求項６４】
　前記データリンク属性が制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、可用性マップ
インジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィー
ルドのうちの少なくとも1つを含む、請求項63に記載の装置。
【請求項６５】
　前記可用性マップインジケータが、マップ制御フィールドおよび可用性マップが前記デ
ータリンク属性に存在するかどうかを示し、前記可用性マップが、前記データリンクに対
する前記装置の可用性を示す、請求項64に記載の装置。
【請求項６６】
　前記論理チャネルインジケータが、論理チャネルインジケータフィールドが前記データ
リンク属性に存在するかどうかを示し、前記論理チャネルインジケータフィールドが、前
記データリンクに対する論理チャネルインデックスを特定する、請求項64に記載の装置。
【請求項６７】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項64に記載の装置。
【請求項６８】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置がデータリンクスケジュールをネゴシエート
する意思があるかどうかを示す、請求項64に記載の装置。
【請求項６９】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置が前記フレームにおいて示される前記データ
リンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記少なくとも1つのプロセッサ
がさらに前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するように構成され、前
記第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記
フレームにおいて示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第
2の確認フィールドを含む、請求項68に記載の装置。
【請求項７０】
　前記フレキシブルフィールドが、前記装置が前記データリンクスケジュールをネゴシエ
ートする意思があることを示し、前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信し、前記第2のフレームが第2の
データリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2のワイヤレスデバイス
が前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2のフレキ
シブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前記データリンクに対
する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデータリンクスケジュ
ールを示す可用性マップを含み、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信し、前記第3のフレームが第3のデ
ータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2のデータリンク属性にお
いて示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第3の確認フィ
ールドを含む、
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　ように構成される、請求項68に記載の装置。
【請求項７１】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項63に記載の装置
。
【請求項７２】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項71に記載の装置。
【請求項７３】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項63に記載の装置。
【請求項７４】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項73に記載の装置。
【請求項７５】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項73に記載の装置。
【請求項７６】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定し、前記スケジュールが、前記装置
および前記第2のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求される少なくとも1つの
時間ブロックを指定し、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信する
　ように構成される、請求項63に記載の装置。
【請求項７７】
　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記装置および前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項76に記載の装置。
【請求項７８】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記装置および前記第2のワイヤレスデバイス
が、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブロックの中で利用可
能であることが要求される、請求項76に記載の装置。
【請求項７９】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項78に記載の装置。
【請求項８０】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受
信するように構成され、前記指示が、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の
部分が受け入れられるかどうかを示す、請求項78に記載の装置。
【請求項８１】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
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なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項76に記載の装置。
【請求項８２】
　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項76に記載の装置。
【請求項８３】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サー
ビスの前記データを受信するためのサービス品質(QoS)要件を送信するように構成され、
前記1つまたは複数の時間ブロックがさらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイ
ヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項82に記載の装置。
【請求項８４】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項82に記載の装置。
【請求項８５】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項84に記載の装置
。
【請求項８６】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項84に記載の装置。
【請求項８７】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記装置の第1のモードおよび前記第2のワ
イヤレスデバイスの第2のモードに基づいて、前記データリンク上で通信するためのスケ
ジュールを決定するように構成される、請求項63に記載の装置。
【請求項８８】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが1対1のモードであり、前記スケジュールが前
記装置と前記第2のワイヤレスデバイスとの間のネゴシエーションに基づいて決定される
、請求項87に記載の装置。
【請求項８９】
　前記第1のモードが1対1のモードにあり前記第2のモードが1対多数のモードにあり、前
記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュー
ルに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置の可用性に基づく、請
求項87に記載の装置。
【請求項９０】
　前記第1のモードが1対1のモードであり前記第2のモードが論理チャネルモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに
基づいて決定される、請求項87に記載の装置。
【請求項９１】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対1のモードであり、
前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュ
ールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置によって選択される
所定のスケジュールに基づく、請求項87に記載の装置。
【請求項９２】
　前記第1のモードが論理チャネルモードであり前記第2のモードが1対多数のモードであ
り、前記スケジュールが前記第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケ
ジュールに基づいて決定され、前記パブリッシャスケジュールが前記装置によって選択さ
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れる所定のスケジュールに基づく、請求項87に記載の装置。
【請求項９３】
　前記第1のモードおよび前記第2のモードが論理チャネルモードであり、前記スケジュー
ルが前記第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに基づいて決定さ
れる、請求項87に記載の装置。
【請求項９４】
　コンピュータ実行可能コードを記憶する、第1のワイヤレスデバイスのコンピュータ可
読媒体であって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定し、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信する
　ためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本特許出願は、2015年3月23日に出願された「CONNECTION SETUP FOR NAN DATA LINKS W
ITH NAN DATA LINK TIME BLOCKS」という表題の米国仮特許出願第62/137,125号、2015年5
月22日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PART
ICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/165,652号、2015年6
月18日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PART
ICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/181,722号、2015年8
月20日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PART
ICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/207,874号、2015年11
月2日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PARTI
CIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/249,870号、2015年11
月30日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PART
ICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/261,266号、2016年2
月22日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES PART
ICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国仮特許出願第62/298,398号、および20
16年3月21日に出願された「SCHEDULE SELECTION AND CONNECTION SETUP BETWEEN DEVICES
 PARTICIPATING IN A NAN DATA LINK」という表題の米国特許出願第15/076,082号の利益
を主張し、これらは全体が参考として本明細書に明確に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は全般に通信システムに関し、より詳細には、近隣認識ネットワーキング(NAN)
データリンク(NDL)に参加しているデバイス間でのスケジュール選択および接続セットア
ップに関し、NDLは1つまたは複数のNANデータパス(NDP)と関連付けられ得る。
【背景技術】
【０００３】
　多くの電気通信システムでは、いくつかの相互作用する空間的に分離されたデバイス間
でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワークは、たと
えば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る地理
的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネッ
トワーク(WAN)、メトロポリタンエリアネットワーク(MAN)、ローカルエリアネットワーク
(LAN)、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)、またはパーソナルエリアネット
ワーク(PAN)と呼ばれる。ネットワークはまた、様々なネットワークノードおよびデバイ
スを相互接続するために使用されるスイッチング/ルーティング技法(たとえば、回線交換
対パケット交換)、伝送のために利用される物理的媒体のタイプ(たとえば、有線対ワイヤ
レス)、および使用される通信プロトコルのセット(たとえば、インターネットプロトコル
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スイート、同期光ネットワーキング(SONET)、イーサネット（登録商標）など)によって異
なる。
【０００４】
　ネットワーク要素が移動式であり、したがって、動的に接続する必要性があるとき、ま
たはネットワークアーキテクチャが、固定されたトポロジーではなくアドホックなトポロ
ジーで形成される場合、ワイヤレスネットワークが好ましいことが多い。ワイヤレスネッ
トワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域の中の電磁波を使用する、
無誘導伝搬モードの無形物理媒体を利用する。ワイヤレスネットワークは、有利なことに
、固定の有線ネットワークと比較して、ユーザの移動性と迅速なフィールド展開とを可能
にする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のシステム、方法、コンピュータ可読媒体、およびデバイスは各々、いくつかの
態様を有し、それらのうちの単一の態様だけが、本発明の望ましい属性を担うのではない
。以下の特許請求の範囲によって表現されるような本発明の範囲を限定することなく、い
くつかの特徴がここで簡単に論じられる。この説明を考慮した後、また特に「発明を実施
するための形態」と題するセクションを読んだ後、本発明の特徴がワイヤレスネットワー
クの中のデバイスにどのように利点をもたらすのかが理解されよう。
【０００６】
　本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイン
ト)を提供する。装置は、第2のワイヤレスデバイスからメッセージを受信するように構成
される。メッセージは、接続セットアップのための第2のワイヤレスデバイスと関連付け
られる起動情報を含み、メッセージは、データ通信のために第2のワイヤレスデバイスに
よっていずれかのデータリンク時間ブロック(DL-TB)が使用されるかどうかを示す時間ブ
ロック情報を含む。装置は、メッセージに含まれる起動情報および時間ブロック情報に基
づいて、接続セットアップのための第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる1つまたは
複数の起動時間を決定するように構成される。装置は、第2のワイヤレスデバイスと関連
付けられる決定された1つまたは複数の起動時間に基づいて、第2のワイヤレスデバイスと
の接続を確立するように構成される。
【０００７】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、第2のワイヤレスデバイスにメッセージを送信するように構成
される。メッセージは、接続セットアップのための第1のワイヤレスデバイスと関連付け
られる起動情報を含み、メッセージは、データ通信のために第1のワイヤレスデバイスに
よっていずれかのDL-TBが使用されるかどうかを示す時間ブロック情報を含む。装置は、
メッセージに含まれる起動情報および時間ブロック情報に基づいて、第2のワイヤレスデ
バイスから接続セットアップメッセージを受信するように構成される。装置は、受信され
た接続セットアップメッセージに基づいて、第2のワイヤレスデバイスとの接続を確立す
るように構成される。
【０００８】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを決定する
ように構成される。装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータリンク
を通じてデータを通信するように構成される。
【０００９】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するためのスケジ
ュールを決定するように構成される。装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2
のワイヤレスデバイスとデータを通信するように構成される。
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【００１０】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリン
グするためのデータリンク属性を決定し、決定されたデータリンク属性をフレームにおい
て第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成される。
【００１１】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、NDLを通じてサービスと関連付けられるデータを通信するため
のマルチキャストスケジュールを決定し、マルチキャストスケジュールを少なくとも1つ
の他のワイヤレスデバイスに送信するように構成される。
【００１２】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、NDLと関連付けられるデータを通信するためのマルチキャスト
スケジュールを要求するためのメッセージを第2のワイヤレスデバイスに送信し、送信さ
れたメッセージに基づいて第2のワイヤレスデバイスから第2のメッセージを受信するよう
に構成される。第2のメッセージは、NDLを通じてサービスと関連付けられるデータを通信
するためのマルチキャストスケジュールを含み得る。
【００１３】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、セキュアなNDPを確立するためにパブリッシュ側デバイスとの
セキュリティネゴシエーションを開始すると決定するように構成され、セキュアなNDPに
おいては、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションのオーセンティケー
タであり、装置(たとえば、サブスクライブ側デバイス)がサプリカントである。装置は、
セキュアなNDPを確立するためのセキュリティネゴシエーションを開始するために、NANサ
ービスを提供しているパブリッシュ側デバイスに開始メッセージを送信するように構成さ
れる。開始メッセージは、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにお
けるオーセンティケータになることを示し得る。
【００１４】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局またはアクセスポイ
ント)を提供する。装置は、パブリッシュ側デバイスであり得る。装置は、NDPと関連付け
られるセキュリティネゴシエーションを開始するために、NANサービスを要求しているサ
ブスクライブ側デバイスから開始メッセージを受信するように構成される。開始メッセー
ジは、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケ
ータであることを示し得る。装置は、受信された開始メッセージに基づいて、セキュリテ
ィネゴシエーションにおいてパブリッシュ側デバイスがオーセンティケータでありサブス
クライブ側デバイスがサプリカントであることを決定するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図である。
【図２Ａ】通信区間の例示的な図である。
【図２Ｂ】NANにおけるデータリンク接続セットアップのための例示的な呼フロー図であ
る。
【図３】NANにおいてデータリンクをセットアップするための時間を決定するための例示
的な方法のフローチャートである。
【図４】NANにおいてデータリンクをセットアップするための時間の決定を可能にするた
めの例示的な方法のフローチャートである。
【図５Ａ】可用性情報の例を伴う図である。
【図５Ｂ】データリンクをスケジューリングするためのワイヤレスデバイスの可用性を決
定するための可用性属性を示す図である。
【図６】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエート
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される手法を示す呼フロー図である。
【図７Ａ】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法を示す呼フロー図である。
【図７Ｂ】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法を示す呼フロー図である。
【図８】可用性情報に基づく1対多数の接続セットアップを実行するための第3のネゴシエ
ートされる手法を示す呼フロー図である。
【図９】データリンクのための標準化された周期的な時間ブロックを伴うサービス提供者
のスケジュールを使用するためのネゴシエートされない手法を示す呼フロー図である。
【図１０】データリンクのためのスケジュールを決定するためのサービスと関連付けられ
るプロファイルを使用するためのネゴシエートされない手法を示す呼フロー図である。
【図１１】データリンクのためのデフォルトのNDLスケジュールを使用するためのネゴシ
エートされない手法を示す呼フロー図である。
【図１２】データリンクのための所定のNDLスケジュールおよびネゴシエートされるNDLス
ケジュールを使用するためのハイブリッド手法を示す呼フロー図である。
【図１３Ａ】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエ
ートされる手法を実行するサービス受入者の例示的な方法のフローチャートである。
【図１３Ｂ】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエ
ートされる手法の第1の変形を実行するワイヤレスデバイスの例示的な方法のフローチャ
ートである。
【図１４】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法の第2の変形を実行するサービス受入者/提供者の例示的な方法のフローチャ
ートである。
【図１５】可用性情報に基づく1対多数の接続セットアップを実行するための第3のネゴシ
エートされる手法を実行するサービス受入者の例示的な方法のフローチャートである。
【図１６】データリンクのための標準化された定期的な時間ブロックを伴うサービス提供
者のスケジュールを使用するためのネゴシエートされない手法を実行するサービス受入者
の例示的な方法のフローチャートである。
【図１７】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス提供者の例示的な方法のフローチャートである。
【図１８】可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第3のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス提供者の例示的な方法のフローチャートである。
【図１９】データリンクのための標準化された定期的な時間ブロックを伴うサービス提供
者のスケジュールを決定するためのネゴシエートされない手法を使用するサービス提供者
の例示的な方法のフローチャートである。
【図２０】データリンクのためのスケジュールを決定するためのサービスと関連付けられ
るプロファイルを使用するためのネゴシエートされない手法を使用するサービス提供者の
例示的な方法のフローチャートである。
【図２１】データリンクのためのデフォルトのNDLスケジュールを使用するためのネゴシ
エートされない手法を使用するサービス提供者の例示的な方法のフローチャートである。
【図２２】データリンクのための所定のNDLスケジュールおよびネゴシエートされたNDLス
ケジュールを利用するためのハイブリッド手法を使用するサービス提供者の例示的な方法
のフローチャートである。
【図２３】図1のワイヤレス通信システム内でNAN接続セットアップを実行し得るワイヤレ
スデバイスの例示的な機能ブロック図である。
【図２４】接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック
図である。
【図２５】データリンクをスケジューリングするためのワイヤレスデバイスの可用性を決
定するためのデータリンク属性を示す図である。
【図２６Ａ】データリンク属性を使用する第1の例示的なデータリンクのセットアップを
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示す呼フロー図である。
【図２６Ｂ】データリンク属性を使用する第2の例示的なデータリンクのセットアップを
示す呼フロー図である。
【図２７】動作のモードに基づくワイヤレスデバイスの可能性のある挙動を示す表である
。
【図２８】図1のワイヤレス通信システム内でデータリンク属性を利用する接続セットア
ップを実行し得るワイヤレスデバイスの例示的な機能ブロック図である。
【図２９】接続のスケジューリングのためのデータリンク属性を使用する例示的な方法の
フローチャートである。
【図３０】動作のモードに基づいてデータリンクスケジュールを決定する例示的な方法の
フローチャートである。
【図３１】接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック
図である。
【図３２】NANクラスタを示す図である。
【図３３】NANデータクラスタ(NDC)を示す図である。
【図３４】NDLのNDLスケジュールを示す図である。
【図３５Ａ】NDL上での第1の例示的なスケジューリング手順を示す呼フロー図である。
【図３５Ｂ】NDL上での第2の例示的なスケジューリング手順を示す呼フロー図である。
【図３６】NDLセットアップ属性のフィールドを示す図である。
【図３７】NDLをスケジューリングするための方法(プロセス)のフローチャートである。
【図３８】例示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図である。
【図３９】ワイヤレスデバイスのハードウェア実装形態の例を示す図である。
【図４０Ａ】マルチキャストスケジュールを配信するためのいくつかの選択肢を示す図で
ある。
【図４０Ｂ】マルチキャストスケジュールを配信するためのいくつかの選択肢を示す図で
ある。
【図４１】パブリッシャとサブスクライバとの間の呼フローおよび機能呼出しの図である
。
【図４２】図1のワイヤレス通信システム内でNAN接続セットアップを実行し得るワイヤレ
スデバイスの例示的な機能ブロック図である。
【図４３】サービスアンカーを介してマルチキャストスケジュールを配信する例示的な方
法のフローチャートである。
【図４４】サービスのアクティブメンバーを介してマルチキャストスケジュールを配信す
る例示的な方法のフローチャートである。
【図４５】サービスのアクティブメンバーを介してマルチキャストスケジュールを受信す
る例示的な方法のフローチャートである。
【図４６】接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック
図である。
【図４７】RSNAを使用してセキュアな接続を確立する方法を示す図である。
【図４８】パブリッシャがオーセンティケータとして作動する、RSNAを使用してセキュア
な接続を確立する方法を示す図である。
【図４９】図1のワイヤレス通信システム内でNDPのためにセキュリティネゴシエーション
を実行し得るワイヤレスデバイス4902の例示的な機能ブロック図である。
【図５０】セキュアなNDPのためのセキュリティネゴシエーションを開始するようにパブ
リッシャに要求する例示的な方法のフローチャートである。
【図５１】セキュアなNDPのためのセキュリティネゴシエーションを開始するようにパブ
リッシャに要求する例示的な方法のフローチャートである。
【図５２】パブリッシャにおいてセキュアなNDPのためのセキュリティネゴシエーション
を開始する例示的な方法のフローチャートである。
【図５３】セキュリティネゴシエーションを実行する例示的なワイヤレス通信デバイスの
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機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製品、および方法の様々な態様が、添
付の図面を参照して以下でさらに十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異
なる形態で具現化され得るので、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造また
は機能に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が
周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与えられる。本明細書の
教示に基づいて、本開示の範囲が、本発明の何らかの他の態様とは無関係に実装されるに
せよ、本発明の何らかの他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細書において開
示される新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製品、および方法のいかなる態
様をも包含することが意図されていることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細
書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実装されてもよく、あるいは方法が実
施されてもよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に
加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施され
るような装置または方法を包含することが意図されている。本明細書において開示される
いかなる態様も、請求項の1つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解され
たい。
【００１７】
　特定の態様が本明細書において説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が
本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが、本開
示の範囲は、特定の利益、用途、または目的に限定することを意図するものではない。そ
うではなく、本開示の態様は、異なるワイヤレス技法、システム構成、ネットワーク、お
よび送信プロトコルに広く適用可能であることが意図され、それらのうちのいくつかが例
として図および好ましい態様の以下の説明において示される。発明を実施するための形態
および図面は、本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添
付の特許請求の範囲およびその均等物によって定義される。
【００１８】
　普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのWLANを含み得る。WLANは
、広く使用されるネットワーキングプロトコルを利用して、近くのデバイスを互いに相互
接続するために使用され得る。本明細書において説明される様々な態様は、ワイヤレスプ
ロトコルなどの任意の通信規格に適用され得る。
【００１９】
　いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重(OFDM)、直接シーケンス
スペクトラム拡散(DSSS)通信、OFDMおよびDSSS通信の組合せ、または他の方式を使用して
、802.11プロトコルに従って送信され得る。802.11プロトコルの実装形態は、センサ、メ
ータ計測、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有利なことに、
802.11プロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを
実装するデバイスよりも少ない電力しか消費しないことがあり、かつ/または、たとえば
、約1キロメートル以上の比較的長い距離にわたってワイヤレス信号を送信するために使
用されることがある。
【００２０】
　いくつかの実装形態では、WLANは、ワイヤレスネットワークにアクセスする構成要素で
ある様々なデバイスを含む。たとえば、2つのタイプのデバイス、すなわち、アクセスポ
イント(「AP」)およびクライアント(局または「STA」とも呼ばれる)があり得る。一般に
、APはWLANのためのハブまたは基地局として機能し、STAはWLANのユーザとして機能する
。たとえば、STAは、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末(PDA)、モバイル電話など
であり得る。一例では、STAは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへ
の一般的な接続性を得るために、Wi-Fi(たとえば、IEEE802.11プロトコル)準拠ワイヤレ
スリンクを介してAPに接続する。いくつかの実装形態では、STAはAPとして使用されるこ
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ともある。
【００２１】
　アクセスポイントはまた、NodeB、無線ネットワークコントローラ(RNC)、eNodeB、基地
局コントローラ(BSC)、ベーストランシーバ局(BTS)、基地局(BS)、トランシーバ機能(TF)
、無線ルータ、無線トランシーバ、接続ポイント、もしくは何らかの他の用語を備えるこ
とがあり、それらとして実装されることがあり、またはそれらとして知られていることが
ある。
【００２２】
　局はまた、アクセス端末(AT)、加入者局、加入者ユニット、移動局、遠隔局、遠隔端末
、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、もしくは何らかの他
の用語を備えることがあり、それらとして実装されることがあり、またはそれらとして知
られていることがある。いくつかの実装形態では、局は、携帯電話、コードレス電話、セ
ッション開始プロトコル(SIP)電話、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、携帯情報端末(P
DA)、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接
続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示され
る1つまたは複数の態様は、電話(たとえば、携帯電話またはスマートフォン)、コンピュ
ータ(たとえば、ラップトップ)、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコ
ンピューティングデバイス(たとえば、個人情報端末)、エンターテインメントデバイス(
たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ)、ゲームデバイスもしくは
システム、全地球測位システムデバイス、またはワイヤレス媒体を介して通信するように
構成された任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２３】
　「アソシエート」もしくは「アソシエーション」という用語、またはそれらの任意の変
形は、本開示の文脈の中で可能な最も広い意味が与えられるべきである。例として、第1
の装置が第2の装置にアソシエートするとき、2つの装置が直接アソシエートされることが
あり、または中間的な装置が存在することがあることを理解されたい。簡潔のために、2
つの装置間でアソシエーションを確立するためのプロセスは、装置のうちの一方による「
アソシエーション要求」と、それに続く他方の装置による「アソシエーション応答」とを
必要とする、ハンドシェイクプロトコルを使用して説明される。ハンドシェイクプロトコ
ルは、例として、認証を提供するためのシグナリングなどの、他のシグナリングを必要と
し得ることが当業者によって理解されよう。
【００２４】
　本明細書において「第1の」、「第2の」などの呼称を使用する、要素のいかなる参照も
、一般に、それらの要素の数量または順序を限定しない。むしろ、これらの呼称は、2つ
以上の要素、または要素のインスタンスを区別する都合のよい方法として本明細書におい
て使用される。したがって、第1および第2の要素への参照は、2つの要素のみが利用され
得ること、または第1の要素が第2の要素に先行しなければならないことを意味しない。加
えて、項目のリスト「のうちの少なくとも1つ」を参照する句は、単一のメンバーを含む
、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「A、B、またはCのうちの少なくと
も1つ」は、A、またはB、またはC、またはそれらの任意の組合せ(たとえば、A-B、A-C、B
-C、およびA-B-C)を包含することが意図される。
【００２５】
　上で論じられたように、本明細書において説明されるいくつかのデバイスは、たとえば
、802.11規格を実装し得る。そのようなデバイスは、STAとして使用されるか、APとして
使用されるか、または他のデバイスとして使用されるかにかかわらず、スマートメータリ
ングのために、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのような
デバイスは、センサへの適用例を提供することができ、またはホームオートメーションに
おいて使用され得る。デバイスは、代わりに、または加えて、健康管理の状況で、たとえ
ば、個人の健康管理のために使用され得る。デバイスはまた、(たとえば、ホットスポッ
トとともに使用するための)長距離インターネット接続を可能にするために、または機械
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間通信を実施するために、監視のために使用され得る。
【００２６】
　図1は、本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システム100を示す。ワイ
ヤレス通信システム100は、ワイヤレス規格、たとえば、802.11規格に従って動作し得る
。ワイヤレス通信システム100は、STA(たとえば、STA112、114、116、および118)と通信
するAP104を含み得る。
【００２７】
　様々なプロセスおよび方法が、AP104とSTAとの間の、ワイヤレス通信システム100にお
ける送信のために使用され得る。たとえば、信号は、OFDM/OFDMA技法に従って、AP104とS
TAとの間で送受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム100はOFDM/OFDMA
システムと呼ばれ得る。代替として、信号は、CDMA技法に従ってAP104とSTAとの間で送受
信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム100はCDMAシステムと呼ばれ得る
。
【００２８】
　AP104からSTAのうちの1つまたは複数への送信を支援する通信リンクはダウンリンク(DL
)108と呼ばれることがあり、STAのうちの1つまたは複数からAP104への送信を支援する通
信リンクはアップリンク(UL)110と呼ばれることがある。代替として、ダウンリンク108は
、順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれることがあり、アップリンク110は、逆方
向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれることがある。いくつかの態様では、DL通信は、
ユニキャストまたはマルチキャストのトラフィック指示を含み得る。
【００２９】
　いくつかの態様では、顕著なアナログデジタル変換(ADC)クリッピング雑音を引き起こ
すことなくAP104がUL通信を2つ以上のチャネルで同時に受信し得るように、AP104は隣接
チャネル干渉(ACI)を抑制し得る。AP104は、たとえば、チャネルごとに別個の有限インパ
ルス応答(FIR)フィルタを有すること、またはビット幅が拡大されたより長いADCバックオ
フ期間を有することによって、ACIの抑制を改善し得る。
【００３０】
　AP104は、基地局として作動し、基本サービスエリア(BSA)102内でワイヤレス通信カバ
レッジを提供し得る。BSA(たとえば、BSA102)は、AP(たとえば、AP104)のカバレッジエリ
アである。AP104は、AP104にアソシエートされ通信のためにAP104を使用するSTAとともに
、基本サービスセット(BSS)と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム100は中央AP
(たとえば、AP104)を有しないことがあり、むしろSTA間のピアツーピアネットワークとし
て機能し得ることに留意されたい。したがって、本明細書において説明されるAP104の機
能は、代替として、STAのうちの1つまたは複数によって実行され得る。
【００３１】
　AP104は、1つまたは複数のチャネル(たとえば、各チャネルがある周波数帯域幅を含む
、複数の狭帯域チャネル)上で、ビーコン信号(または、単に「ビーコン」)をダウンリン
ク108などの通信リンクを介してワイヤレス通信システム100の他のノード(STA)へ送信す
ることができ、ビーコン信号は他のノード(STA)が自身のタイミングをAP104と同期するこ
とを助けることができ、またはビーコン信号は他の情報もしくは機能を提供することがで
きる。そのようなビーコンは、定期的に送信され得る。一態様では、連続する送信と送信
の間の期間は、スーパーフレームと呼ばれることがある。ビーコンの送信は、いくつかの
グループまたは区間に分割され得る。一態様では、ビーコンは、限定はされないが、共通
クロックを設定するためのタイムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバ
イス識別子、能力情報、スーパーフレーム時間長、送信方向情報、受信方向情報、近隣リ
スト、および/または拡張近隣リストなどの情報を含むことがあり、それらのうちのいく
つかは以下でさらに詳細に説明される。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイス間
で共通である(たとえば、共有される)のみならず所与のデバイスに特有でもある情報を含
み得る。
【００３２】
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　いくつかの態様では、STA(たとえば、STA114)は、AP104へ通信を送信し、かつ/またはA
P104から通信を受信するために、AP104にアソシエートすることが必要とされ得る。一態
様では、アソシエートするための情報は、AP104によってブロードキャストされるビーコ
ンに含まれる。そのようなビーコンを受信するために、STA114は、たとえば、カバレッジ
領域にわたって広いカバレッジ探索を実行し得る。探索はまた、たとえば、カバレッジ領
域を灯台のように掃引することによって、STA114によって実行され得る。ビーコンまたは
プローブ応答フレームのいずれかから、アソシエートするための情報を受信した後、STA1
14は、アソシエーションプローブまたはアソシエーション要求などの基準信号をAP104へ
送信し得る。いくつかの態様では、AP104は、たとえば、インターネットまたは公衆交換
電話網(PSTN)などのより大きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを
使用し得る。
【００３３】
　一態様では、STA114は、様々な機能を実行するための1つまたは複数の構成要素を含み
得る。たとえば、STA114は、接続セットアップ構成要素124、マルチキャスト構成要素126
、および/またはセキュリティ構成要素128を含み得る。接続セットアップ構成要素124は
、本明細書において説明されるように、NAN(またはNANクラスタ)においてデータリンク(
たとえば、P2P接続)をセットアップすることに関する手順を実行するように構成され得る
。マルチキャスト構成要素126は、NANにおいてマルチキャストサービスを提供しそれに加
入することに関する手順を実行するように構成され得る。セキュリティ構成要素128は、N
AN内でデータリンクのためのセキュリティコンテキストをセットアップすることに関する
手順を実行するように構成され得る。ある態様では、接続セットアップ構成要素124、マ
ルチキャスト構成要素126、および/またはセキュリティ構成要素128は、1つの構成要素ま
たは複数の構成要素であり得る。別の態様では、接続セットアップ構成要素124、マルチ
キャスト構成要素126、および/またはセキュリティ構成要素128は、処理システム内にあ
り得る。
【００３４】
　複数のワイヤレスデバイスを有するNANにおいて、各ワイヤレスデバイスは、P2P接続を
通じて別のワイヤレスデバイスへ送信すべきデータを有し得る。NAN発見時間枠は、NAN内
のワイヤレスデバイスが他のワイヤレスデバイスを発見することを可能にするために使用
され得る。ワイヤレスデバイスがNAN発見時間枠を逃すと、ワイヤレスデバイスは、接続
セットアップを実行するために次のNAN発見時間枠を待たなければならない。しかしなが
ら、NAN発見時間枠はあまりにも長くしてはならず、そうしなければワイヤレスデバイス
がリソースを浪費することがある。したがって、ワイヤレスデバイスが長い期間起動状態
にとどまる必要なく互いに接続を確立することを可能にする、効率的な方法に対する需要
が存在する。加えて各ワイヤレスデバイスの様々なサービス品質および帯域幅の要件のも
とで利用可能なワイヤレスリソースを効率的に利用する、NANネットワーク内の(たとえば
、P2P接続のための)接続セットアップを実行することに対する需要が存在する。
【００３５】
　NANデータリンク(たとえば、P2Pデータリンク)において通信を始めるために、ワイヤレ
スデバイスは、接続セットアップを実行する必要があり、接続セットアップは、能力の決
定(たとえば、各ワイヤレスデバイス上で利用可能なサービスのタイプについての情報を
交換すること)、セキュアなアソシエーションおよび鍵の導出(たとえば、別のワイヤレス
デバイスにアソシエートして秘密鍵を交換すること)、インターネットプロトコル(IP)ア
ドレスの決定および交換、ならびにブロック肯定応答のセットアップを伴う。接続セット
アップのためのシグナリングは、デバイスのリソース(たとえば、バッテリー電力)を節約
してワイヤレス媒体上のトラフィックを減らすために、できるだけ少なくなければならな
い。
【００３６】
　接続セットアップが開始できるようになる前に、ワイヤレスデバイスは、他のワイヤレ
スデバイスが接続セットアップのためにいつ起動状態となるかを知るための効率的な方法
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を必要とし得る。図2Aおよび図2Bは、ワイヤレスデバイスが接続セットアップのためにい
つ利用可能になるかをシグナリングするための、ワイヤレスデバイスのための方法を論じ
る。
【００３７】
　図2Aは、通信区間200の例示的な図である。通信区間200は、発見時間枠202、218(たと
えば、NANサービス発見時間枠)を含むことがあり、これらは、NAN内のワイヤレスデバイ
ス(たとえば、STA)が他のワイヤレスデバイスを発見することを可能にするために指定さ
れた、そのことに専用の時間枠であり得る。すなわち、発見時間枠202の間、たとえば、N
ANの中のワイヤレスデバイスは、ピア発見のためのピア発見信号を送信し得る。2つの発
見時間枠の間の時間間隔は512時間単位(たとえば、512ms)であり得る。通信区間200は固
定された区間204、220(これらは、接続セットアップ時間枠として、または追加サービス
発見時間枠としても知られていることがある)を含むことがあり、これらは接続セットア
ップのために割り振られ得る。たとえば、ワイヤレスデバイスが発見時間枠202の間に互
いに発見した後で、ワイヤレスデバイスは、接続セットアップ(たとえば、P2P接続セット
アップ)のためのシグナリングを送信するために、発見時間枠202の後の固定された区間20
4を利用し得る。一態様では、固定された区間204は、発見時間枠202の直後であることが
あり、接続セットアップに専用であることがある。別の態様では、固定された区間204は
、発見時間枠202の後にあり得るが、発見時間枠202の直後である必要はない。
【００３８】
　ある態様では、ワイヤレスデバイスは、固定された区間204、220の間にのみ、接続セッ
トアップを実行し得る。サービスをパブリッシュする/サービスにサブスクライブするワ
イヤレスデバイスは、固定された区間204、220において接続セットアップメッセージを交
換するために、発見時間枠202、218の後で起動状態のままであり得る。しかしながら、い
くつかの事例では、固定された区間204、220は頻繁には現れない(たとえば、512msに現れ
る)ことがある。ワイヤレスデバイスは、次の固定された区間よりも、以前に発見された
サービスに早く接続することを望み得る。加えて、接続セットアップが固定された区間20
4、220にのみ存在することが許可される場合、ワイヤレスデバイスは、接続セットアップ
メッセージを受信するために、それぞれの通信区間200において発見時間枠202、218を超
える時間の間起動状態のままである必要があり得る。接続セットアップが行われずデータ
送信が予想されない場合でも、ワイヤレスデバイスは、発見時間枠202、218の後で早期ス
リープを利用することが可能ではないことがある。
【００３９】
　よりフレキシビリティを与えるために、固定された区間204、220において接続セットア
ップを実行することとは別に、ワイヤレスデバイスは、NANデータリンク時間ブロック(ま
たは別のタイプのDL-TB)の間に接続を開始するための選択肢を与えられ得る。図2Aに示さ
れるように、通信区間200は、第1のNDL時間ブロック(NDL-TB)206および第2のNDL-TB212を
含む。第1のNDL-TB206は、NDLオフセット値によって発見時間枠202の終了または開始から
オフセットされ得る。第1のNDL-TB206は、第1のページング時間枠208および第1のデータ
時間枠210を含み得る。態様では、ページング時間枠はNDL-TBの第1の部分であると見なさ
れ得る。第1のワイヤレスデバイスが第2のワイヤレスデバイスへ送信すべきデータ(たと
えば、写真共有サービスに関するデータ)を有することを示すために、第2のワイヤレスデ
バイスにページングするための第1のページング時間枠208が、第1のワイヤレスデバイス
によって使用され得る。続いて、第1のワイヤレスデバイスは、第1のページング時間枠20
8の間に特定された宛先/ワイヤレスデバイスと関連付けられるデータを送信するために使
用される第1のデータ時間枠210において、上記のデータを送信し得る。同様に、第2のNDL
-TB212は、第2のページング時間枠214および第2のデータ時間枠216を含み得る。
【００４０】
　ある態様では、第3のワイヤレスデバイスは、以前の発見時間枠の間に第1のワイヤレス
デバイスを発見している可能性があり、第1のワイヤレスデバイスがサービス(たとえば、
写真共有サービス)を提供していることを認識している可能性がある。続いて、第3のワイ



(21) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

ヤレスデバイスは、第1のワイヤレスデバイスとの接続を確立することを望み得るが、固
定された区間204はすでに過ぎ去っている可能性がある。この態様では、第3のワイヤレス
デバイスは、接続セットアップのために第1のページング時間枠208を利用し得る。接続セ
ットアップのより詳細な説明が図2Bにおいて与えられる。図2Aは1つの完全通信区間を示
し、通信区間200は、1つの発見時間枠、1つの固定された区間、および2つのNDL-TBを有す
るが、任意の数の発見時間枠、固定された区間、およびNDL-TBが、通信区間内で見出され
得る。
【００４１】
　NANネットワークは、既存のデバイスまたはNANに入る新しいデバイスにおいて発見可能
にされたNANサービスの発見を容易にするように、デバイスが集まり得る時間およびチャ
ネルを同期するための、ワイヤレスデバイスのための機構を提供する。ある態様では、サ
ービス発見は、APの支援なしで行われ得る。NANネットワークは、2.4ギガヘルツ(GHz)周
波数帯域の中の1つだけのチャネルにおいて、および任意選択で、5GHz周波数帯域の中の1
つのチャネルにおいて動作し得る。2.4GHz周波数帯域の中のNANチャネルは、チャネル6(2
.327GHz)であり得る。NANクラスタは、STA112、114、116、118などの、複数のワイヤレス
デバイスまたはNANデバイスを含み得る。NANクラスタは、NANパラメータの共通セットを
共有するNANデバイスの集合体であり得る。NANパラメータは、連続する発見時間枠と発見
時間枠の間の期間、発見時間枠の時間長、およびビーコン区間を含み得る。ある態様では
、NANクラスタに参加しているSTA112、114、116、118のすべてが同じNANクロックに同期
されることがあり、このことは、たとえばSTA112がNANクラスタのアンカーマスターの役
割を果たしている場合、STA112によって決定され得る。STA112は、アンカーマスターとし
て、タイミング同期機能(TSF)を決定し、NAN同期ビーコンにおいてTSFをブロードキャス
トし得る。NANクラスタ中の他のSTAは、TSFを採用し、TSFをNAN内の他のデバイスにブロ
ードキャストすることを要求され得る。NAN同期ビーコンは、発見時間枠の間にNANデバイ
スによってブロードキャストされ得る。NAN同期ビーコンを受信するNANデバイスは、クロ
ック同期のためにそのビーコンを使用し得る。
【００４２】
　図2Bは、NANにおけるデータリンク接続セットアップのための例示的な呼フロー図250を
示す。図2Bに示されるように、第1のSTA252は、発見時間枠202(たとえば、NAN発見時間枠
)においてメッセージ256(たとえば、発見メッセージ)を第2のSTA254に送信し得る。メッ
セージ256は、第1のSTA252によって提供されるサービス/能力(たとえば、写真/ビデオ共
有)を示し得る。メッセージ256は、第1のSTA252と関連付けられる起動情報および時間ブ
ロック情報を含み得る。起動情報は、第1のSTA252が接続セットアップのために利用可能
な1つまたは複数の時間を示し得る。起動情報は、第1のSTA252が接続セットアップのため
に利用可能な時間を示すインジケータ(たとえば、ビットインジケータ)を含み得る。たと
えば、起動情報は、次の値のうちの1つを有する2ビットのインジケータであり得る。
【００４３】
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【表１】

【００４４】
　インジケータが00に設定されるとき、第1のSTA252は、第1のSTA252の既存の接続と関連
付けられる1つまたは複数のNDL-TBの第1のページング時間枠208および第2のページング時
間枠214の間に起動する。この構成では、第1のSTA252は、固定された区間204、220の間に
接続セットアップを実行しないことがあり、これは第1のSTA252が起動している時間の長
さを減らし得る。インジケータが01に設定されるとき、第1のSTA252は、接続セットアッ
プのための固定された区間204、220に対する発見時間枠202、218の後にのみ、起動状態の
ままになる。この構成では、第1のSTA252は既存の接続と関連付けられるあらゆるNDL-TB
に対して起動状態であり得るが、第1のSTA252はそのようなNDL-TBの間の接続セットアッ
プを許可しないことがある。インジケータが10に設定されるとき、第1のSTA252は、接続
セットアップのための第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB212の第1の部分の間に起動し、
第1のSTA252はまた、接続セットアップのための固定された区間204、220に対する発見時
間枠202、218の後で、起動状態のままになる。言い換えると、接続セットアップは、固定
された区間204、220の中で、かつ第1のページング時間枠208および第2のページング時間
枠214の中で行われ得る。この構成は、接続セットアップに関する最大のフレキシビリテ
ィを可能にするが、第1のSTA252に対して最長の起動状態時間も必要とする。インジケー
タが11に設定されるとき、第1のSTA252は、接続セットアップのための固定された区間204
、220に対する発見時間枠202、218の後に、起動状態のままになる。第1のSTA252はまた、
接続を要求するワイヤレスデバイス(たとえば、第2のSTA254)が、接続(たとえば、P2P接
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続)が確立されるとデータ通信のために使用されるべき1つまたは複数のNDL-TBを提案する
ことを可能にする。
【００４５】
　最初の3つの構成(たとえば、00、01、10)では、メッセージ256に含まれる時間ブロック
情報は、第1のNDL-TBによるデータ通信のために使用される1つまたは複数のNDL-TBを示し
得る。メッセージ256に示されるNDL-TBは、接続シグナリングのために第2のSTA254によっ
て使用され得る。メッセージ256において示されるNDL-TBはまた、第1のSTA252と確立され
ることになる接続においてデータを送信するために、第2のSTA254によって使用され得る
。第4の構成では(たとえば、インジケータが11に設定される)、時間ブロック情報は、提
案されるP2P接続に対して選択されたNDL-TBがないことを示し得る。したがって、第2のST
A254は、データ接続のために自由にNDL-TBを提案できる。
【００４６】
　第1のSTA252がメッセージ256を送信した後で、第2のSTA254はメッセージ256を受信し得
る。前に論じられたように、メッセージ256は、第1のSTA252についての起動情報と、いず
れかのNDL-TBがデータ通信のために第1のSTA252によって使用されるかどうかを示す時間
ブロック情報とを含む、インジケータを含み得る。メッセージ256の中のインジケータお
よび時間ブロック情報に基づいて、第2のSTA254は、第1のSTA252の起動時間を決定し得る
(258)。たとえば、インジケータが00に設定される場合、第2のSTA254は、第1のSTA252が
、時間ブロック情報において示されるNDL-TBの間、具体的にはNDL-TBに関するページング
時間枠の間、接続セットアップのために起動状態になると決定する。インジケータが01に
設定される場合、第2のSTA254は、第1のSTA252が、固定された区間204、220の間、接続セ
ットアップのために起動状態になると決定する。この構成では、接続セットアップのため
のNDL-TBの起動は発生しない。しかしながら、要求側のデバイス(たとえば、第2のSTA254
)がサービスに対して利用可能であり得るかどうかを要求側のデバイスが決定することを
可能にするために、予期されるデータリンクのために使用されるであろうNDL-TBが通信さ
れる。インジケータが10に設定される場合、第2のSTA254は、第1のSTA252が、固定された
区間204、220の間、かつ接続セットアップのための時間ブロック情報において示される任
意のNDL-TBのページング時間枠(たとえば、第1のページング時間枠208および第2のページ
ング時間枠214)の間、接続セットアップのために起動状態になると決定する。インジケー
タが11に設定される場合、第2のSTA254は、第1のSTA252が固定された区間204、220の間起
動状態になることと、第2のSTA254が第1のSTA252とデータを通信するために使用されるべ
き1つまたは複数のNDL-TBを提案できることとを決定する。
【００４７】
　第1のSTA252と関連付けられる1つまたは複数の起動時間を決定した後で、第2のSTA254
は、1つまたは複数の決定された起動時間に基づいて、第1のSTA252との接続を確立し得る
(260)。ある態様では、第2のSTA254は、第1のSTA252にアソシエート要求を送信すること
によって、接続を確立し得る(260)。アソシエーション要求(たとえば、アソシエーション
フレーム)は、追加のセキュリティのための鍵の導出に必要なデバイスの能力および情報
を含み得る。アソシエーション要求は、第1のSTA252が接続セットアップのために起動し
ているかどうかに応じて、固定された区間204、220と、第1のページング時間枠208および
第2のページング時間枠214とのいずれかにおいて送信され得る。アソシエーション要求を
送信した後で、第2のSTA254は、追加のシグナリングおよび肯定応答メッセージを通じて
、第1のSTA252とセキュリティ鍵および能力情報を交換し得る。接続セットアップが固定
された区間204、220の間に実行される場合、接続セットアップは、固定された区間204、2
20内で完了し得る。しかしながら、接続セットアップが第1のページング時間枠208の間に
実行される場合、たとえば、接続セットアップは、第1のページング時間枠208内で完了す
る必要はない。ある態様では、第2のSTA254は、第1のページング時間枠208の間に第1の接
続セットアップメッセージ(たとえば、アソシエーション要求メッセージ)を第1のSTA252
に送信することがあり、それは、第1のSTA252が少なくともページング時間の間は起動し
ているからである。後続のメッセージ(たとえば、暗号鍵の交換、肯定応答)は、第1のデ
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ータ時間枠210の間に送信されることがあり、それは、接続セットアップメッセージを受
信した後で、第1のSTA252が接続セットアップを完了するために起動したままであること
を知っているからである。
【００４８】
　ある態様では、起動情報および時間ブロック情報を有するインジケータは、NDL属性を
構成し得る。NDL属性は、メッセージ(たとえば、発見フレーム、管理フレーム、またはア
クションフレーム)内のフィールドであり得る。
【００４９】
　接続セットアップがNDL-TBの間に行われることを許容することによって、第1のSTA252
は、NDL-TBが発生するのと同じ頻度で接続のために利用可能となることがあり、これは発
見時間枠よりも頻繁であることがある。これにより、ワイヤレスデバイスは、サービスを
発見した後でより融通の利く時間にサービスへ参加することが可能になる。さらに、いつ
デバイスが起動状態となるかを示すインジケータビットを使用することによって、デバイ
スは、さらなる接続を可能にすることは望まないときにエネルギーを節約しながら、複数
の接続セットアップの選択肢を提供することを選べるようにするためのフレキシビリティ
ももたらすことができる。
【００５０】
　図3は、NANにおいてデータリンクをセットアップするための時間を決定するための例示
的な方法300のフローチャートである。方法300は、装置(たとえば、STA114、第1のSTA252
、または第2のSTA254)を使用して実行され得る。方法300は図23のワイヤレスデバイス230
2の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つ
または複数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【００５１】
　ブロック305において、装置は、第2のワイヤレスデバイスからメッセージを受信し得る
。メッセージは、接続セットアップのための第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる
起動情報を含むことがあり、メッセージは、データ通信のために第2のワイヤレスデバイ
スによっていずれかのDL-TBが使用されるかどうかを示す時間ブロック情報を含むことが
ある。たとえば、図2を参照すると、第2のSTA254は、メッセージ256を受信し得る。メッ
セージ256は、第1のSTA252と関連付けられる起動情報を含み得る。メッセージ256は、デ
ータ通信のために第1のSTA252によって使用されるNDL-TBを示す時間ブロック情報を含み
得る。起動情報は、10に設定された2ビットのインジケータを有し得る。時間ブロック情
報は、第1のSTA252がデータ通信のために第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB212を使用し
ていることを示し得る。
【００５２】
　ブロック310において、装置は、メッセージに含まれる起動情報および時間ブロック情
報に基づいて、接続セットアップのための第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる1つ
または複数の起動時間を決定し得る。たとえば、図2を参照すると、第2のSTA254は、発見
メッセージに含まれるインジケータおよび時間ブロック情報に基づいて、第1のSTA252と
関連付けられる起動時間を決定し得る(258)。ある例では、第2のSTA254は、第1のSTA252
がそれぞれ第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB212のための第1のページング時間枠208およ
び第2のページング時間枠214の間に起動すると決定することができ、10に設定されたイン
ジケータに基づいて、第2のSTA254は、第1のSTA252が接続セットアップのための固定され
た区間204、220に対する発見時間枠202、218の後で起動状態のままになると決定すること
ができる。
【００５３】
　ブロック315において、装置は、第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる決定された
1つまたは複数の起動時間に基づいて、第2のワイヤレスデバイスとの接続を確立し得る。
たとえば、図2を参照すると、第2のSTA254は、第1のSTA252と関連付けられる決定された
起動時間(たとえば、固定された区間204、220ならびに第1のページング時間枠208および
第2のページング時間枠214)に基づいて、第1のSTA252との接続を確立し得る。
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【００５４】
　図4は、NANにおいてデータリンクをセットアップするための時間の決定を可能にするた
めの例示的な方法400のフローチャートである。方法400は、装置(たとえば、STA114、第1
のSTA252、または第2のSTA254)を使用して実行され得る。方法400は図23のワイヤレスデ
バイス2302の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップの
うちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【００５５】
　ブロック405において、装置は、第2のワイヤレスデバイスにメッセージを送信し得る。
メッセージは、接続セットアップのための第1のワイヤレスデバイスと関連付けられる起
動情報を含むことがあり、メッセージは、データ通信のために第1のワイヤレスデバイス
によっていずれかのDL-TBが使用されるかどうかを示す時間ブロック情報を含むことがあ
る。たとえば、図2を参照すると、第1のSTA252はメッセージ256を第2のSTA254に送信し得
る。メッセージ256は、接続セットアップのための第1のSTA252と関連付けられる起動情報
を含み得る。たとえば、起動情報は、10に設定された2ビットのインジケータを含み得る
。メッセージ256は、所定の時間ブロック(たとえば、第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB2
12)がデータ通信のために第1のSTA252によって使用されることを示す時間ブロック情報を
含み得る。
【００５６】
　ブロック410において、装置は、メッセージに含まれる起動情報および時間ブロック情
報に基づいて、第2のワイヤレスデバイスから接続セットアップメッセージを受信し得る
。たとえば、図2を参照すると、第1のSTA252は、インジケータが10に設定されていること
およびメッセージ256に含まれる時間ブロック情報に基づいて、第2のSTA254から接続セッ
トアップメッセージ(たとえば、アソシエーション要求メッセージ)を受信し得る。ある態
様では、アソシエーション要求メッセージは第1のページング時間枠208の間に送信され得
る。
【００５７】
　ブロック410において、装置は、受信された接続セットアップメッセージに基づいて、
第2のワイヤレスデバイスとの接続を確立し得る。たとえば、図2を参照すると、第1のSTA
252は、受信されたアソシエーション要求メッセージに基づいて、第2のSTA254との接続を
確立し得る(260)。
【００５８】
　上述の議論では、ワイヤレスデバイスがデバイス発見および接続セットアップの目的で
起動時間をシグナリングするために使用し得る方法に注目した。以下の議論では、ワイヤ
レスデバイスがデータ送信のために起動時間に集まり得る方法に注目する。NANでは、デ
ータリンクをセットアップすることを望むワイヤレスデバイスは、共通の時間に起動状態
となるように集まる必要がある。起動時間は、電力の活用を確実にするために最小限にさ
れるべきである。ある態様では、第1のSTA252と第2のSTA254との間のデータリンクを確立
するために、第1のSTA252および第2のSTA254は、互いに可用性情報(たとえば、追加可用
性マップ)を送信し得る。ある態様では、接続セットアップおよび起動時間のスケジュー
リングネゴシエーション(または再ネゴシエーション)は、既存のNDL-TBまたは固定された
区間(たとえば、追加サービス発見時間枠)の間に発生し得る。
【００５９】
　図5Aは、可用性情報の例を伴う図500である。ワイヤレスデバイスは、各々のそれぞれ
のワイヤレスデバイスがデータリンクのために利用可能である時間(および推測で、各々
のそれぞれのワイヤレスデバイスがデータリンクのために利用不可能である時間)を示す
ために、可用性情報を互いに送信し得る。ある態様では、可用性情報はスケジュール/ビ
ットマップを含み得る。たとえば、第1の追加可用性マップ(FAM)502は、第1のSTA252がデ
ータを通信するのに利用可能である時間ブロックを表す。第2のFAM504は、第2のSTA254が
データを通信するのに利用可能である時間ブロックを表す。第1のFAM502を参照すると、
この例は物理チャネル1における8つの時間ブロックを示す。ある態様では、8つの時間ブ
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ロック(または任意の他の数のタイミングブロック)が、所定の区間内にあり得る。第1のF
AM502は、第1のSTA252が物理チャネル1における時間ブロック1、4、5、および8において
利用可能であることを示す。第2のFAM504は、第2のSTA254が物理チャネル1における時間
ブロック2、4、5、7、および8において利用可能であることを示す。図500はSTAごとに単
一のFAMを示すが、他の物理チャネルに対応する追加のFAMが使用され得る。
【００６０】
　第1のFAM502および第2のFAM504を利用してデータのための時間/チャネルシーケンスに
集まるために、第1のSTA252は、第1のFAM502を第2のSTA254に送信し得る。第2のSTA254は
、第2のFAM504を第1のSTA252に送信し得る。第1のSTA252は、第1のSTA252と第2のSTA254
の両方が利用可能である、時間ブロックのグループを決定し得る。同様に、第2のSTA254
は、第1のSTA252と第2のSTA254の両方が利用可能である、時間ブロックのグループを決定
し得る。図500に示されるように、重複する時間ブロックは時間ブロック4、5である。し
たがって、P2P接続を確立する過程において、第1のSTA252および第2のSTA254は、通信(た
とえば、P2P通信)のために時間ブロック4、5を使用すると決定し得る。ある態様では、第
1のFAM502および第2のFAM504は、アソシエーション要求の中のフィールドを表し得る。標
準化されたアルゴリズムが時間ブロックのグループを選択するために使用されることを確
実にすることによって、さらなるメッセージングは必要ではない。この例は1つの物理チ
ャネルを使用するだけであるが、第1のSTA252および第2のSTA254は、追加の物理チャネル
と関連付けられるFAMを送信することがあり、共通に利用可能な時間ブロックが、異なる
物理チャネルにわたって発見されることがある。ある態様では、FAMは、論理チャネルを
含む他のチャネルの利用可能時間および利用不可能時間を通信するためにも使用され得る
。
【００６１】
　しかしながら、第1のFAM502および第2のFAM504は、デバイスが1つのチャネル上で利用
可能である時間を示すだけである。現在の構成では、ワイヤレスデバイスは、ワイヤレス
デバイスがデータ交換のために複数のチャネルのいずれのチャネルでも利用可能であり得
ることを示すことができない。したがって、FAMを含む可用性属性は、デバイスが複数の
チャネルのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すフィールド(またはイン
ジケータ)を含むように修正され得る。
【００６２】
　図5Bは、データリンクをスケジューリングするためのワイヤレスデバイスの可用性を決
定するための可用性属性550を示す。可用性属性550は可用性情報の別の例であり得る。可
用性属性550は、デバイスが特定のチャネル上で利用可能である時間、およびデバイスが
複数のチャネルのいずれのチャネルでも利用可能である時間についての情報を含み得る。
図5Bに示されるように、可用性属性550は、第1のFAM502または第2のFAM504に対応し得る
可用性区間ビットマップを含む。可用性属性550の動作クラスフィールド(サイズが1オク
テットであり得る)は、たとえば第1のSTA252が利用可能になる周波数帯域を示す。チャネ
ル番号フィールド(サイズが1オクテットであり得る)は、たとえば第1のSTA252が利用可能
になる物理チャネルを示す。エントリ制御フィールド(サイズが1オクテットであり得る)
は、8ビットの情報を含む。エントリ制御フィールドの最初の2ビットは、可用性区間と関
連付けられる可用性区間時間長(たとえば、時間ブロック長)を示し得る。残りのビットの
うちの1つ(たとえば、第3のビット)は、第1のSTA252(または任意の他のSTA)が動作クラス
の中のすべてのチャネル上で利用可能であるかどうかを示すために使用され得る。動作ク
ラスの中のチャネルは、デバイスの地理的位置に基づいて(たとえば、国ごとに)決定され
得る。たとえば、第3のビットが1に設定されるとき、第1のSTA252は、動作クラスの中の
すべてのチャネル上で利用可能であり得る(たとえば、規定されたまたは特定の期間の間
チャネル0～7で利用可能であり得る)。第3のビットが0に設定されるとき、第1のSTA252は
、ビットマップの中で示される時間ブロックにおいて、チャネル番号フィールドの中で示
されるチャネル上で利用可能である。エントリ制御フィールドの中の特別なビットを処理
することを知らないSTAに対する後方互換性を可能にするために、チャネル番号フィール
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ドは、第1のSTA252が利用可能である、可能性のあるチャネルのうちの1つに設定され得る
。ある態様では、1つまたは複数の可用性属性はメッセージ内で送信され得る。別の態様
では、可用性属性550は、第1のSTA252と関連付けられる接続性情報を含み得る。接続性情
報は、第1のSTA252と関連付けられるアクティブな接続の現在の数を示し得る。別の態様
では、可用性属性550は、ワイヤレスデバイス間でネゴシエートされ確立されるべきデー
タリンクを識別するデータリンク識別子(たとえば、NDL ID)を含み得る。データリンク識
別子は、データリンクへの変更が要求される場合に(たとえば、データリンクの再ネゴシ
エーションまたはデータリンクの削除を要求するスケジューリングの変更)、ワイヤレス
デバイスがデータリンクを参照することを可能にし得る。
【００６３】
　図6は、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエート
される手法を示す呼フロー図600である。図6を参照すると、第1のSTA602および第2のSTA6
04はNANの中にあり得る。第1のSTA602は、第2のSTA604とのデータリンクを確立する目的
で、第1のメッセージ606を第2のSTA604に送信し得る。第1のメッセージ606は、第1の接続
性値および第1の乱数RSTA1を含み得る。第1の接続性値は、第1のSTA602と関連付けられる
アクティブな接続の数であり得る。ある態様では、第1のメッセージ606は、第1のSTA602
と第2のSTA604との間でネゴシエートされ確立されるべきデータリンクを識別するデータ
リンク識別子(たとえば、NDL ID)を含み得る。データリンク識別子は、データリンクへの
変更(たとえば、再ネゴシエーションまたはデータリンクの削除を要求するスケジューリ
ングの変更)が要求される場合に、第1のSTA602および第2のSTA604がデータリンクを参照
することを可能にする。
【００６４】
　第2のSTA604は、第2のメッセージ608を第1のSTA602に送信し得る。第2のメッセージ608
は、第2の接続性値および第2の乱数を含み得る。第2の接続性値は、第2のSTA604と関連付
けられるアクティブな接続の数であり得る。互いの接続性値および乱数を受信すると、第
1のSTA602または第2のSTA604は、第1の接続性値と第2の接続性値の比較に基づいて、可用
性情報(たとえば、可用性属性550)を送信するかどうかを決定し得る。ある態様では、よ
り大きい接続性値(たとえば、より多数の接続)を有するワイヤレスデバイスが、データリ
ンクのスケジュールを決定するために使用する可用性情報を送信し、それは、より多数の
接続を有するワイヤレスデバイスが時間の可用性に関してより制約が大きいことがあるか
らである。別の態様では、より小さい接続性値を有するワイヤレスデバイスが、スケジュ
ールを決定するために使用する可用性情報を送信し得る。ある態様では、第1の接続性値
と第2の接続性値が同じである場合、第1の乱数RSTA1および第2の乱数RSTA2が、どのデバ
イスが可用性情報を送信するかを決定するためのタイブレーカーとして使用され得る。た
とえば、デバイス間で接続の数が同じである場合、より大きな乱数を有するワイヤレスデ
バイスが可用性情報を送信し得る。図6を参照すると、第1の接続性値が第2の接続性値よ
り大きい場合、第1のSTA602が、第1のSTA602と関連付けられる可用性情報610(たとえば、
可用性属性550)を第2のSTA604に送信し得る。そうではなく、第1の接続性値が第2の接続
性値より小さい場合、第2のSTA604が可用性属性610を送信し得る(例は示されていない)。
接続性値が同じである場合、第1の乱数RSTA1および第2の乱数RSTA2がタイブレーカーとし
て使用され得る。第1のSTA602が第2のSTA604より大きな接続性値を有すると仮定すると、
可用性情報610を受信すると、第2のSTA604は、可用性情報610に基づいて、データ通信の
ために使用するスケジュールを決定し得る(612)。第2のSTA604は、第1のSTA602が可用性
情報において提供した利用可能な時間ブロックのスケジュールから選び得る。図5Bにおい
て論じられたように、可用性情報610は、第1のSTA602があるチャネル上で利用可能である
1つまたは複数の時間ブロック(たとえば、スケジュール)と、第1のSTA602がチャネルのセ
ットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを示
し得る。受信された可用性情報610に基づいて、第2のSTA604は、第2のSTA604と関連付け
られる利用可能な時間ブロックに時間ブロックのいずれかが対応するかどうかに基づいて
、第1のSTA602と関連付けられる1つまたは複数の利用可能な時間ブロックを選び得る。第
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2のSTA604に対して適切である時間ブロック/チャネルが、第1のSTA602と関連付けられる
可用性情報610の中にない場合、第2のSTA604は、NDLセットアップが失敗したことを示す
メッセージを第1のSTA602に送信し得る。そうではなく、第2のSTA604が、第1のSTA602と
第2のSTA604の両方が利用可能である1つまたは複数の時間ブロックを特定する場合、第2
のSTA604は、NDLスケジュール614を決定することができ(612)、NDLスケジュール614を第1
のSTA602に送信する。一構成では、第1のSTA602は任意選択で、スケジュール確認メッセ
ージ616を第2のSTA604に送信し得る。スケジュール確認メッセージ616は、第1のSTA602が
、第2のSTA604によって提案されるNDLスケジュール614を受け入れ、第2のSTA604からデー
タを受信する準備ができていること、および/または第2のSTA604にデータを送信する準備
ができていることを、(たとえば、確認ビットを使用して)示し得る。ある態様では、第1
のSTA602は、第1のSTA602がデータリンク上で通信するためのリソース(たとえば、バッフ
ァおよびステートマシン)をセットアップした後で、スケジュール確認メッセージ616を送
信し得る。別の態様では、第2のSTA604は、第2のSTA604がスケジュール確認メッセージ61
6を受信するまで、NDLスケジュール614上でデータを送信しないことがある。続いて、第1
のSTA602がスケジュール確認メッセージ616を送信した後で、第1のSTA602および第2のSTA
604は、NDLスケジュール614に基づいてデータリンク618(たとえば、P2P接続)を確立し得
る。別の構成では、第1のSTA602はスケジュール確認メッセージ616を送信しないことがあ
り、第2のSTA604はNDLスケジュール614を送信した後でデータリンク618上で通信するのを
開始することがある。しかしながら、第1のSTA602はデータを受信する準備ができていな
いことがあるので、いくつかの事例では、スケジュール確認メッセージ616を利用するこ
とは、第1のSTA602が準備のできる前にデータリンク618上でデータを受信する状況を防ぎ
得る。
【００６５】
　別の態様では、NDL(たとえば、データリンク618)は存続時間(または有効時間)と関連付
けられ得る。存続時間は、NDLがいつ期限切れになるかを示す値であり得る。NDL存続時間
は、NDL属性の一部としてNANにおいて広告され得る。存続時間は、ワイヤレスデバイスが
(必要であれば)異なるNDLまたはNDLスケジュールにいつ切り替え得るかについての、明確
な境界を与え得る。NAN内のワイヤレスデバイスが同期され存続時間がNANにおいて広告さ
れるので、すべてのワイヤレスデバイスが、存続時間のエポックがいつ発生するかについ
て同じように理解することができる。存続時間は、主要な遷移が発生すべき時間も提供し
得る。たとえば、存続時間は、共通グループ鍵(たとえば、任意のグループアドレス指定
されるトラフィックを暗号化するために使用される)が更新されるとき、またはNDLの1つ
または複数のデバイスが異なるクラスタに移動するときに、終了し得る。最初は、NDL存
続時間は、NDLの作成者によって設定されることがあり、NDLを使用して任意のワイヤレス
デバイスによって延長され得る。存続時間を延長するワイヤレスデバイスは、NDLを開始
したのと同じワイヤレスデバイスまたは異なるデバイスであり得る。たとえば、1対多数
のワイヤレスデバイスのトポロジーでは、サービス提供者デバイスが存続時間を延長し得
る。しかし、1対1または多数対多数のトポロジーでは、サービス提供者または加入者が、
NDLの存続時間を延長し得る。NDLがもはや必要とされない(たとえば、送信すべきさらな
るデータが残っていない)場合、存続時間は延長されないことがあり、ワイヤレスデバイ
スのすべてが存続時間の期限切れの際にNDLから去ることがある。しかしながら、1つまた
は複数のワイヤレスデバイスが、NDLにおいて送信または受信すべき追加のデータを有す
る場合、それらの1つまたは複数のワイヤレスデバイスがNDLの存続時間を延長し得る。し
たがって、ある態様では、図6を参照すると、NDLセットアップが失敗したと第2のSTA604
が決定する場合、第1のSTA602および第2のSTA604は、データ通信のための所定のスケジュ
ーリング方式(たとえば、NDLプロファイルベースのスケジュール、デフォルトのNDLスケ
ジュール、またはサービス提供者のNDLスケジュールなどの、ネゴシエートされないスケ
ジューリング方式)を使用すると決めることがある。所定のスケジュール方式は、存続時
間と関連付けられるNDLを確立するために使用され得る。存続時間が期限切れになると、
第2のSTA604(または第1のSTA602)は、いずれかの条件が変化した場合(たとえば、1つまた
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は複数の接続がもはやアクティブではないので第1のSTA602および/または第2のSTA604の
可用性が高くなった場合)に備えて、存続時間の期限切れの後でNDLスケジュールを再ネゴ
シエートすることを試み得る。NDLの延長は、新しいNDLスケジュールのネゴシエーション
と同様であり得る。新しいスケジュールのネゴシエーションは、DWの外側で行われ、既存
のNDL-TB、FSD、または何らかの他の共通に合意された時間の間に行われ得る。
【００６６】
　図7Aは、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法の第1の変形を示す呼フロー図700である。図7Aを参照すると、第1のSTA702
および第2のSTA704はNANの中にある。第1のSTA702は、第1の可用性情報706(たとえば、第
1の可用性属性)を第2のSTA704に送信する。第2のSTA704は、第2の可用性情報708(たとえ
ば、第2の可用性属性)を第1のSTA702に送信する。第1のSTA702は、受信された第2の可用
性情報708を第1の可用性情報706と組み合わせて、標準化されたアルゴリズムまたは許容
されるアルゴリズムに基づいて相互スケジュールを決定し得る(710)。同様に、第2のSTA7
04は、受信された第1の可用性情報706を第2の可用性情報708と組み合わせて、同じ標準化
された/許容されるアルゴリズムを使用して第1のSTA702によって決定されるのと同じ相互
スケジュールを決定し得る(712)。ある態様では、このアルゴリズムは、重複する時間ブ
ロックのサブセットが1つまたは複数のサービス品質要件のもとでどのように選択される
べきかについての、共通の基準に基づき得る。さらに、このアルゴリズムは、チャネルの
グループがある特定の時間に利用可能であるときにチャネルを選ぶための基準の共通のセ
ットに基づき得る。ある例では、チャネルのグループが利用可能であるとき、デバイスは
、どのチャネルが最低のエネルギー使用レベルを有するかを決定することができ、最低の
エネルギー使用レベルは、チャネルが他のデバイスからのトラフィックによりあまり混雑
していないことを示唆する。一構成では、相互スケジュールを決定した後で、第1のSTA70
2は任意選択で、スケジュール確認メッセージ714を第2のSTA704に送信し得る。スケジュ
ール確認メッセージ714は、決定された相互スケジュールに従って第1のSTA702がデータを
受信する準備ができていることを、および/または、決定された相互スケジュールに従っ
て第1のSTA702がデータを送信する準備ができていることを、(たとえば、確認ビットを使
用して)示し得る。ある態様では、第1のSTA702は、第1のSTA702がデータリンク上で通信
するためのリソース(たとえば、バッファおよびステートマシン)をセットアップした後で
、スケジュール確認メッセージ714を送信し得る。別の態様では、第2のSTA704は、第2のS
TA704がスケジュール確認メッセージ714を第1のSTA702から受信するまで、相互スケジュ
ール上でデータを送信しないことがある。続いて、第1のSTA702がスケジュール確認メッ
セージ714を送信した後で、第1のSTA702および第2のSTA704は、決定された相互スケジュ
ールに基づいてデータリンク716(たとえば、P2P接続)を確立し得る。別の構成では、第1
のSTA702はスケジュール確認メッセージ714を送信しないことがあり、第2のSTA704は相互
スケジュールを決定した後でデータリンク716上で通信するのを開始することがある。し
かしながら、第1のSTA702はデータを受信する準備ができていないことがあるので、いく
つかの事例では、スケジュール確認メッセージ714を利用することは、第1のSTA702が準備
のできる前にデータリンク716上でデータを受信する状況を防ぎ得る。別の態様では、第1
のSTA702および/または第2のSTA704は、データリンク716と関連付けられる存続時間が期
限切れになった後で、決定された相互スケジュールを再評価し得る。再評価は、いずれか
の条件が変化したかどうか(たとえば、送信すべきデータが残っているかどうか、サービ
ス品質要件が変化したかどうかなど)に基づき得る。
【００６７】
　図7Bは、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法の第2の変形を示す呼フロー図750である。図7Bを参照すると、第1のSTA752
および第2のSTA754はNANの中にある。第1のSTA752は、第1の可用性情報756(たとえば、第
1の可用性属性)を第2のSTA754に送信する。第1の可用性情報は、第1のSTA752が第1のチャ
ネル上で利用可能である第1のスケジュール(たとえば、図5Bに示されるような可用性区間
ビットマップ)と、第1のSTA752がチャネルのセットのいずれのチャネルでも利用可能であ
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るかどうかを示す第1のチャネルインジケータ(たとえば、図5Bに示されるような、第1のS
TA752が動作クラスの中のすべてのチャネル上で利用可能であることを示すビットインジ
ケータ)とを含み得る。
【００６８】
　第1の可用性情報756を受信すると、第2のSTA754は、第2のSTA754が第1の可用性情報に
おいて示される時間の大半またはすべての間に利用可能であるかどうかを決定し得る。第
2のSTA754は、第1の可用性情報756に基づいて、第1のSTA752へ送信すべき第2の可用性情
報758(たとえば、第2の可用性属性)を決定し得る。一態様では、第2のSTA754が第1の可用
性情報において示される時間のすべての間に利用可能である場合、第2のSTA754は、第1の
STA752と通信するために、第1の可用性情報において示されるのと同じスケジュールを使
用すると決定し得る。したがって、第2の可用性情報758は、第1のスケジュールと同じ第2
のスケジュールと、第1のインジケータと同じ第2のインジケータとを有し得る。別の態様
では、第2のSTA754が第1の可用性情報において示される時間の大半の間に利用可能である
場合、第2のSTA754は、第1のSTA752および第2のSTA754がともに利用可能である時間を含
む第2のスケジュールを決定し得る。第2のスケジュールは、第2のSTA754が利用可能であ
る追加の時間を含み得る。別の態様では、第2のSTA754が第1の可用性情報756において示
される時間のすべてまたは大半の間に利用可能ではない場合、第2のSTA754は、大半が第1
のスケジュールとは異なり得る第2のスケジュールを決定し得る。第2のSTA754は、第2の
可用性情報758を第1のSTA752に送信し得る。ある態様では、第2の可用性情報は、第2のST
A754がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第
2のインジケータを含み得る。第1のSTA752は、第1のSTA752が第2の可用性情報758におい
て示される時間の大半またはすべての間に利用可能であるかどうかを決定し得る。利用可
能ではない場合、第1のSTA752および第2のSTA754は、追加の可用性情報を送信することに
よって、相互に合意可能なスケジュールをネゴシエートすることを続け得る。ある態様で
は、可用性情報の所定の回数の交換(たとえば、10回の交換)の後で、第1のSTA752と第2の
STA754との間のネゴシエーションは失敗することがあり、第1のSTA752および第2のSTA754
はネゴシエーションを止めることを決定し得る。
【００６９】
　相互に合意可能なスケジュールを決定した後で、第1のSTA752は任意選択で、スケジュ
ール確認メッセージ760を第2のSTA754に送信し得る。スケジュール確認メッセージ760は
、決定された相互スケジュールに従って第1のSTA752がデータを受信する準備ができてい
ることを、および/または、決定された相互スケジュールに従って第1のSTA752がデータを
送信する準備ができていることを、(たとえば、確認ビットを使用して)示し得る。ある態
様では、第1のSTA752は、第1のSTA752がデータリンク上で通信するためのリソース(たと
えば、バッファおよびステートマシン)を準備した後で、スケジュール確認メッセージ760
を送信し得る。別の態様では、第2のSTA754は、第2のSTA754がスケジュール確認メッセー
ジ760を第1のSTA752から受信するまで、相互スケジュール上でデータを送信しないことが
ある。続いて、第1のSTA752がスケジュール確認メッセージ760を送信した後で、第1のSTA
752および第2のSTA754は、決定された相互スケジュールに基づいてデータリンク762(たと
えば、P2P接続)を確立し得る。別の構成では、第1のSTA752はスケジュール確認メッセー
ジ760を送信しないことがあり、第2のSTA754は相互スケジュールを決定した後でデータリ
ンク762上で通信するのを開始することがある。しかしながら、第1のSTA752はデータを受
信する準備ができていないことがあるので、いくつかの事例では、スケジュール確認メッ
セージ760を利用することは、第1のSTA752が準備のできる前にデータリンク762上でデー
タを受信する状況を防ぎ得る。別の態様では、第1のSTA752および/または第2のSTA754は
、データリンク762と関連付けられる存続時間が期限切れになった後で、決定された相互
スケジュールを再評価し得る。再評価は、いずれかの条件が変化したかどうか(たとえば
、送信すべきデータが残っているかどうか、サービス品質要件が変化したかどうかなど)
に基づき得る。
【００７０】
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　ある態様では、デバイスがNDLに対して利用可能である時間(たとえば、好ましい時間お
よび/または好ましいチャネル)を示す代わりに、またはそのことに加えて、デバイスは、
スケジュールネゴシエーションの一部として、不可用性時間を示し得る。不可用性時間は
、NDL-TBおよび/または利用不可能なチャネルであり得る。不可用性時間の指示は、ある
時間ブロックの間にデバイスが(たとえば、他の同時ネットワークにより、または何らか
の他の活動により)多忙でありどのようなNDL動作も望まないので、デバイスがそのような
時間ブロックを避けることを望むときに、有用であり得る。同時ネットワークの例は、他
のNDL、AP以下の接続、Bluetooth（登録商標）などであり得る。同様に、いくつかの事例
では、デバイスは、そのチャネル上での進行中の動作が原因で、好ましいチャネルを示す
ことがある。デバイスは、チャネル切替えを避けるようにチャネルを使用することを好み
得る。別の態様では、デバイスは、たとえばチャネルがLTEおよび/または他の展開を有す
ることが知られているので、いくつかのチャネルを避けることがある。
【００７１】
　図6、図7A、および図7Bにおいて論じられた、ネゴシエートされたスケジュールは、1対
1の接続に関するものであった。しかしながら、いくつかの事例では、1対多数の接続が望
まれることがある。たとえば、第1のワイヤレスデバイスは、多数のワイヤレスデバイス
と共有すべき写真を有することがある。この最も単純な場合には、第1のワイヤレスデバ
イスは、他のワイヤレスデバイスの各々とペアごとにデータリンクをセットアップし得る
。しかし、これは、複数の起動スケジュールに対応するために、第1のワイヤレスデバイ
スをより長く起動状態にさせることがある。さらに、接続がセットアップされる順序が、
いくつかの宛先を含めることを不可能にすることがある。たとえば、第1のワイヤレスデ
バイスが、第2および第3のワイヤレスデバイスとの接続をセットアップすることがある。
続いて、第4のワイヤレスデバイスが接続をセットアップすることを望むことがあるが、
第2および第3のワイヤレスデバイスが第1のワイヤレスデバイスと関連付けられる利用可
能な時間ブロックのすべてを使用したので、第1のワイヤレスデバイスから残されたこれ
以上の時間ブロックがないことがある。1対多数の接続セットアップの代替的な方式が図8
に示される。
【００７２】
　図8は、可用性情報に基づく1対多数の接続セットアップを実行するための第3のネゴシ
エートされる手法を示す呼フロー図800である。図8を参照すると、第1のSTA802は、セッ
トアップ要請メッセージ810(たとえば、NANデータリンクセットアップ要請メッセージ)を
、第2のSTA804、第3のSTA806、および第4のSTA808に送信し得る。セットアップ要請メッ
セージ810は、可用性情報(たとえば、可用性属性550)を受信するための要求を示し得る。
セットアップ要請メッセージ810を受信すると、第2のSTA804は、第1の可用性情報812(た
とえば、可用性属性550)を第1のSTA802に送信し得る。第3のSTA806は、第2の可用性情報8
14を第1のSTA802に送信し得る。第4のSTA808は、第3の可用性情報816を第1のSTA802に送
信し得る。第1の可用性情報812、第2の可用性情報814、および第3の可用性情報816は、可
用性属性(たとえば、特定のチャネルにおけるSTAの可用性および/またはチャネルのセッ
トの任意のチャネルにおけるSTAの可用性を含むFAM)であり得る。ある態様では、第1の可
用性情報812、第2の可用性情報814、および第3の可用性情報816は、それぞれ、STAの各々
と関連付けられる現在の接続性情報を含み得る。第1の可用性情報812、第2の可用性情報8
14、および第3の可用性情報816を受信すると、第1のSTA802は、第2のSTA804、第3のSTA80
6、および第4のSTA808の各々とデータを通信するためのスケジュール820または時間のセ
ットを決定し得る(818)。スケジュール820は、第1のSTA802と他のSTA(たとえば、第2のST
A804、第3のSTA806、および第4のSTA808)の両方が利用可能である時間に基づいて決定さ
れ得る。スケジュール820はさらに、スループット要件、サービス品質要件、および/また
は物理チャネル条件に基づき得る。別の態様では、第1のSTA802は、第1の可用性情報812
、第2の可用性情報814、および/または第3の可用性情報816に含まれ得る接続性情報に基
づいて、スケジュール820を決定し得る(818)。この態様では、第1のSTA802は、スケジュ
ール820を決定するときに、たとえば多くのアクティブな接続を有する制約されたデバイ
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スのスケジュールを考慮し得る。スケジュール820は、NAN内でのP2P通信のための、第2の
STA804、第3のSTA806、および第4のSTA808の各々に割り振られた、またはそれらと関連付
けられた1つまたは複数のNDL-TBを備え得る。ある態様では、第1のSTA802は、第2のSTA80
4、第3のSTA806、および第4のSTA808の各々に同じスケジュール820を送信し得る。別の態
様では、第1のSTA802は、第2のSTA804、第3のSTA806、および第4のSTA808の各々に異なる
スケジュール820を送信し得る。スケジュール820を受信すると、第1のSTA802は、第2のST
A804との第1のデータリンク822を確立し得る。第1のSTA802は、第3のSTA806との第2のデ
ータリンク824を確立し得る。第1のSTA802は、第4のSTA808との第3のデータリンク826を
確立し得る。第1のデータリンク822、第2のデータリンク824、第3のデータリンク826の各
々は、P2P接続であり得る。
【００７３】
　ある態様では、図6および図7に関する議論と同様に、第2のSTA804、第3のSTA806、およ
び/または第4のSTA808が、第1のSTA802からスケジュール820を受信するとスケジュール確
認メッセージを送信し得る。第1のSTA802は、第1のSTA802が第1のSTA802、第2のSTA804、
または第3のSTA806のうちの少なくとも1つからスケジュール確認を受信するまで、スケジ
ュール820に基づいてデータを送信しないことがある。
【００７４】
　別の態様では、第1のデータリンク822、第2のデータリンク824、および第3のデータリ
ンク826は各々、それぞれの存続時間と関連付けられ得る。存続時間の期限切れの際に、
またはその前に、第1のSTA802、第2のSTA804、第3のSTA806、および/または第4のSTA808
は、条件のあらゆる変化(たとえば、送信/受信すべき残りのデータがないこと、サービス
品質またはレイテンシの要件の変化、NAN中のデバイスの数の変化、デバイスの電力の変
化など)に基づいて、スケジュール820またはそれぞれのデータリンクを再評価し、データ
リンクのそれぞれの存続時間を延長するか、またはデータリンクから去るかを決定するこ
とができる。
【００７５】
　図6、図7A、図7B、および図8は、接続セットアップおよび接続セットアップパラメータ
(たとえば、NDL-TB)をネゴシエートするための方法に関する。いくつかの状況のもとでは
、いくつかのSTAのための異なるスケジュールを単一のスケジュールへと収容することは
、STAが異なるチャネル上で利用可能でありサービスを提供するSTAが異なるチャネルの間
で切り替えることが必要である場合には特に、可能ではないことがある。さらに、前に論
じられたように、STAが考慮される順序が、得られるスケジュールに影響する。2つのSTA
に対応するスケジュールを作成するために、STAのうちの1つを用いてセットアップされた
スケジュールは変更されなければならないことがある。追加のSTAが接続セットアップを
要求するときにすでにセットアップされているスケジュールを迅速に変更することは難し
いことがある。言い換えると、相互にネゴシエートされたデータ送信時間は、多数のワイ
ヤレスデバイスに対してはスケーラブルではないことがある。したがって、1対多数また
は多数対多数のトポロジーにおいては特に、ネゴシエートされない(または所定の)スケジ
ュールも使用されることがある。
【００７６】
　図9は、データリンクのための標準化された定期的な時間ブロックを伴うサービス提供
者のスケジュールを使用するためのネゴシエートされない手法を示す呼フロー図900であ
る。データ接続を要求する各STAが可用性属性に基づいて時間ブロックをネゴシエートす
ることを許容する代わりに、たとえば、サービスを提供する第1のSTA902は、サービス提
供者NDLスケジュールを利用することがある。第2のSTA904、第3のSTA906、および第4のST
A908は、第1のSTA902によって提供されるサービスを受ける/それに参加することに関心が
ある場合がある。図9を参照すると、第1のSTA902は、サービスを提供するためのサービス
提供者NDLスケジュール912を決定し得る(910)。ある態様では、サービス提供者NDLスケジ
ュール912は、第1のSTA902が1つまたは複数のサービスを(たとえば、NANサービス発見の
一部として発見時間枠の中で)広告するとき、第1のSTA902によってパブリッシュされ得る
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。この態様では、サービス提供者NDLスケジュール912は、たとえば、サービス発見フレー
ム内のNDL属性へ挿入され得る。
【００７７】
　別の態様では、NDL属性はNAN管理フレーム(NMF)に挿入され得る。NMFは、サービス発見
フレームと同じまたは同様の構造を有し得る。NMFは、NAN動作に関する属性を搬送し得る
。ある態様では、NMFは、NDLまたはNDPスケジュールネゴシエーションなどの、サービス
発見後の動作のために使用され得る。いくつかの事例では、NMFは、いくつかのタイプの
メッセージのために、NDLインターフェースの代わりにNANインターフェースを介して送信
され得る。たとえば、NANインターフェースは、NAN発見および/または接続セットアップ
などの、NAN制御シグナリングのために使用され得る。したがって、NDLの前に関するすべ
てのNMFは、NDLインターフェースがまだセットアップされていないので、NANインターフ
ェース上で送信され得る。続いて、NDLがセットアップされるとき、NDLインターフェース
(またはNDPインターフェース)が、NDPを通じたデータ送信のために使用され得る。したが
って、NDLがセットアップされた後で、NDLインターフェースが、NDLに関するNMFを送信す
るために使用され得る。そのような場合、受信機デバイスは、そのNDLピアのNANインター
フェースとNDLインターフェースとの間での対応付けを有することがある。別の態様では
、NMFは、ベンダー固有のアクションフレームまたはベンダー固有のパブリックアクショ
ンフレームであり得る。NANインターフェースおよびNDLインターフェースを有することに
よって、設計はより詳細に描写され得る。すなわち、NDLが確立されると、すべてのNDL活
動(データおよび管理)がNDLインターフェース上で行われ得る。
【００７８】
　ある態様では、2つのワイヤレスデバイス間に1つだけのNDLがあり得る。しかしながら
、2つのデバイス間に複数のNDPが存在することがあり、各NDPは特定のサービスと関連付
けられることがある。NDPはまた、2つのデバイス間の特定のセッションを対応付けするた
めに、NDP IDと関連付けられ得る。NDPは、固有のサービス品質要件および/またはセキュ
リティ要件を有し得る。各NDPは固有のインターフェースも有し得る。2つのワイヤレスデ
バイス間のNDPのすべてが、2つのデバイス間のNDLスケジュールであり得る同じスケジュ
ールに従い得る。NDL IDは、デバイス間のNDLに割り当てられた識別子であり得る。NDL I
Dは、たとえばページング時間枠の間に、トラフィック広告のためのビットマップにおい
て表現され得る。すなわち、ビットマップ内の1つまたは複数の場所がNDL IDに対応し得
る。NDLに対応するビットが1に設定されるとき、NDL IDと関連付けられるトラフィックが
間もなく来る。対照的に、NDLに対応するビットが0に設定されるとき、NDL IDと関連付け
られるトラフィックは予想されない。そのようなトラフィックシグナリングは、異なるND
Lと関連付けられる複数のワイヤレスデバイスが同じまたは同様の起動時間を有するとき
には役立ち得る。ワイヤレスデバイスは同じ時間の一部の間起動しているが、ワイヤレス
デバイスは、ワイヤレスデバイスがサブスクライブしているNDL IDがトラフィック告知期
間(たとえば、ページング時間枠)の間にビットマップにおいてシグナリングされない場合
、スリープ状態に入り得る。
【００７９】
　別の態様では、サービス提供者NDLスケジュール912は、ネットワークデータリンク接続
(たとえば、P2P接続)のための1つまたは複数の論理チャネルを示し得る。サービス提供者
NDLスケジュール912の中の各論理チャネルは、特定の時間ブロック長(たとえば、15ms)お
よび特定の時間ブロック周期性(たとえば、75msごと)を有する、時間ブロックのセット(
たとえば、NDL-TB)を含み得る。ある態様では、サービス提供者NDLスケジュール912の中
の異なる論理チャネルは、異なる時間ブロック長および/または異なる周期性を有する異
なる時間ブロックを指し得る。時間ブロックの長さおよび周期性は、サービス品質、スル
ープット要件などに基づいて決定され得る。したがって、より高いスループットを要求す
るデバイス(たとえば、第2のSTA904、第3のSTA906、または第4のSTA908)は、適切な論理
チャネルを選択し得る。ある態様では、サービスに関心のあるデバイスは、それらのデバ
イスがサービス提供者NDLスケジュール912の大半に対して利用可能であり得る場合、サー
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ビス提供者NDLスケジュール912を使用してNDLに参加し得る。たとえば、デバイスがサー
ビス提供者NDLスケジュール912のうちのx%以上に対して利用可能である場合、デバイスは
サービス提供者NDLスケジュール912の大半に対して利用可能であることがあり、x%は60%
、80%、または90%であり得る。ある態様では、x%は、提供されているサービスのタイプ(
たとえば、サービスのタイプと関連付けられるレイテンシおよび/またはスループットの
要件)に応じたものであり得る。
【００８０】
　図9を参照すると、サービス提供者NDLスケジュール912は、5つの異なる論理チャネル(
または任意の他の数の論理チャネル)を有し得る。論理チャネルの各々は、異なる時間ブ
ロックの長さおよび/または周期性を有する、時間ブロックの異なるセットと関連付けら
れ得る。サービス提供者NDLスケジュール912を受信すると、第2のSTA904、第3のSTA906、
および第4のSTA908は、第1のSTA902とのデータリンクをセットアップするために使用すべ
き、論理チャネルのうちの1つを選択し得る。ある態様では、第2のSTA904、第3のSTA906
、または第4のSTA908の各々は、選択された論理チャネルのために使用されるべき物理チ
ャネルを選び得る。物理チャネルは、チャネル上で検出されるエネルギーの量に基づいて
選ばれ得る。選択された論理/物理チャネルに基づいて、第2のSTA904は、第1のSTA902と
の第1のデータリンク914を確立することができ、第3のSTA906は、第1のSTA902との第2の
データリンク916を確立することができ、第4のSTA908は、第1のSTA902との第3のデータリ
ンク918を確立することができる。ある態様では、第1のデータリンク914、第2のデータリ
ンク916、および第3のデータリンク918は、データリンクの各々がいつ期限切れになるか
、および/またはいつ開始するかを示す、それぞれの存続時間と関連付けられ得る。
【００８１】
　図10は、データリンクのためのスケジュールを決定するためのサービスと関連付けられ
るプロファイルを使用するためのネゴシエートされない手法を示す呼フロー図1000である
。プロファイルベースのスケジューリングは、いずれのトポロジーにも適していることが
ある。図9において論じられた方法と同様に、図10は、ワイヤレスデバイス間のネゴシエ
ーションを伴わずにデータリンクスケジュールを確立するための方法に関する。この方法
では、データリンクスケジュールは、広告されているアプリケーション/サービスのタイ
プに基づいてカスタマイズされ得る。図10を参照すると、第1のSTA1002は、各々が異なる
レイテンシおよび/またはスループットの要件を有し得る、様々なサービスを有し得る。
ある態様では、第1のSTA1002は、サービスに基づいてNDLプロファイルを決定し得る(1010
)。ある態様では、様々なNDLプロファイルは、いくつかのサービス要件(たとえば、レイ
テンシ、スループット、電力、トポロジーなど)を満たすようにカスタマイズされ得る。
各NDLプロファイルは、サービスまたはアプリケーションの要件を満たすように適合され
得るNDLスケジュールのセットにマッピングされ得る。アプリケーションまたはサービス
はグループへと分類されることがあり、各グループは特定のNDLプロファイルと関連付け
られることがある。たとえば、サービス要件に基づいて、音声チャットがあるグループ(
たとえば、頻繁に繰り返すより小さな時間ブロック)へと分類されることがあり、ビデオ
チャットが異なるグループ(たとえば、頻繁に繰り返すより長い時間ブロック)へと分類さ
れることがあり、ファイル転送がさらに別の異なるグループ(たとえば、頻繁には繰り返
さないより長い時間ブロック)へと分類されることがある。第1のSTA1002が広告すべきサ
ービスを有するとき、第1のSTA1002は、サービスと関連付けられるNDLプロファイルを決
定し得る(1010)。NDLプロファイルに基づいて、第1のSTA1002は、NDLプロファイルと関連
付けられるスケジュールのセットを決定し得る。一態様では、第1のSTA1002は、スケジュ
ールのセットに基づいてNDLプロファイルベースのスケジュール1012を選択し、NDLプロフ
ァイルベースのスケジュール1012を、第2のSTA1004、第3のSTA1006、および/または第4の
STA1008に送信し得る。別の態様では、NDLプロファイルベースのスケジュール1012は、ND
Lプロファイルと関連付けられるスケジュールのセットから選択されるスケジュールのサ
ブセットを含むことがあり、第1のSTA1002は、第2のSTA1004、第3のSTA1006、および/ま
たは第4のSTA1008にスケジュールのサブセットを送信することがある。別の態様では、ス



(35) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

ケジュールの各タイプはインデックスと関連付けられ得る。この態様では、第1のSTA1002
はNDLプロファイルベースのスケジュール1012を送信することがあり、NDLプロファイルベ
ースのスケジュール1012は、NDLプロファイル、および/または異なるNDLスケジュールと
関連付けられる1つまたは複数のインデックスを含むことがある。NDLプロファイルベース
のスケジュール1012を受信すると、第2のSTA1004、第3のSTA1006、および第4のSTA1008は
、相互に許容可能なスケジュールに集まり、それぞれ、第1のSTA1002との第1のデータリ
ンク1014、第2のデータリンク1016、および第3のデータリンク1018を確立し得る。ある態
様では、第1のデータリンク1014、第2のデータリンク1016、および第3のデータリンク101
8は各々、それぞれの存続時間と関連付けられ得る。
【００８２】
　図11は、データリンクのためのデフォルトのNDLスケジュールを使用するためのネゴシ
エートされない手法を示す呼フロー図1100である。デフォルトのNDLスケジュールは、複
数のワイヤレスデバイスの可用性に対応することが困難であり得る、多数対多数のトポロ
ジーに適していることがある。各NANクラスタは、NAN上で広告される任意のサービスが利
用できるデフォルトのNDLスケジュールを有し得る。デフォルトのNDLスケジュールは、NA
Nクラスタと関連付けられるアンカーマスターによって定義されることがあり、NANクラス
タのイニシエータによって定義されることがあり、または交代でNANの他のメンバーによ
って定義されることがある。NANのイニシエータは、たとえばNANを広告するビーコンを送
出することによってNANを作成することを決める最初のワイヤレスデバイスである。NANク
ラスタと関連付けられるアンカーマスターは、NANのイニシエータまたはNAN内の別のワイ
ヤレスデバイスであり得る。アンカーマスターは、NANを広告するビーコンメッセージを
送出することを担い得る。ある態様では、アンカーマスターは、NAN中の他のワイヤレス
デバイスと比較して、ワイヤレスデバイスと関連付けられる利用可能なリソースの量(た
とえば、バッテリー電力、接続性、NAN内の他のワイヤレスデバイスに対する地理的な近
接)に基づいて選ばれ得る。図11を参照すると、第1のSTA1102は広告すべきサービスを有
し得る。ある態様では、第1のSTA1102は、NAN内のワイヤレスデバイスによって広告され
るデフォルトのNDLスケジュールに基づいて、サービスのためのデフォルトNDLスケジュー
ル1112を決定し得る(1110)。別の態様では、第1のSTA1102は、デフォルトのNDLスケジュ
ールを決定することを担うワイヤレスデバイスであり得る。サービスに関心のあるワイヤ
レスデバイス(たとえば、第2のSTA1104、第3のSTA1106、および/または第4のSTA1108)は
、デフォルトのNDLに参加してデータ交換を開始し得る。ある態様では、第2のSTA1104は
さらに、デフォルトNDLスケジュールがアプリケーション要件を満たさない場合、新しい
または補助的なNDLスケジュールをネゴシエートし得る。たとえば、第1のシナリオでは、
第2のSTA1104は、デフォルトNDLスケジュールが不十分であると直ちに決定し得る。この
シナリオでは、第2のSTA1104は、(たとえば、第1のSTA1102がNDL-TBのページング時間枠
の間に起動している場合、デフォルトNDLスケジュールのNDL-TBを使用することによって)
補助的なNDLスケジュールをネゴシエートし得る。第2のシナリオでは、第2のSTA1104は、
ある期間デフォルトNDLスケジュールを利用することがあり、次いで、追加のユーザがス
ケジュールに参加したことまたは他の要因に基づいて、デフォルトNDLスケジュールがも
はや十分ではないと決定することがある。このシナリオでは、第2のSTA1104は補助的なND
Lスケジュールをネゴシエートし得る。第3のシナリオでは、第2のSTA1104は、サービス要
件に基づいて、新しいNDLスケジュールをネゴシエートし、デフォルトNDLスケジュールを
使用しないことがある。ある態様では、第2のSTA1104は、接続セットアップのために、デ
フォルトNDLスケジュールの中のNDL-TBを利用することがある。この態様では、第2のSTA1
104は、ユーザデータを交換するために、デフォルトNDLスケジュールの中のNDL-TBを使用
する必要がない。代わりに、第2のSTA1104は、第2のSTA1104が関心を持っているサービス
のための接続セットアップを実行するために、そのNDL-TB内のページング時間枠を利用す
ることがある。言い換えると、新しいまたは補助的なデータリンクのネゴシエーションは
、デフォルトNDLスケジュールよりも優先して行われ得る。
【００８３】
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　図12は、データリンクのための所定のNDLスケジュールおよびネゴシエートされるNDLス
ケジュールを使用するためのハイブリッド手法を示す呼フロー図1200である。一構成では
、第1のSTA1202は、図9～図11において論じられた所定のNDLスケジュール(ネゴシエート
可能ではない)と、図6～図8において論じられたネゴシエートされたNDLスケジュールとの
両方を利用し得る。たとえば、大半のピアツーピアタイプの短い接続セットアップおよび
切断では、第1のSTA1202は、図6、図7、または図8のネゴシエートされる方法を使用し得
る。1対多数または多数対多数の接続では、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュールを使
用し得る。ある例として、1対多数の接続を示す図12を参照すると、第1のSTA1202は、所
定のNDLスケジュール1212(たとえば、サービス提供者NDLスケジュール912、NDLプロファ
イルベースのスケジュール1012、またはデフォルトNDLスケジュール1112)を最初に決定し
得る(1210)。所定のNDLスケジュール1212に基づいて、第1のSTA1202は、第2のSTA1204と
の第1のデータリンク1214を確立し、第3のSTA1206との第2のデータリンク1216を確立し、
第4のSTA1208との第3のデータリンク1218を確立し得る。
【００８４】
　続いて、一構成では、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュール1212がサービスと関連
付けられるデータを通信するための1つまたは複数の要件をもはや満たさないと決定する
ことがあり(1220)、または、NAN中のワイヤレスデバイスの数の変化もしくはサービスト
ポロジーの変化があったと決定することがある(1220)。ある態様では、1つまたは複数の
要件は、サービスもしくはワイヤレスデバイスに対するレイテンシ要件、サービスもしく
はワイヤレスデバイスに対するスループット要件、またはサービスもしくはワイヤレスデ
バイスに対する電力要件を含み得る。別の構成では、第1のSTA1202は、第1のSTA1202から
のメッセージ1222に基づいてサービスと関連付けられるデータを通信するための1つまた
は複数の要件を所定のNDLスケジュール1212がもはや満たさないと決定し得る(1220)。メ
ッセージ1222は、所定のNDLスケジュール1212がサービスと関連付けられるデータを通信
するための1つまたは複数の要件をもはや満たさないことを示し得る。メッセージ1222は
、データ通信のための追加のリソースを要求し得る。メッセージ1222は、第2のSTA1204と
関連付けられる可用性情報(たとえば、可用性属性)を含み得る。ある態様では、第1のSTA
1202および第2のSTA1204は、所定のNDLスケジュール1212よりも異なるNDLスケジュール12
24を優先してネゴシエートし得る。受信されたメッセージ1222に基づいて、第1のSTA1202
は、第2のSTA1204と新しい/補助的なデータリンク1226において通信するために使用され
るべき、異なるNDLスケジュール1224を決定し得る。ある態様では、異なるNDLスケジュー
ル1224が新しいデータリンクのためのものである場合、第1のSTA1202および第2のSTA1204
は、第1のデータリンク1214と関連付けられる存続時間が期限切れになるまで、第1のデー
タリンク1214を通じて通信し続けることができ、その期限切れの時点で、第1のSTA1202お
よび第2のSTA1204が通信のために新しいデータリンクを確立し得る。ある態様では、第1
のデータリンク1214の存続時間は、所定のNDLスケジュール1212がもはや要件を満たさな
いという決定に基づいて短縮され得る。別の態様では、異なるNDLスケジュール1224が補
助的なデータリンクのためのものである場合、第1のSTA1202および第2のSTA1204は、第1
のデータリンク1214と関連付けられる存続時間が期限切れになるまで第1のデータリンク1
214上で通信し続け、補助的なデータリンク上でも通信することができる。
【００８５】
　図13Aは、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス受入者の例示的な方法1300のフローチャートである。方
法1300は、装置(たとえば以下の、STA114、第2のSTA604、またはワイヤレスデバイス2302
)を使用して実行され得る。方法1300は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以
下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複数を実施
するために他の構成要素が使用されることがある。
【００８６】
　ブロック1305において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに第1のメッセージを送信し
得る。第1のメッセージは、第1の接続性値および第1の乱数を含み得る。たとえば、図6を
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参照すると、第2のSTA604は、第2のメッセージ608を第1のSTA602へ送信し得る。第2のメ
ッセージ608は、第2の接続性値および第2の乱数を含み得る。
【００８７】
　ブロック1310において、装置は、第2のワイヤレスデバイスから第2のメッセージを受信
し得る。第2のメッセージは、第2の接続性値および第2の乱数を含み得る。ある態様では
、第1の接続性値は、装置と関連付けられるアクティブな接続の第1の数と関連付けられる
ことがあり、第2の接続性値は、第2のワイヤレスデバイスと関連付けられるアクティブな
接続の第2の数と関連付けられる。たとえば、図6を参照すると、第2のSTA604は、第1のメ
ッセージ606を第1のSTA602から受信し得る。第1のメッセージ606は、第1の接続性値およ
び第1の乱数を含み得る。第1の接続性値は、第1のSTA602と関連付けられるアクティブな
接続の第1の数と関連付けられることがあり、第2の接続性値は、第2のSTA604と関連付け
られるアクティブな接続の第2の数と関連付けられることがある。
【００８８】
　ブロック1315において、装置は、第1の接続性値と第2の接続性値との比較に基づいて、
可用性情報を送信するかどうかを決定し得る。ある態様では、装置は、第1の接続性値が
第2の接続性値より大きい場合、可用性情報を送信すると決定し、ワイヤレスデバイスは
、第1の接続性値が第2の接続性値より小さい場合、可用性情報を送信しないと決定する。
別の態様では、可用性情報を送信するかどうかの決定は、第1の乱数と第2の乱数の比較に
も基づき得る。たとえば、図6を参照すると、第2のSTA604は、第1の接続性値が第2の接続
性値より大きいので、第1のSTA602に可用性情報を送信しないと決定し得る。
【００８９】
　ブロック1320において、装置は、第2のワイヤレスデバイスから可用性情報を受信し得
る。可用性情報は、第2のワイヤレスデバイスがあるチャネル上で利用可能であるスケジ
ュールと、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上で
も利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含み得る。たとえば、図6を参照する
と、第2のSTA604は、可用性情報を第1のSTA602から受信し得る。可用性情報は、第1のSTA
602が利用可能である時間を示す、図5BにおけるようなFAMを含み得る。
【００９０】
　ブロック1325において、装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを
決定し得る。たとえば、図6を参照すると、第2のSTA604は、第1のSTA602とNANにおいてデ
ータを通信するためのスケジュールを決定し得る。第2のSTA604は、第2のSTA604が利用可
能である時間を決定することによって、かつ決定された時間に基づいて、スケジュールを
決定し、第1のSTA602と第2のSTAの両方が重複する可用性をいつ有するかを決定し得る。
決定されたスケジュールは、重複する時間を含み得る。決定されたスケジュールは、第2
のSTA604が利用可能である追加の時間も含み得る。
【００９１】
　ブロック1330において、装置は、P2P接続を通じてデータを通信するための決定された
スケジュールを送信し得る。決定されたスケジュールは、受信された可用性情報に基づき
得る。たとえば、図6を参照すると、第2のSTA604は、P2P接続を通じてデータを通信する
ための決定されたスケジュールを第1のSTA602へ送信し得る。
【００９２】
　ブロック1335において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。たとえば、図6を参照すると、第2のSTA604は、決定
されたスケジュールに基づいて、第1のSTA602とデータリンク618を通じてデータを通信し
得る。
【００９３】
　図13Bは、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法の第1の変形を実行するワイヤレスデバイスの例示的な方法1350のフローチ
ャートである。方法1350は、装置(たとえば以下の、STA114、第1のSTA752、またはワイヤ
レスデバイス2302)を使用して実行され得る。方法1350は図23のワイヤレスデバイス2302
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の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つ
または複数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【００９４】
　ブロック1355において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに第1の可用性情報を送信し
得る。第1の可用性情報は、装置が第1のチャネル上で利用可能である第1のスケジュール
と、装置がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示
す第1のインジケータとを含み得る。たとえば、図7Bを参照すると、第1のSTA752は、第1
の可用性情報756を第2のSTA754へ送信し得る。第1の可用性情報756は、第1のSTA752が第1
のチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと、第1のSTA752がチャネルのセットの
うちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを含み
得る。
【００９５】
　ブロック1360において、装置は、送信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤ
レスデバイスから第2の可用性情報を受信し得る。第2の可用性情報は、第2のワイヤレス
デバイスが第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、第2のワイヤレスデ
バイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを示
す第2のインジケータとを含み得る。一態様では、第2のスケジュールは第1のスケジュー
ルと同じであり得る。別の態様では、第2のスケジュールは第1のスケジュールと異なり得
る。たとえば、図7Bを参照すると、第1のSTA752は、送信された第1の可用性情報756に基
づいて、第2のSTA754から第2の可用性情報758を受信するように構成され得る。第2の可用
性情報758は、第1のSTA752と第2のSTA754の両方が同じ時間に利用可能であるので、第1の
可用性情報756と同じスケジュールを含み得る。
【００９６】
　ブロック1365において、装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを
決定し得る。一態様では、スケジュールは、送信される第1の可用性情報および受信され
た第2の可用性情報に基づいて決定され得る。一構成では、装置は、装置が第2のスケジュ
ールの間に利用不可能であると決定することによって、および、第2のワイヤレスデバイ
スに第3の可用性情報を送信して相互に合意可能なスケジュールをさらにネゴシエートす
ることによって、スケジュールを決定し得る。第3の可用性情報は、第3のスケジュールと
第3のインジケータとを含み得る。ある態様では、第3のスケジュールおよび/または第3の
インジケータは、受信された第2の可用性情報に基づき得る。たとえば、図7Bを参照する
と、第1のSTA752は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを決定し得る。第
1のSTA752は、第2の可用性情報758において示されるスケジュールが第1の可用性情報756
において示されるのと同じスケジュールであると決定し得る。したがって、第1のSTA752
は、通信スケジュールが第1の可用性情報756および第2の可用性情報758において示される
スケジュールと同じであると決定し得る。しかしながら、スケジュールが同じではない場
合、第1のSTA752は第2のSTA754へ送信するために新しいスケジュールを決定することがで
き、新しいスケジュールは、第2の可用性情報758において示される可用性時間に基づき得
る。
【００９７】
　ブロック1370において、装置は、受信された第2の可用性情報に基づいて、装置が通信
のために利用可能であることを示すスケジュール確認メッセージを送信し得る。NAN内の
データリンクのスケジュールは、受信された第2の可用性情報に基づき得る。図7Bを参照
すると、第1のSTA752は、受信された第2の可用性情報758に基づいて、第1のSTA752が通信
のために利用可能であることを示すスケジュール確認メッセージ760を送信し得る。
【００９８】
　ブロック1375において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。ある態様では、この通信は、装置がスケジュール確
認メッセージを送信した後で行われ得る。たとえば、図7Bを参照すると、第2のSTA754は
、決定されたスケジュールに基づいて、データリンク718を通じてデータを通信し得る。
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【００９９】
　図14は、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第2のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス受入者/提供者の例示的な方法1400のフローチャートで
ある。方法1400は、装置(たとえば以下の、STA114、第2のSTA704、またはワイヤレスデバ
イス2302)を使用して実行され得る。方法1400は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に
関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複
数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１００】
　ブロック1405において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに第1の可用性情報を送信し
得る。第1の可用性情報は、装置が第1のチャネル上で利用可能である第1のスケジュール
と、装置がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示
す第1のインジケータとを含み得る。
【０１０１】
　ブロック1410において、装置は、第2のワイヤレスデバイスから第2の可用性情報を受信
し得る。第2の可用性情報は、第2のワイヤレスデバイスが第2のチャネル上で利用可能で
ある第2のスケジュールと、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれ
のチャネル上でも利用可能であるかどうかを示す第2のインジケータとを含み得る。
【０１０２】
　ブロック1415において、装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを
決定し得る。ある態様では、データを通信するためのスケジュールを決定することは、装
置および第2のワイヤレスデバイスに知られている共通の基準のセットに基づくことがあ
り、共通の基準のセットは、サービス品質要件またはエネルギー使用レベルを含むことが
ある。
【０１０３】
　ブロック1420において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。
【０１０４】
　図15は、可用性情報に基づく1対多数の接続セットアップを実行するための第3のネゴシ
エートされる手法を実行するサービス受入者の例示的な方法1500のフローチャートである
。方法1500は、装置(たとえば以下の、STA114、第2のSTA804、またはワイヤレスデバイス
2302)を使用して実行され得る。方法1500は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関し
て以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複数を
実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１０５】
　ブロック1505において、装置は、データリンクセットアップ要請メッセージを受信し得
る。たとえば、図8を参照すると、第2のSTA804は、セットアップ要請メッセージ810を受
信し得る。
【０１０６】
　ブロック1510において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに可用性情報を送信し得る
。可用性情報は、装置がチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと、装置がチャ
ネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータ
とを含むことがあり、可用性情報は、受信されたデータリンクセットアップ要請メッセー
ジに基づいて送信されることがある。たとえば、図8を参照すると、第2のSTA804は、第1
の可用性情報812を第1のSTA802へ送信し得る。第1の可用性情報812は、第2のSTA804がチ
ャネル上で利用可能である第1のスケジュール(たとえば、FAM)と、第2のSTA804がチャネ
ルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータと
を含み得る。
【０１０７】
　ブロック1515において、装置は、送信された可用性情報に基づいてデータリンクスケジ
ュールを受信し得る。たとえば、図8を参照すると、第2のSTA804は、送信された第1の可
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用性情報812に基づいてスケジュール820を受信し得る。
【０１０８】
　ブロック1520において、装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを
決定することができ、スケジュールは受信されたデータリンクスケジュールに基づいて決
定される。たとえば、図8を参照すると、第2のSTA804は、データを通信するためのスケジ
ュールを決定し得る。スケジュールは、スケジュール820からスケジューリング情報を抽
出することによって、およびスケジュール820からのスケジューリング情報を記憶するこ
とによって、決定される。第2のSTA804は、第2のSTA804が受信されたスケジュール820上
で利用可能であるかどうかを決定し得る。利用可能である場合、第2のSTA804は、通信の
ために受信されたスケジュール820を利用すると決定し得る。
【０１０９】
　ブロック1525において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。たとえば、図8を参照すると、第2のSTA804は、決定
されたスケジュールに基づいて、第1のデータリンク822を通じてデータを通信し得る。
【０１１０】
　図16は、データリンクのための標準化された定期的な時間ブロックを伴うサービス提供
者のスケジュールを使用するためのネゴシエートされない手法を実行するサービス受入者
の例示的な方法1600のフローチャートである。方法1600は、装置(たとえば以下の、STA11
4、第2のSTA904、またはワイヤレスデバイス2302)を使用して実行され得る。方法1600は
図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説
明されるステップのうちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されるこ
とがある。
【０１１１】
　ブロック1605において、装置はデータリンクスケジュールを受信することができ、デー
タリンクスケジュールは1つまたは複数の論理チャネルを含み得る。1つまたは複数の論理
チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長とそれぞれの時間ブロック周期性とを含み
得る。たとえば、図9を参照すると、第2のSTA904はサービス提供者NDLスケジュール912を
受信することができ、サービス提供者NDLスケジュール912は1つまたは複数の論理チャネ
ルを含み得る。1つまたは複数の論理チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長と時
間ブロック周期性とを含み得る。
【０１１２】
　ブロック1610において、装置は、NANにおいてデータを通信するためのスケジュールを
決定することができ、スケジュールを決定することは、受信されたデータリンクスケジュ
ールに基づく。たとえば、図9を参照すると、第2のSTA904は、第2のSTA904がサービス提
供者NDLスケジュール912上で利用可能であるかどうかを決定し得る。利用可能である場合
、第2のSTA904は、通信のためにサービス提供者NDLスケジュール912を利用すると決定す
ることができ、それ以外の場合、第2のSTA904はスケジュールを利用しないことがある。
【０１１３】
　ブロック1615において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。たとえば、図9を参照すると、第2のSTA904は、サー
ビス提供者NDLスケジュール912に基づいて、データリンクを通じてデータを通信し得る。
【０１１４】
　図17は、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第1のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス提供者の例示的な方法1700のフローチャートである。方
法1700は、装置(たとえば以下の、STA114、第1のSTA602、またはワイヤレスデバイス2302
)を使用して実行され得る。方法1700は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以
下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複数を実施
するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１１５】
　ブロック1705において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに第1のメッセージを送信し
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得る。第1のメッセージは、第1の接続性値および第1の乱数を含み得る。
【０１１６】
　ブロック1710において、装置は、第2のワイヤレスデバイスから第2のメッセージを受信
し得る。第2のメッセージは、第2の接続性値および第2の乱数を含み得る。
【０１１７】
　ブロック1715において、装置は、第1の接続性値と第2の接続性値に基づいて、可用性情
報を送信するかどうかを決定し得る。ある態様では、可用性情報を送信するかどうかの決
定はさらに、第1の乱数と第2の乱数の比較に基づき得る。
【０１１８】
　ブロック1720において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに可用性情報を送信し得る
。可用性情報は、装置がチャネル上で利用可能であるスケジュールと、装置がチャネルの
セットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含
み得る。
【０１１９】
　ブロック1725において、装置はデータリンクスケジュールを受信し得る。
【０１２０】
　ブロック1730において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。決定されたスケジュールは、受信されたデータリンクスケ
ジュールおよび送信された可用性情報に基づき得る。
【０１２１】
　ブロック1735において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスとデータを通信し得る。
【０１２２】
　図18は、可用性情報を使用したペアごとの接続セットアップのための第3のネゴシエー
トされる手法を実行するサービス提供者の例示的な方法1800のフローチャートである。方
法1800は、装置(たとえば以下の、STA114、第1のSTA802、またはワイヤレスデバイス2302
)を使用して実行され得る。方法1800は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以
下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複数を実施
するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１２３】
　ブロック1805において、装置は、データリンクセットアップ要請メッセージを送信し得
る。たとえば、図9を参照すると、第1のSTA802は、セットアップ要請メッセージ810を送
信し得る。
【０１２４】
　ブロック1810において、装置は、少なくとも1つの他のデバイスから可用性情報を受信
し得る。可用性情報は、少なくとも1つの他のデバイスの各々がある特定のチャネル上で
利用可能であるスケジュールと、少なくとも1つの他のデバイスの各々がチャネルのセッ
トのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含み
得る。たとえば、図8を参照すると、第1のSTA802は、第2のSTA804から第1の可用性情報81
2を受信し、第3のSTA806から第2の可用性情報814を受信し得る。第1の可用性情報812は、
第2のSTA804が利用可能であるスケジュールを含むことがあり、第2の可用性情報814は、
第3のSTA806が利用可能であるスケジュールを含むことがある。
【０１２５】
　ブロック1815において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。データを通信するための決定されたスケジュールは、少な
くとも1つの他のデバイスからの受信された追加の可用性情報に基づき得る。ある態様で
は、スケジュールを決定することは、1つまたは複数の論理チャネルを決定することを含
み得る。1つまたは複数の論理チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長とそれぞれ
の時間ブロック周期性とを含み得る。別の態様では、1つまたは複数の論理チャネルの決
定は、チャネル(たとえば、論理チャネルまたは物理チャネル)のサービス品質要件または
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エネルギー使用レベルの少なくとも1つに基づき得る。たとえば、図8を参照すると、第1
のSTA802は、データリンクを通じてデータを通信するためのスケジュール820を決定し得
る。決定されたスケジュール820は、第1の可用性情報812および第2の可用性情報814に基
づき得る。すなわち、決定されたスケジュール820は、第1の可用性情報812と第2の可用性
情報814の両方において示される利用可能時間と重複する時間を含み得る。決定されたス
ケジュール820は、第2のSTA804および第3のSTA806の可用性に適合する時間ブロックおよ
び周期性を有する、1つまたは複数の論理チャネルを含み得る。
【０１２６】
　ブロック1820において、装置は、データを通信するための決定されたスケジュールを送
信し得る。たとえば、図8を参照すると、第1のSTA802は、決定されたスケジュール820を
送信し得る。
【０１２７】
　ブロック1825において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスとデータを通信し得る。たとえば、図8を参照すると、第1のSTA802は、決定さ
れたスケジュール820に基づいて、第2のSTA804とデータを通信し得る。
【０１２８】
　図19は、データリンクのための標準化された定期的な時間ブロックを伴うサービス提供
者のスケジュールを決定するためのネゴシエートされない手法を使用するサービス提供者
の例示的な方法1900のフローチャートである。方法1900は、装置(たとえば以下の、STA11
4、第1のSTA902、またはワイヤレスデバイス2302)を使用して実行され得る。方法1900は
図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説
明されるステップのうちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されるこ
とがある。
【０１２９】
　ブロック1905において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。決定されたスケジュールは1つまたは複数の論理チャネル
を含むことがあり、1つまたは複数の論理チャネルの各々はそれぞれの時間ブロック長と
それぞれの時間ブロック周期性とを含むことがある。たとえば、図9を参照すると、第1の
STA902は、データを通信するためのサービス提供者NDLスケジュール912を決定し得る。第
1のSTA902は、第1のSTA902によって提供されるサービスのタイプを決定し、サービスの1
つまたは複数のサービス品質要件に基づいてサービス提供者NDLスケジュール912を決定し
得る。たとえば、リアルタイムのゲームサービスはより長い周期性のより短い時間ブロッ
クを有することがあり、ファイル共有サービスはより短い周期性のより長い時間ブロック
を有することがある。
【０１３０】
　ブロック1910において、装置は、データを通信するための決定されたスケジュールを送
信し得る。たとえば、図9を参照すると、第1のSTA902は、サービス提供者NDLスケジュー
ル912を送信し得る。
【０１３１】
　ブロック1915において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内でデータ
リンクを通じてデータを通信し得る。たとえば、図9を参照すると、第1のSTA902は、サー
ビス提供者NDLスケジュール912に基づいて、データリンクを通じてデータを通信し得る。
【０１３２】
　図20は、データリンクのためのスケジュールを決定するためのサービスと関連付けられ
るプロファイルを使用するためのネゴシエートされない手法を使用するサービス提供者の
例示的な方法2000のフローチャートである。方法2000は、装置(たとえば以下の、STA114
、第1のSTA1002、またはワイヤレスデバイス2302)を使用して実行され得る。方法2000は
図23のワイヤレスデバイス2302の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説
明されるステップのうちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されるこ
とがある。
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【０１３３】
　ブロック2005において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。ある態様では、スケジュールを決定することは、提供され
るべきサービスと関連付けられるプロファイルを装置が決定するブロック2010と、決定さ
れたプロファイルと関連付けられるスケジュールのセットを装置が決定するブロック2015
とを含み得る。決定されたスケジュールは、スケジュールのセットの中から選択され得る
。たとえば、図10を参照すると、第1のSTA1002は、データを通信するためのスケジュール
を決定し得る。第1のSTA1002は、提供されるべきサービスと関連付けられるプロファイル
を決定し得る。このプロファイルは、データリンクのために使用すべきレイテンシおよび
/またはスループットの要件を示し得る。第1のSTA1002は、決定されたプロファイルと関
連付けられるスケジュールのセットを決定し、スケジュールのセットの中から選択し得る
。第1のSTA1002は、決定されたスケジュールを第2のSTA1004に送信し得る。
【０１３４】
　ブロック2020において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスとデータを通信し得る。たとえば、図10を参照すると、第1のSTA1002は、決定
されたスケジュールに基づいて、第2のSTA1004とデータを通信し得る。
【０１３５】
　図21は、データリンクのためのデフォルトのNDLスケジュールを使用するためのネゴシ
エートされない手法を使用するサービス提供者の例示的な方法2100のフローチャートであ
る。方法2100は、装置(たとえば以下の、STA114、第1のSTA1102、またはワイヤレスデバ
イス2302)を使用して実行され得る。方法2100は図23のワイヤレスデバイス2302の要素に
関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複
数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１３６】
　ブロック2105において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。スケジュールは、NANと関連付けられるデフォルトのデー
タリンクスケジュールに基づいて決定され得る。たとえば、図11を参照すると、第1のSTA
1102は、第1のSTA1102が提供すべきサービスを有すると決定し得る。しかしながら、サー
ビスは、(たとえば、プロファイルに基づいて)いずれのスケジュールとも関連付けられな
いことがあり、かつ/または、どのような特定のレイテンシ要件もしくはサービス品質要
件も有しないことがある。したがって、第1のSTA1102は、サービスのためにデフォルトの
NDLスケジュールを使用すると決定することがある。デフォルトのNDLスケジュールは第1
のSTA1102内で事前に構成されることがあり、または、デフォルトのNDLスケジュールは第
1のSTA1102が関連付けられるNAN内のアンカーマスターによって広告されることがある。
【０１３７】
　ブロック2110において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスとデータを通信し得る。たとえば、図11を参照すると、第1のSTA1102は、デフ
ォルトのNDLスケジュールに基づいて、第2のSTA1104と通信し得る。
【０１３８】
　図22は、データリンクのための所定のNDLスケジュールおよびネゴシエートされたNDLス
ケジュールを利用するためのハイブリッド手法を使用するサービス提供者の例示的な方法
2200のフローチャートである。方法2200は、装置(たとえば以下の、STA114、第1のSTA120
2、またはワイヤレスデバイス2302)を使用して実行され得る。方法2200は図23のワイヤレ
スデバイス2302の要素に関して以下で説明されるが、本明細書において説明されるステッ
プのうちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１３９】
　ブロック2205において、装置は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するため
のスケジュールを決定し得る。装置は、所定のデータリンクスケジュールを使用すると決
定することによって、スケジュールを決定し得る。所定のデータリンクスケジュールは、
サービスと関連付けられるプロファイル、デフォルトのスケジュール、またはサービス提
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供者のスケジュールのうちの1つに基づき得る。たとえば、図12を参照すると、第1のSTA1
202は、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するためのスケジュールを決定し得る
。第1のSTA1202は、所定のスケジュール(たとえば、ネゴシエートされないスケジュール)
を使用すると決定し得る。第1のSTA1202は、プロファイルと関連付けられるスケジュール
、デフォルトのNDLスケジュール、またはサービス提供者NDLスケジュールを使用すると決
定し得る。
【０１４０】
　ブロック2210において、装置は、NANにおいてデータを通信するための決定されたスケ
ジュールを送信し得る。たとえば、図12を参照すると、第1のSTA1202は、NANにおいてデ
ータを通信するための所定のNDLスケジュール1212を送信し得る。
【０１４１】
　ブロック2215において、装置は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスとデータを通信し得る。たとえば、図12を参照すると、第1のSTA1202は、第2
のSTA1204とデータを通信し得る。
【０１４２】
　ブロック2220において、装置は、決定されたスケジュールがNANにおいてデータを通信
するための1つまたは複数の要件を満たすかどうかを決定し得る。たとえば、図12を参照
すると、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュール1212がサービスのレイテンシ要件を満
たすかどうかを決定し得る。満たす場合、第1のSTA1202は、通信のために所定のNDLスケ
ジュール1212を保ち得る。そうではなく、第1のSTA1202が追加のリソースを要求するメッ
セージ1222を第2のSTA1204から受信する場合、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュール1
212が要件を満たさないと決定し得る。
【０１４３】
　ブロック2225において、装置は、決定されたスケジュールがNANにおいてデータを通信
するための1つまたは複数の要件を満たさないという決定に基づいて、第2のワイヤレスデ
バイスとデータを通信するための異なるスケジュールを決定し得る。たとえば、図12を参
照すると、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュール1212が要件を満たさないという決定
に基づいて、第2のSTA1204と通信するための異なるNDLスケジュール1224を決定し得る。
ある態様では、メッセージ1222は、第2のSTA1204が通信のために利用可能である時間を含
み得る。第1のSTA1202は、そのような時間のいずれかが第1のSTA1202の可用性と重複する
かどうかを決定し、第2のSTA1204の可用性に基づいて異なるNDLスケジュール1224を決定
し得る。
【０１４４】
　ブロック2230において、装置は、決定されたスケジュールまたは決定された異なるスケ
ジュールの少なくとも1つに基づいて、第2のワイヤレスデバイスとデータを通信し得る。
たとえば、図12を参照すると、第1のSTA1202は、所定のNDLスケジュール1212または異な
るNDLスケジュール1224に基づいて、第2のSTA1204とデータを通信し得る。
【０１４５】
　図23は、図1のワイヤレス通信システム100内でNAN接続セットアップを実行し得るワイ
ヤレスデバイス2302の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス2302は、本明
細書において説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの例である。
たとえば、ワイヤレスデバイス2302は、STA114、252、254、602、604、702、704、802、8
04、806、808、902、904、906、908、1002、1004、1006、1008、1102、1104、1106、1108
、1202、1204、1206、1208のうちの1つを備え得る。
【０１４６】
　ワイヤレスデバイス2302は、ワイヤレスデバイス2302の動作を制御するプロセッサ2304
を含み得る。プロセッサ2304は、中央処理ユニット(CPU)とも呼ばれることがある。読取
り専用メモリ(ROM)とランダムアクセスメモリ(RAM)の両方を含み得るメモリ2306は、命令
およびデータをプロセッサ2304に提供し得る。メモリ2306の一部分はまた、不揮発性ラン
ダムアクセスメモリ(NVRAM)を含み得る。プロセッサ2304は、通常、メモリ2306内に記憶
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されたプログラム命令に基づいて、論理演算および算術演算を実行する。メモリ2306の中
の命令は、本明細書において説明される方法を実施するように(たとえば、プロセッサ230
4によって)実行可能であり得る。
【０１４７】
　プロセッサ2304は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理システムの構
成要素を備え、またはそのような構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティテ
ィの任意の組合せを用いて実装され得る。
【０１４８】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼
ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他
の呼ばれ方をされるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するものと広く解釈され
なければならない。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフ
ォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコードのフォーマ
ットにおける)コードを含み得る。命令は、1つまたは複数のプロセッサによって実行され
ると、本明細書において説明される様々な機能を処理システムに実行させる。
【０１４９】
　ワイヤレスデバイス2302はまた、ハウジング2308を含むことがあり、ワイヤレスデバイ
ス2302は、ワイヤレスデバイス2302とリモートデバイスとの間でのデータの送信および受
信を可能にするために送信機2310および/または受信機2312を含むことがある。送信機231
0および受信機2312は、トランシーバ2314へと組み合わされ得る。アンテナ2316が、ハウ
ジング2308に取り付けられ、トランシーバ2314に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバ
イス2302はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および/または複
数のアンテナを含み得る。
【０１５０】
　ワイヤレスデバイス2302はまた、トランシーバ2314または受信機2312によって受信され
た信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器2318を含み得る。
信号検出器2318は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデ
バイス2302は、信号を処理する際に使用するためのDSP2320も含み得る。DSP2320は、送信
のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、物
理レイヤコンバージェンスプロシージャ(PLCP)プロトコルデータユニット(PPDU)を備え得
る。
【０１５１】
　ワイヤレスデバイス2302はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース2322
を備え得る。ユーザインターフェース2322は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、
および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース2322は、ワイヤレスデ
バイス2302のユーザに情報を伝え、かつ/またはユーザからの入力を受け取る、任意の要
素または構成要素を含み得る。
【０１５２】
　ワイヤレスデバイス2302がSTA(たとえば、STA114)として実装されるとき、ワイヤレス
デバイス2302は接続セットアップ構成要素2324も備え得る。接続セットアップ構成要素23
24は、図1～図22に関して本開示において列挙された機能および/またはステップの各々を
実行するように構成され得る。
【０１５３】
　一実施形態では、接続セットアップ構成要素2324は、NANにおいてデータを通信するた
めのスケジュールを決定し、決定されたスケジュールに基づいてNAN内でデータリンクを
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通じてデータを通信するように構成され得る。一構成では、接続セットアップ構成要素23
24は、第1の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成され得る。第1
の可用性情報は、ワイヤレスデバイス2302が第1のチャネル上で利用可能である第1のスケ
ジュールと、ワイヤレスデバイス2302がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも
利用可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを含み得る。この構成では、接続セ
ットアップ構成要素2324は、送信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデ
バイスから第2の可用性情報を受信するように構成され得る。第2の可用性情報は、第2の
ワイヤレスデバイスが第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、第2のワ
イヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるか
どうかを示す第2のインジケータとを含み得る。ある態様では、第2のスケジュールは第1
のスケジュールと同じであることがあり、または第2のスケジュールは第1のスケジュール
と異なる。別の態様では、スケジュールは、送信される第1の可用性情報および受信され
た第2の可用性情報に基づいて決定され得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2
324は、ワイヤレスデバイス2302が第2のスケジュールの間の通信に利用不可能であると決
定することによって、スケジュールを決定するように構成され得る。この構成では、接続
セットアップ構成要素2324はさらに、第3の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスに送信
するように構成され得る。第3の可用性情報は、ワイヤレスデバイス2302が第3のチャネル
上で利用可能である第3のスケジュールと、ワイヤレスデバイス2302がチャネルのセット
のうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第3のインジケータとを含
み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は、受信された第2の可用性情報
に基づいて、ワイヤレスデバイス2302が通信に利用可能であることを示すスケジュール確
認メッセージを送信するように構成され得る。NAN内のデータリンクのスケジュールは受
信された第2の可用性情報に基づくことがあり、データはスケジュール確認メッセージを
送信した後で通信されることがある。別の態様では、第1の可用性情報は、データリンク(
たとえば、NDL)を識別するデータリンク識別子(たとえば、NDL ID)を含み得る。別の構成
では、接続セットアップ構成要素2324は、データリンクセットアップ要請メッセージを受
信するように構成され得る。接続セットアップ構成要素2324は、可用性情報を第2のワイ
ヤレスデバイスに送信するように構成され得る。可用性情報は、ワイヤレスデバイス2302
がチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと、ワイヤレスデバイス2302がチャネ
ルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータと
を含み得る。可用性情報は、受信されたデータリンクセットアップ要請メッセージに基づ
いて送信され得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2324は、送信された可用性
情報に基づいてデータリンクスケジュールを受信するように構成されることがあり、スケ
ジュールは、受信されたデータリンクスケジュールに基づいて決定されることがある。別
の構成では、接続セットアップ構成要素2324はデータリンクスケジュールを受信するよう
に構成されることがあり、データリンクスケジュールは1つまたは複数の論理チャネルを
含むことがある。1つまたは複数の論理チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長と
それぞれの時間ブロック周期性とを含み得る。この構成では、接続セットアップ構成要素
2324は、受信されたデータリンクスケジュールに基づいてスケジュールを決定するように
構成され得る。別の態様では、受信されたデータリンクスケジュールはネゴシエート不可
能であることがあり、スケジュールは、ワイヤレスデバイス2302が受信されたデータリン
クスケジュールの半分以上の間通信に利用可能である場合、受信されたデータリンクスケ
ジュールに基づいて決定されることがある。別の態様では、データはデータリンクと関連
付けられる存続時間に基づいて通信されることがあり、存続時間はスケジュール遷移の境
界を提供することがある。別の態様では、データリンクと関連付けられる存続時間は、デ
ータ通信を可能にするためにある期間だけ延長され得る。別の態様では、データリンクは
1つまたは複数のNDPと関連付けられ得る。各NDPは、ワイヤレスデバイス2302と第2のワイ
ヤレスデバイスとの間のサービスのセッションと関連付けられ得る。各NDPは、同じ決定
されたスケジュールと関連付けられ得る。別の態様では、データリンクはデータリンク識
別子と関連付けられることがあり、各NDPはNDP識別子と関連付けられる。別の態様では、
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1つまたは複数のNDPの各NDPは、1つまたは複数のNDPの他のNDPと異なるサービス品質要件
およびセキュリティ要件を有し得る。
【０１５４】
　別の実施形態では、接続セットアップ構成要素2324は、NAN内でデータリンクを通じて
データを通信するためのスケジュールを決定するように構成され得る。接続セットアップ
構成要素2324は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレスデバイスとデー
タを通信するように構成され得る。一構成では、接続セットアップ構成要素2324は、第1
の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスから受信するように構成され得る。第1の可用性
情報は、第2のワイヤレスデバイスが第1のチャネル上で利用可能である第1のスケジュー
ルと、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利
用可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを含み得る。接続セットアップ構成要
素2324は、受信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイスに第2の可
用性情報を送信するように構成され得る。第2の可用性情報は、ワイヤレスデバイス2302
が第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、ワイヤレスデバイス2302がチ
ャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第2のイン
ジケータとを含み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は、第1の可用性
情報に基づいて、ワイヤレスデバイス2302が通信に利用不可能であるかどうかを決定する
ことによって、スケジュールを決定するように構成され得る。第2の可用性情報は、第1の
可用性情報に基づいて決定され得る。構成では、接続セットアップ構成要素2324は、送信
された第2の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイスが通信に利用可能であるこ
とを示すスケジュール確認メッセージを受信するように構成され得る。NAN内のデータリ
ンクのスケジュールは、受信された第2の可用性情報に基づき得る。データは、スケジュ
ール確認メッセージを受信した後で通信され得る。別の構成では、接続セットアップ構成
要素2324は、データリンクセットアップ要請メッセージを送信するように構成され得る。
接続セットアップ構成要素2324は、少なくとも1つの他のデバイスから可用性情報を受信
するように構成されることがあり、可用性情報は、少なくとも1つの他のデバイスの各々
がある特定のチャネル上で利用可能であるスケジュールと、少なくとも1つの他のデバイ
スの各々がチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを
示すインジケータとを含むことがある。可用性情報は、データリンクセットアップ要請メ
ッセージに基づいて受信され得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2324は、デ
ータを通信するための決定されたスケジュールを送信するように構成され得る。データを
通信するための決定されたスケジュールは、少なくとも1つの他のデバイスからの受信さ
れた可用性情報に基づき得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は、1つま
たは複数の論理チャネルを決定することによってスケジュールを決定するように構成され
ることがあり、1つまたは複数の論理チャネルの各々はそれぞれの時間ブロック長とそれ
ぞれの時間ブロック周期性とを含むことがある。この構成では、接続セットアップ構成要
素2324は、データを通信するための1つまたは複数の論理チャネルを示し得る決定された
スケジュールを送信するように構成され得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素
2324は、サービス品質要件またはエネルギー使用レベルの少なくとも1つに基づいて、1つ
または複数の論理チャネルを決定するように構成され得る。別の構成では、接続セットア
ップ構成要素2324は、サービスと関連付けられるプロファイルを決定することによって、
かつ、決定されたプロファイルと関連付けられるスケジュールのセットを決定することに
よって、スケジュールを決定するように構成され得る。決定されたスケジュールは、スケ
ジュールのセットの中から選択され得る。別の態様では、プロファイルは、サービスと関
連付けられるレイテンシ要件、スループット要件、または電力要件のうちの少なくとも1
つに基づき得る。別の態様では、スケジュールは、NANと関連付けられるデフォルトのデ
ータリンクスケジュールに基づいて決定され得る。別の態様では、デフォルトのデータリ
ンクスケジュールは、NAN上で広告されるあらゆるサービスに対して利用可能であり得る
。別の態様では、デフォルトのデータリンクスケジュールは、接続スケジューリング情報
を交換するために利用可能であり得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は
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、所定のデータリンクスケジュールを使用すると決定することによって、スケジュールを
決定するように構成され得る。所定のデータリンクスケジュールは、サービスと関連付け
られるプロファイル、デフォルトのスケジュール、またはサービスと関連付けられるサー
ビス提供者のスケジュールのうちの1つに基づき得る。この構成では、接続セットアップ
構成要素2324は、NANにおいてデータを通信するための決定されたスケジュールを送信す
るように構成され得る。別の態様では、決定されたスケジュールはネゴシエート不可能で
ある。別の態様では、決定されたスケジュールは、1対多数のサービスまたは多数対多数
のサービスのためのものである。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は、NAN
においてデータを通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満た
さないと決定し、NANにおいてデータを通信するための1つまたは複数の要件を決定された
スケジュールが満たさないという決定に基づいて第2のワイヤレスデバイスとデータを通
信するための異なるスケジュールを決定し、決定された異なるスケジュールに基づいて第
2のワイヤレスデバイスとデータを通信するように構成され得る。別の態様では、1つまた
は複数の要件は、レイテンシ要件、スループット要件、または電力要件のうちの少なくと
も1つを含み得る。決定されたスケジュールが1つまたは複数の要件を満たさないという決
定はさらに、NAN中のワイヤレスデバイスの数の変化またはトポロジーの変化に基づき得
る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2324は、第2のワイヤレスデバイスからメ
ッセージを受信することによって、決定されたスケジュールがNANにおいてデータを通信
するための1つまたは複数の要件を満たさないと決定し得る。メッセージは、NANにおいて
データを通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさないこ
とを示し、第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる可用性情報を含み得る。可用性情
報は、第2のワイヤレスデバイスがあるチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと
、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可
能であるかどうかを示すインジケータとを示し得る。別の構成では、接続セットアップ構
成要素2324は、NAN内のデータリンクのための決定されたスケジュールの確認を示すスケ
ジュール確認メッセージを受信するように構成され得る。データは、スケジュール確認メ
ッセージを受信した後で通信され得る。
【０１５５】
　ワイヤレスデバイス2302の様々な構成要素は、バスシステム2326によって一緒に結合さ
れ得る。バスシステム2326は、たとえばデータバスを含むことがあり、ならびに、データ
バスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことがある。ワ
イヤレスデバイス2302の構成要素は、一緒に結合されることがあり、または何らかの他の
機構を使用して互いへの入力を受け入れ、もしくは提供することがある。
【０１５６】
　いくつかの別個の構成要素が図23に示されるが、構成要素のうち1つまたは複数は、組
み合わされることがあり、または普通に実装されることがある。たとえば、プロセッサ23
04は、プロセッサ2304に関して上で説明された機能を実装するためだけでなく、信号検出
器2318、DSP2320、ユーザインターフェース2322、および/または接続セットアップ構成要
素2324に関して上で説明された機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図23に示
された構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【０１５７】
　図24は、接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイス2400の機能ブロ
ック図である。ワイヤレス通信デバイス2400は、受信機2405、処理システム2410、および
送信機2415を含み得る。処理システム2410は、接続セットアップ構成要素2424を含み得る
。
【０１５８】
　一構成では、送信機2415、処理システム2410、および/または接続セットアップ構成要
素2424は、図1～図22に関して本開示において列挙された機能および/またはステップの各
々を実行するように構成され得る。
【０１５９】
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　一実施形態では、接続セットアップ構成要素2424および/または処理システム2410は、N
ANにおいてデータを通信するためのスケジュールを決定するように構成され得る。接続セ
ットアップ構成要素2424、処理システム2410、送信機2415、および/または受信機2405は
、決定されたスケジュールに基づいて、NAN内のデータリンクを通じてデータを通信する
ように構成され得る。一構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、
および/または送信機2415は、第1の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスへ送信するよ
うに構成され得る。第1の可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400が第1のチャネル上
で利用可能である第1のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルのセッ
トのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを
含み得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/
または受信機2405は、送信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイス
から第2の可用性情報を受信するように構成され得る。第2の可用性情報は、第2のワイヤ
レスデバイスが第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、第2のワイヤレ
スデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうか
を示す第2のインジケータとを含み得る。ある態様では、第2のスケジュールは第1のスケ
ジュールと同じであることがあり、または第2のスケジュールは第1のスケジュールと異な
る。別の態様では、スケジュールは、送信される第1の可用性情報および受信された第2の
可用性情報に基づいて決定され得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424およ
び/または処理システム2410は、ワイヤレス通信デバイス2400が第2のスケジュールの間の
通信に利用不可能であると決定することによって、スケジュールを決定するように構成さ
れ得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/ま
たは送信機2415はさらに、第3の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスへ送信するように
構成され得る。第3の可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400が第3のチャネル上で利
用可能である第3のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルのセットの
うちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第3のインジケータとを含み
得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/また
は送信機2415は、受信された第2の可用性情報に基づいて、ワイヤレス通信デバイス2400
が通信に利用可能であることを示すスケジュール確認メッセージを送信するように構成さ
れ得る。NAN内のデータリンクのスケジュールは受信された第2の可用性情報に基づくこと
があり、データはスケジュール確認メッセージを送信した後で通信されることがある。別
の態様では、第1の可用性情報は、データリンク(たとえば、NDL)を識別するデータリンク
識別子(たとえば、NDL ID)を含み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424、
処理システム2410、および/または受信機2405は、データリンクセットアップ要請メッセ
ージを受信するように構成され得る。接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410
、および/または送信機2415は、可用性情報を第2のワイヤレスデバイスへ送信するように
構成され得る。可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネル上で利用可能であ
る第1のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルのセットのうちのいず
れのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含み得る。可用性情報
は、受信されたデータリンクセットアップ要請メッセージに基づいて送信され得る。この
構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/または受信機240
5は、送信された可用性情報に基づいてデータリンクスケジュールを受信するように構成
されることがあり、スケジュールは、受信されたデータリンクスケジュールに基づいて決
定されることがある。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410
、および/または受信機2405は、データリンクスケジュールを受信するように構成される
ことがあり、データリンクスケジュールは1つまたは複数の論理チャネルを含むことがあ
る。1つまたは複数の論理チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長とそれぞれの時
間ブロック周期性とを含み得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2424および/
または処理システム2410は、受信されたデータリンクスケジュールに基づいてスケジュー
ルを決定するように構成され得る。別の態様では、受信されたデータリンクスケジュール
はネゴシエート不可能であることがあり、スケジュールは、ワイヤレス通信デバイス2400
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が受信されたデータリンクスケジュールの半分以上の間通信に利用可能である場合、受信
されたデータリンクスケジュールに基づいて決定されることがある。別の態様では、デー
タはデータリンクと関連付けられる存続時間に基づいて通信されることがあり、存続時間
はスケジュール遷移の境界を提供することがある。別の態様では、データリンクと関連付
けられる存続時間は、データ通信を可能にするためにある期間だけ延長され得る。別の態
様では、データリンクは1つまたは複数のNDPと関連付けられ得る。各NDPは、ワイヤレス
通信デバイス2400と第2のワイヤレスデバイスとの間のサービスのセッションと関連付け
られ得る。各NDPは、同じ決定されたスケジュールと関連付けられ得る。別の態様では、
データリンクはデータリンク識別子と関連付けられることがあり、各NDPはNDP識別子と関
連付けられる。別の態様では、1つまたは複数のNDPの各NDPは、1つまたは複数のNDPの他
のNDPと異なるサービス品質要件およびセキュリティ要件を有し得る。
【０１６０】
　別の実施形態では、接続セットアップ構成要素2424および/または処理システム2410は
、NAN内でデータリンクを通じてデータを通信するためのスケジュールを決定するように
構成され得る。接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、受信機2405、および
/または送信機2415は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレスデバイスと
データを通信するように構成され得る。一構成では、接続セットアップ構成要素2424、処
理システム2410、および/または受信機2405は、第1の可用性情報を第2のワイヤレスデバ
イスから受信するように構成され得る。第1の可用性情報は、第2のワイヤレスデバイスが
第1のチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと、第2のワイヤレスデバイスがチ
ャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを示す第1のイ
ンジケータとを含み得る。接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/
または送信機2415は、受信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイス
に第2の可用性情報を送信するように構成され得る。第2の可用性情報は、ワイヤレス通信
デバイス2400が第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、ワイヤレス通信
デバイス2400がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうか
を示す第2のインジケータとを含み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424
および/または処理システム2410は、第1の可用性情報に基づいて、ワイヤレス通信デバイ
ス2400が通信に利用不可能であるかどうかを決定することによって、スケジュールを決定
するように構成され得る。第2の可用性情報は、第1の可用性情報に基づいて決定され得る
。構成では、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/または受信機2
405は、送信された第2の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイスが通信に利用
可能であることを示すスケジュール確認メッセージを受信するように構成され得る。NAN
内のデータリンクのスケジュールは、受信された第2の可用性情報に基づき得る。データ
は、スケジュール確認メッセージを受信した後で通信され得る。別の構成では、接続セッ
トアップ構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415は、データリンク
セットアップ要請メッセージを送信するように構成され得る。接続セットアップ構成要素
2424、処理システム2410、および/または受信機2405は、少なくとも1つの他のデバイスか
ら可用性情報を受信するように構成されることがあり、可用性情報は、少なくとも1つの
他のデバイスの各々がある特定のチャネル上で利用可能であるスケジュールと、少なくと
も1つの他のデバイスの各々がチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可
能であるかどうかを示すインジケータとを含むことがある。可用性情報は、データリンク
セットアップ要請メッセージに基づいて受信され得る。この構成では、接続セットアップ
構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415は、データを通信するため
の決定されたスケジュールを送信するように構成され得る。データを通信するための決定
されたスケジュールは、少なくとも1つの他のデバイスからの受信された可用性情報に基
づき得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424および/または処理システム241
0は、1つまたは複数の論理チャネルを決定することによってスケジュールを決定するよう
に構成されることがあり、1つまたは複数の論理チャネルの各々はそれぞれの時間ブロッ
ク長とそれぞれの時間ブロック周期性とを含むことがある。この構成では、接続セットア
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ップ構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415は、データを通信する
ための1つまたは複数の論理チャネルを示し得る決定されたスケジュールを送信するよう
に構成され得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2424および/または処理シス
テム2410は、サービス品質要件またはエネルギー使用レベルの少なくとも1つに基づいて
、1つまたは複数の論理チャネルを決定するように構成され得る。別の構成では、接続セ
ットアップ構成要素2424および/または処理システム2410は、サービスと関連付けられる
プロファイルを決定することによって、かつ、決定されたプロファイルと関連付けられる
スケジュールのセットを決定することによって、スケジュールを決定するように構成され
得る。決定されたスケジュールは、スケジュールのセットの中から選択され得る。別の態
様では、プロファイルは、サービスと関連付けられるレイテンシ要件、スループット要件
、または電力要件のうちの少なくとも1つに基づき得る。別の態様では、スケジュールは
、NANと関連付けられるデフォルトのデータリンクスケジュールに基づいて決定され得る
。別の態様では、デフォルトのデータリンクスケジュールは、NAN上で広告されるあらゆ
るサービスに対して利用可能であり得る。別の態様では、デフォルトのデータリンクスケ
ジュールは、接続スケジューリング情報を交換するために利用可能であり得る。別の構成
では、接続セットアップ構成要素2424および/または処理システム2410は、所定のデータ
リンクスケジュールを使用すると決定することによって、スケジュールを決定するように
構成され得る。所定のデータリンクスケジュールは、サービスと関連付けられるプロファ
イル、デフォルトのスケジュール、またはサービスと関連付けられるサービス提供者のス
ケジュールのうちの1つに基づき得る。この構成では、接続セットアップ構成要素2424、
処理システム2410、および/または送信機2415は、NANにおいてデータを通信するための決
定されたスケジュールを送信するように構成され得る。別の態様では、決定されたスケジ
ュールはネゴシエート不可能である。別の態様では、決定されたスケジュールは、1対多
数のサービスまたは多数対多数のサービスのためのものである。別の構成では、接続セッ
トアップ構成要素2424および/または処理システム2410は、NANにおいてデータを通信する
ための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさないと決定し、NANにおい
てデータを通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさない
という決定に基づいて第2のワイヤレスデバイスとデータを通信するための異なるスケジ
ュールを決定し、決定された異なるスケジュールに基づいて第2のワイヤレスデバイスと
データを通信するように構成され得る。別の態様では、1つまたは複数の要件は、レイテ
ンシ要件、スループット要件、または電力要件のうちの少なくとも1つを含み得る。決定
されたスケジュールが1つまたは複数の要件を満たさないという決定はさらに、NAN中のワ
イヤレスデバイスの数の変化またはトポロジーの変化に基づき得る。別の構成では、接続
セットアップ構成要素2424および/または処理システム2410は、第2のワイヤレスデバイス
からメッセージを受信することによって、決定されたスケジュールがNANにおいてデータ
を通信するための1つまたは複数の要件を満たさないと決定し得る。メッセージは、NANに
おいてデータを通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさ
ないことを示し、第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる可用性情報を含み得る。可
用性情報は、第2のワイヤレスデバイスがあるチャネル上で利用可能である第1のスケジュ
ールと、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも
利用可能であるかどうかを示すインジケータとを示し得る。別の構成では、接続セットア
ップ構成要素2424、処理システム2410、および/または受信機2405は、NAN内のデータリン
クのための決定されたスケジュールの確認を示すスケジュール確認メッセージを受信する
ように構成され得る。データは、スケジュール確認メッセージを受信した後で通信され得
る。
【０１６１】
　受信機2405、処理システム2410、接続セットアップ構成要素2424、および/または送信
機2415は、図1～図22に関して上で論じられた1つまたは複数の機能を実行するように構成
され得る。受信機2405は、受信機2312に対応し得る。処理システム2410は、プロセッサ23
04に対応し得る。送信機2415は、送信機2310に対応し得る。接続セットアップ構成要素24
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24は、接続セットアップ構成要素124および/または接続セットアップ構成要素2324に対応
し得る。
【０１６２】
　一実施形態では、ワイヤレス通信デバイス2400は、NANにおいてデータを通信するため
のスケジュールを決定し、決定されたスケジュールに基づいてNAN内でデータリンクを通
じてデータを通信するための手段を含み得る。一例では、ワイヤレス通信デバイス2400は
、第1の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスへ送信するための手段を含み得る。第1の
可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400が第1のチャネル上で利用可能である第1のス
ケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルのセットのうちのいずれのチャネ
ルでも利用可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを含み得る。この構成では、
ワイヤレス通信デバイス2400は、送信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレ
スデバイスから第2の可用性情報を受信するための手段を含み得る。第2の可用性情報は、
第2のワイヤレスデバイスが第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、第2
のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であ
るかどうかを示す第2のインジケータとを含み得る。ある態様では、第2のスケジュールは
第1のスケジュールと同じであることがあり、または第2のスケジュールは第1のスケジュ
ールと異なる。別の態様では、スケジュールは、送信される第1の可用性情報および受信
された第2の可用性情報に基づいて決定され得る。別の構成では、スケジュールを決定す
るための手段は、ワイヤレス通信デバイス2400が第2のスケジュールの間の通信に利用不
可能であると決定するように構成され得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス2400
はさらに、第3の可用性情報を第2のワイヤレスデバイスへ送信するための手段を含み得る
。第3の可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400が第3のチャネル上で利用可能である
第3のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルのセットのうちのいずれ
のチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第3のインジケータとを含み得る。別の構
成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、受信された第2の可用性情報に基づいて、ワイ
ヤレス通信デバイス2400が通信に利用可能であることを示すスケジュール確認メッセージ
を送信するための手段を含み得る。NAN内のデータリンクのスケジュールは受信された第2
の可用性情報に基づくことがあり、データはスケジュール確認メッセージを送信した後で
通信されることがある。別の態様では、第1の可用性情報は、データリンク(たとえば、ND
L)を識別するデータリンク識別子(たとえば、NDL ID)を含み得る。別の構成では、ワイヤ
レス通信デバイス2400は、データリンクセットアップ要請メッセージを受信するための手
段を含み得る。ワイヤレス通信デバイス2400は、可用性情報を第2のワイヤレスデバイス
へ送信するための手段を含み得る。可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネ
ル上で利用可能である第1のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400がチャネルの
セットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含
み得る。可用性情報は、受信されたデータリンクセットアップ要請メッセージに基づいて
送信され得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、送信された可用性情報に
基づいてデータリンクスケジュールを受信するための手段を含むことがあり、スケジュー
ルは、受信されたデータリンクスケジュールに基づいて決定されることがある。別の構成
では、ワイヤレス通信デバイス2400はデータリンクスケジュールを受信するための手段を
含むことがあり、データリンクスケジュールは1つまたは複数の論理チャネルを含むこと
がある。1つまたは複数の論理チャネルの各々は、それぞれの時間ブロック長とそれぞれ
の時間ブロック周期性とを含み得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、受
信されたデータリンクスケジュールに基づいてスケジュールを決定するための手段を含み
得る。別の態様では、受信されたデータリンクスケジュールはネゴシエート不可能である
ことがあり、スケジュールは、ワイヤレス通信デバイス2400が受信されたデータリンクス
ケジュールの半分以上の間通信に利用可能である場合、受信されたデータリンクスケジュ
ールに基づいて決定されることがある。別の態様では、データはデータリンクと関連付け
られる存続時間に基づいて通信されることがあり、存続時間はスケジュール遷移の境界を
提供することがある。別の態様では、データリンクと関連付けられる存続時間は、データ
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通信を可能にするためにある期間だけ延長され得る。別の態様では、データリンクは1つ
または複数のNDPと関連付けられ得る。各NDPは、ワイヤレス通信デバイス2400と第2のワ
イヤレスデバイスとの間のサービスのセッションと関連付けられ得る。各NDPは、同じ決
定されたスケジュールと関連付けられ得る。別の態様では、データリンクはデータリンク
識別子と関連付けられることがあり、各NDPはNDP識別子と関連付けられる。別の態様では
、1つまたは複数のNDPの各NDPは、1つまたは複数のNDPの他のNDPと異なるサービス品質要
件およびセキュリティ要件を有し得る。
【０１６３】
　たとえば、データを通信するためのスケジュールを決定するための手段は、接続セット
アップ構成要素2424および/または処理システム2410を含み得る。データを通信するため
の手段は、受信機2405、送信機2415、処理システム2410、および/または接続セットアッ
プ構成要素2424を含み得る。第1の可用性情報を送信するための手段は、接続セットアッ
プ構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415を含み得る。第2の可用性
情報を受信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、およ
び/または受信機2405を含み得る。第3の可用性情報を送信するための手段は、接続セット
アップ構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415を含み得る。スケジ
ュール情報を送信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410
、および/または送信機2415を含み得る。データリンクセットアップ要請メッセージを受
信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および受信機
2405を含み得る。可用性情報を送信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、
処理システム2410、および/または送信機2415を含み得る。データリンクスケジュールを
受信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/ま
たは受信機2405を含み得る。
【０１６４】
　一実施形態では、ワイヤレス通信デバイス2400は、NAN内でデータリンクを通じてデー
タを通信するためのスケジュールを決定するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバ
イス2400は、決定されたスケジュールに基づいて、第2のワイヤレスデバイスとデータを
通信するための手段を含み得る。一構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、第1の可
用性情報を第2のワイヤレスデバイスから受信するための手段を含み得る。第1の可用性情
報は、第2のワイヤレスデバイスが第1のチャネル上で利用可能である第1のスケジュール
と、第2のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用
可能であるかどうかを示す第1のインジケータとを含み得る。ワイヤレス通信デバイス240
0は、受信された第1の可用性情報に基づいて、第2のワイヤレスデバイスに第2の可用性情
報を送信するための手段を含み得る。第2の可用性情報は、ワイヤレス通信デバイス2400
が第2のチャネル上で利用可能である第2のスケジュールと、ワイヤレス通信デバイス2400
がチャネルのセットのうちのいずれのチャネルでも利用可能であるかどうかを示す第2の
インジケータとを含み得る。別の構成では、スケジュールを決定するための手段は、第1
の可用性情報に基づいて、ワイヤレス通信デバイス2400が通信に利用不可能であるかどう
かを決定するように構成され得る。第2の可用性情報は、第1の可用性情報に基づいて決定
され得る。構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、送信された第2の可用性情報に基
づいて、第2のワイヤレスデバイスが通信に利用可能であることを示すスケジュール確認
メッセージを受信するための手段を含み得る。NAN内のデータリンクのスケジュールは、
受信された第2の可用性情報に基づき得る。データは、スケジュール確認メッセージを受
信した後で通信され得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、データリンク
セットアップ要請メッセージを送信するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバイス
2400は、少なくとも1つの他のデバイスから可用性情報を受信するための手段を含むこと
があり、可用性情報は、少なくとも1つの他のデバイスの各々がある特定のチャネル上で
利用可能であるスケジュールと、少なくとも1つの他のデバイスの各々がチャネルのセッ
トのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であるかどうかを示すインジケータとを含む
ことがある。可用性情報は、データリンクセットアップ要請メッセージに基づいて受信さ
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れ得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、データを通信するための決定さ
れたスケジュールを送信するための手段を含み得る。データを通信するための決定された
スケジュールは、少なくとも1つの他のデバイスからの受信された可用性情報に基づき得
る。別の構成では、スケジュールを決定するための手段は、1つまたは複数の論理チャネ
ルを決定するように構成されることがあり、1つまたは複数の論理チャネルの各々はそれ
ぞれの時間ブロック長とそれぞれの時間ブロック周期性とを含むことがある。この構成で
は、ワイヤレス通信デバイス2400は、データを通信するための1つまたは複数の論理チャ
ネルを示し得る決定されたスケジュールを送信するための手段を含み得る。別の構成では
、1つまたは複数の論理チャネルの決定は、サービス品質要件またはエネルギー使用レベ
ルの少なくとも1つに基づき得る。別の構成では、スケジュールを決定するための手段は
、サービスと関連付けられるプロファイルを決定し、決定されたプロファイルと関連付け
られるスケジュールのセットを決定するように構成され得る。決定されたスケジュールは
、スケジュールのセットの中から選択され得る。別の態様では、プロファイルは、サービ
スと関連付けられるレイテンシ要件、スループット要件、または電力要件のうちの少なく
とも1つに基づき得る。別の態様では、スケジュールは、NANと関連付けられるデフォルト
のデータリンクスケジュールに基づいて決定され得る。別の態様では、デフォルトのデー
タリンクスケジュールは、NAN上で広告されるあらゆるサービスに対して利用可能であり
得る。別の態様では、デフォルトのデータリンクスケジュールは、接続スケジューリング
情報を交換するために利用可能であり得る。別の構成では、スケジュールを決定するため
の手段は、所定のデータリンクスケジュールを使用すると決定するように構成され得る。
所定のデータリンクスケジュールは、サービスと関連付けられるプロファイル、デフォル
トのスケジュール、またはサービスと関連付けられるサービス提供者のスケジュールのう
ちの1つに基づき得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、NANにおいてデー
タを通信するための決定されたスケジュールを送信するための手段を含み得る。別の態様
では、決定されたスケジュールはネゴシエート不可能であり得る。別の態様では、決定さ
れたスケジュールは、1対多数のサービスまたは多数対多数のサービスのためのものであ
り得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス2400は、NANにおいてデータを通信する
ための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさないと決定するための手
段と、NANにおいてデータを通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュー
ルが満たさないという決定に基づいて第2のワイヤレスデバイスとデータを通信するため
の異なるスケジュールを決定するための手段と、決定された異なるスケジュールに基づい
て第2のワイヤレスデバイスとデータを通信するための手段とを含み得る。別の態様では
、1つまたは複数の要件は、レイテンシ要件、スループット要件、または電力要件のうち
の少なくとも1つを含み得る。決定されたスケジュールが1つまたは複数の要件を満たさな
いという決定はさらに、NAN中のワイヤレスデバイスの数の変化またはトポロジーの変化
に基づき得る。別の構成では、決定されたスケジュールがNANにおいてデータを通信する
ための1つまたは複数の要件を満たさないと決定するための手段は、第2のワイヤレスデバ
イスからメッセージを受信するように構成され得る。メッセージは、NANにおいてデータ
を通信するための1つまたは複数の要件を決定されたスケジュールが満たさないことを示
し、第2のワイヤレスデバイスと関連付けられる可用性情報を含み得る。可用性情報は、
第2のワイヤレスデバイスがあるチャネル上で利用可能である第1のスケジュールと、第2
のワイヤレスデバイスがチャネルのセットのうちのいずれのチャネル上でも利用可能であ
るかどうかを示すインジケータとを示し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス24
00は、NAN内のデータリンクのための決定されたスケジュールの確認を示すスケジュール
確認メッセージを受信するための手段を含み得る。データは、スケジュール確認メッセー
ジを受信した後で通信され得る。
【０１６５】
　たとえば、データを通信するためのスケジュールを決定するための手段は、接続セット
アップ構成要素2424および/または処理システム2410を含み得る。通信するための手段は
、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、送信機2415、および/または受信
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機2405を含み得る。第1の可用性情報を受信するための手段は、接続セットアップ構成要
素2424、処理システム2410、および/または受信機2405を含み得る。第2の可用性情報を送
信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/また
は送信機2415を含み得る。スケジュール確認メッセージを受信するための手段は、接続セ
ットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/または受信機2405を含み得る。デ
ータリンクセットアップ要請メッセージを送信するための手段は、接続セットアップ構成
要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415を含み得る。可用性情報を受信
するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、および/または
受信機2405を含み得る。決定されたスケジュールを送信するための手段は、接続セットア
ップ構成要素2424、処理システム2410、および/または送信機2415を含み得る。決定され
たスケジュールが1つまたは複数の要件を満たさないと決定するための手段は、接続セッ
トアップ構成要素2424および/または処理システム2410を含み得る。異なるスケジュール
を決定するための手段は、接続セットアップ構成要素2424および/または処理システム241
0を含み得る。データを通信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424および/ま
たは処理システム2410を含み得る。メッセージを受信するための手段は、接続セットアッ
プ構成要素2424、処理システム2410、および/または受信機2405を含み得る。スケジュー
ル確認を受信するための手段は、接続セットアップ構成要素2424、処理システム2410、お
よび/または受信機2405を含み得る。
【０１６６】
　図25は、データリンクをスケジューリングするためのワイヤレスデバイスの可用性を決
定するためのデータリンク属性2500を示す。ある態様では、データリンク属性2500は、ス
ケジュールのネゴシエーションのために(たとえば、あるスケジュールへと送信のために
集まるために)使用されるNDL属性であり得る。データリンク属性2500は、上で論じられた
ような可用性情報の別の例であり得る。図25におけるデータリンク属性2500はいくつかの
フィールドを示すが、すべてのフィールドが必要とされるのではなく、データリンク属性
2500は図25に示されるフィールドのうちの任意の数のフィールドを有し得る。データリン
ク属性2500は、デバイスが特定のチャネル上で利用可能である時間、およびデバイスが複
数のチャネルのいずれのチャネルでも利用可能である時間についての情報を含み得る。図
25に示されるように、データリンク属性2500は、図5におおける第1のFAM502または第2のF
AM504に対応し得る可用性区間ビットマップを含む。図25を参照すると、属性IDフィール
ドは、とりわけ属性(またはNAN属性)のタイプを識別し得る。ある態様では、属性IDフィ
ールドは、サイズが1オクテットであることがあり、0x0Cという値を有することがある。
長さフィールドは、長さフィールドに続くフィールドの長さを示し得る。ある態様では、
長さフィールドは、サイズが2オクテットであることがあり、可変の値を有することがあ
る。MACアドレスフィールドは、データリンク属性2500を送信するワイヤレスデバイスのM
ACアドレスを示し得る。MACアドレスフィールドは、データリンクを通じたパケット送信
のためのワイヤレスデバイスを識別するために使用され得る。ある態様では、MACアドレ
スフィールドは、サイズが6オクテットであることがあり、可変の値を有することがある
。グループIDフィールドは、データリンクサービスと関連付けられるデバイスのグループ
を識別し得る(たとえば、固有のNDLグループID)。ある態様では、グループIDフィールド
は、サイズが6オクテットであることがあり、可変の値を有することがある。有効時間フ
ィールドは、データリンク属性2500が有効である発見時間枠区間の数を示し得る。ある態
様では、有効時間フィールドは、長さが2オクテットであることがあり、可変の値を有す
ることがある。たとえば、有効時間フィールドは、データリンクの存続時間と等価である
ことがある。
【０１６７】
　NDL制御フィールドは、データリンク属性2500内でのいくつかのビットの存在または不
在を示し得る。NDL制御フィールドは、可用性マップインジケータ、NDL論理チャネルイン
ジケータ、確認フィールド(またはステータスフィールド)、フレキシブルフィールド、節
電フィールド、および予備フィールドを含み得る。可用性マップインジケータ(たとえば
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、ビットインジケータ)は、データリンク属性2500がマップ制御フィールドおよび可用性
区間ビットマップフィールドを有するかどうかを示し得る。たとえば、可用性マップイン
ジケータが0に設定される場合、データリンク属性2500はマップ制御フィールドもしくは
可用性区間ビットマップを有しないことがあり、または、マップ制御フィールドおよび可
用性区間ビットマップは空であることがある。可用性マップインジケータが1に設定され
る場合、データリンク属性2500は、マップ制御フィールドと可用性区間ビットマップの両
方を有することがあり、または、マップ制御フィールドと可用性区間ビットマップの両方
が空ではない。NDL論理チャネルインジケータ(たとえば、ビットインジケータ)は、NDL論
理チャネルインジケータフィールドがデータリンク属性2500に存在するかどうかを示し得
る。たとえば、NDL論理チャネルインジケータが0に設定される場合、データリンク属性25
00は、NDL論理チャネルインジケータフィールドにおいてチャネルを示さないことがある
。しかし、NDL論理チャネルインジケータが1に設定される場合、データリンク属性2500は
、NDL論理チャネルフィールドにおいてチャネルを示すことがある。フレキシブルフィー
ルド(たとえば、ビットインジケータを有する)は、データリンク属性2500を送信するワイ
ヤレスデバイスが代替的なスケジュールをネゴシエートし得る(または代替的なスケジュ
ールをネゴシエートする意思がある)かどうかを示し得る。たとえば、フレキシブルフィ
ールドが1に設定される場合、ワイヤレスデバイスは、ワイヤレスデバイス間のデータリ
ンクスケジュールに関して、別のワイヤレスデバイスとネゴシエートする意思がある。し
かし、フレキシブルフィールドが0に設定される場合、ワイヤレスデバイスは、ワイヤレ
スデバイス間のデータリンクスケジュールに関してネゴシエートする意思がない。確認フ
ィールドは、データリンク属性2500が、データリンクスケジュール要求と関連付けられる
か、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンクスケジュール
のネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求されたデータリン
クスケジュールの確認と関連付けられるかを示し得る。ある態様では、確認フィールドは
2ビットのインジケータを含み得る。確認フィールドが00に設定されるとき、確認フィー
ルドは、データリンク属性2500がデータリンクスケジュール要求と関連付けられる(たと
えば、データリンク属性2500がデータリンク属性2500において示されるスケジュールに基
づくデータリンクに対する要求である)ことを示し得る。確認フィールドが01に設定され
るとき、確認フィールドは、データリンク属性2500がデータリンクスケジュール対抗要求
である(たとえば、ワイヤレスデバイスが以前に受信されたスケジュールを拒否し、異な
るスケジュールで対抗する、すなわちフレキシブルフィールド=1)であることを示し得る
。確認フィールドが10に設定されるとき、確認フィールドは、データリンク属性2500がデ
ータリンクスケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものであることを示し得る。デ
ータリンクのネゴシエーションは、1つまたは複数の理由で失敗し得る(たとえば、ワイヤ
レスデバイスがスケジュールのネゴシエーションを許容しない、またはワイヤレスデバイ
スがデータリンクのスケジューリングのために利用可能ではない)。確認フィールドが11
に設定されるとき、確認フィールドは、要求されたデータリンクスケジュールの確認を示
し得る。すなわち、確認フィールドが11に設定されたデータリンク属性2500を送信するワ
イヤレスデバイスは、ワイヤレスデバイスが別のワイヤレスデバイスから受信されたデー
タリンクスケジュールを使用することをワイヤレスデバイスが確認することを示す。節電
フィールドは、ワイヤレスデバイスが節電モードで動作しているかどうかを示し得る。ワ
イヤレスデバイスが節電モードで動作しているとき、ワイヤレスデバイスは、ページング
信号を検出するために、スケジューリングされたNDL-TB(たとえば、第1のNDL-TB206)の中
のページング時間枠(たとえば、ページング時間枠208)において最初に起動状態になり得
る。ページング信号を検出すると、ワイヤレスデバイスは、スケジューリングされたNDL-
TBにおいて別のワイヤレスデバイスが自身とデータを通信することを要求していると決定
し得る。よって、ワイヤレスデバイスはそれに従って、スケジューリングされたNDL-TB(
たとえば、第1のNDL-TB206)のデータ時間枠(たとえば、第1のデータ時間枠210)において
起動したままとなることを決定し得る。ワイヤレスデバイスがページング時間枠において
ページング信号を検出しないとき、ワイヤレスデバイスは、スケジューリングされたNDL-
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TBのデータ時間枠においてスリープ状態になると決定し得る。ワイヤレスデバイスが節電
モードで動作していないとき、ワイヤレスデバイスは、スケジューリングされたNDL-TBの
全体で起動したままであり得る。
【０１６８】
　NDL論理チャネルインジケータフィールドは、データリンク(たとえば、NANデータリン
ク)に対する論理チャネルインデックスを示す。たとえば、ワイヤレスデバイスは、所定
のデータリンクスケジュールのテーブルを有し得る。論理チャネルインデックスは、デー
タリンクのために使用されるべき所定のデータリンクスケジュール(または所定のデータ
リンクスケジュールのセット)を識別するために使用され得る。ある態様では、NDL論理チ
ャネルインジケータフィールドは複数の論理チャネルインデックスを含み得る。別の態様
では、NDL論理チャネルインジケータは、長さが2オクテットであることがあり、可変の値
を有することがある。
【０１６９】
　マップ制御フィールドは、可用性チャネルおよび時間マップ制御情報を示し得る。たと
えば、マップ制御フィールドは、ワイヤレスデバイスが利用可能である1つまたは複数の
論理チャネルを可用性区間ビットマップに基づいて示し得る。ある態様では、マップ制御
フィールドは、長さが1オクテットであることがあり、サイズが可変であることがある。
可用性区間ビットマップは、連続する発見時間枠の始まりと発見時間枠の始まりの間の時
間を、等しい時間長の連続する時間区間へと分割し得る。ワイヤレスデバイスは、ワイヤ
レスデバイスがデータリンクの動作チャネルにおいてi番目の時間区間の間に存在するで
あろうかどうか、または存在し得るかどうかを示すように、可用性区間ビットマップのi
番目のビットを設定し得る。
【０１７０】
　別の態様では、データリンク属性2500はリンク条件フィールドを含み得る。リンク条件
フィールドは、サイズが1オクテットであり得る。リンク条件フィールドは、デバイスがN
DLに参加するために、またはピアと通信するために満たされるべき、1つまたは複数の要
件のセットを含み得る。ワイヤレスデバイスは、たとえば、NDLに対する最低の要件を設
定するために、リンク条件フィールドを使用し得る。リンク条件フィールドにおいて示さ
れ得る条件の例は、最低の通信帯域幅、最低のデータレート、最低のサービス品質、規格
互換性情報(たとえば、802.11n、802.11ac、または未来の規格などの、どのIEEE規格にデ
バイスが適合するか)、サポートされる空間ストリームの数、チャネル能力(たとえば、デ
バイスが5GHz以上の周波数チャネルをサポートするかどうか)、セキュリティ能力、およ
び/または追加の物理レイヤ能力を含み得る。
【０１７１】
　別の態様では、データリンク属性2500は、ワイヤレスデバイス間でネゴシエートされお
よび/または確立されるべきデータリンクを識別するデータリンク識別子(たとえば、NDL 
ID)を含み得る。データリンク識別子は、データリンクへの変更が要求される場合に(たと
えば、データリンクスケジュールへの変更またはデータリンクの削除を要求するスケジュ
ーリング)、ワイヤレスデバイスがデータリンクを参照することを可能にし得る。
【０１７２】
　前述の例はNANに関してデータリンク属性2500を論じたが、データリンク属性2500は他
のタイプのネットワークにおいても利用され得る。
【０１７３】
　図26Aは、データリンク属性を使用する第1の例示的なデータリンクのセットアップを示
す呼フロー図2600である。図26Aを参照すると、第1のSTA2602および第2のSTA2604はNAN(
または別のワイヤレスネットワーク)の中にあり得る。ある態様では、第2のSTA2604がサ
ービスをパブリッシュしていることがあり、第1のSTA2602がサービス(たとえば、ビデオ
ストリーミングサービス)にサブスクライブすることを望むことがある。第1のSTA2602は
、第2のSTA2604とのデータリンクを確立することを試み得る。ある態様では、第1のSTA26
02は、第2のSTA2604とのデータリンクをスケジューリングするための第1のデータリンク
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属性を決定し得る。第1のデータリンク属性は、第1のNDL制御フィールド、第1のNDL論理
チャネルインジケータフィールド、第1のマップ制御フィールド、および/または第1の可
用性区間ビットマップを含み得る。第1のSTA2602は、第1のSTA2602がデータリンクのため
に利用可能である1つまたは複数のスケジュールを決定することによって、第1のデータリ
ンク属性を決定し得る。一態様では、スケジュールは、データリンク属性の第1の可用性
区間ビットマップ(たとえば、図25の可用性区間ビットマップ)において示され得る。別の
態様では、第1のSTA2602がデータリンクのために1つまたは複数の論理チャネル(たとえば
、規格で規定されるスケジュール)を使用すると決定する場合、スケジュールは1つまたは
複数の論理チャネルインデックスと関連付けられ得る。第1のSTA2602は、第1のNDL論理チ
ャネルインジケータフィールドに1つまたは複数の論理チャネルインデックスを含めるこ
とがあり、1つまたは複数の論理チャネルインデックスは、1つまたは複数の論理チャネル
を参照することがある。
【０１７４】
　図26Aを参照すると、第1のSTA2602は、1つまたは複数の論理チャネルをスケジュールと
して使用すると決定し得る。第1のSTA2602は、第1のSTA2602がデータリンクのためのスケ
ジュールをネゴシエートする意思がないと決定し、第1のSTA2602がデータリンク属性のフ
レキシブルフィールドにおいてデータリンクのためのスケジュールをネゴシエートする意
思がないことを示し得る(たとえば、フレキシブル=0)。第1のSTA2602は、第1のデータリ
ンク属性がデータリンクスケジュール要求であることを示すために、第1の確認フィール
ドを00に設定し得る。第1のSTA2602はまた、第1のデータリンク属性の他の態様を決定し
得る。
【０１７５】
　第2のSTA2604とのデータリンクをスケジューリングするために使用されるべき第1のデ
ータリンク属性を決定した後で、第1のSTA2602は、第1のSTA2602における第1のデータリ
ンク属性を第2のSTA2604に送信し得る。ある態様では、第1のデータリンク属性は、第1の
STA2602がデータリンクのために利用可能であるスケジュールを含み得る。スケジュール
は、NDL論理チャネルインジケータフィールドの論理チャネルインデックスとして示され
得る。第1のSTA2602は第1のフレキシブルフィールドを0に設定することがあり、これは、
第1のSTA2602がデータリンクのためのスケジュールをネゴシエートしないことを示す。そ
れに応答して、第2のSTA2604が論理チャネルインデックスによって示されるスケジュール
において利用可能である場合、第2のSTA2604は、第2のフレーム2608を第1のSTA2602に送
信し得る。第2のフレーム2608は、第2のNDL制御フィールドを伴う第2のデータリンク属性
を含み得る。第2のNDL制御フィールドの第2の確認フィールドは、要求されたデータリン
クスケジュールの確認を示し得る。すなわち、第2のSTA2604は、第1のフレーム2606にお
いて示される論理チャネルインデックスに基づいて、第2のSTA2604が第1のSTA2602とのデ
ータリンクを確立し得ることを確認し得る。したがって、第1のSTA2602および第2のSTA26
04は、論理チャネルインデックスに基づいて接続を確立し得る。いくつかの事例では、前
に論じられたように、ネゴシエートされないスケジュールを使用する代わりに、相互に受
け入れ可能なスケジュールをワイヤレスデバイスがネゴシエートすることを可能にするこ
とが有益であり得る。
【０１７６】
　図26Bは、データリンク属性を使用する第2の例示的なデータリンクのセットアップを示
す呼フロー図2650である。図26Bを参照すると、第1のSTA2652および第2のSTA2654はNAN(
または別のワイヤレスネットワーク)の中にあり得る。ある態様では、第2のSTA2654がサ
ービスをパブリッシュしていることがあり、第1のSTA2652がサービス(たとえば、写真共
有サービス)にサブスクライブすることを望むことがある。第1のSTA2652は、第2のSTA265
4とのデータリンクを確立することを試み得る。ある態様では、第1のSTA2652は、第2のST
A2654とのデータリンクをスケジューリングするための第1のデータリンク属性を決定し得
る。第1のデータリンク属性は、第1のNDL制御フィールド、第1のNDL論理チャネルインジ
ケータフィールド、第1のマップ制御フィールド、および/または第1の可用性区間ビット
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マップを含み得る。第1のSTA2652は、第1のSTA2652がデータリンクのために利用可能であ
る1つまたは複数のスケジュールを決定することによって、第1のデータリンク属性を決定
し得る。一態様では、スケジュールは、第1のデータリンク属性の第1の可用性区間ビット
マップ(たとえば、図25の可用性区間ビットマップ)において示され得る。別の態様では、
第1のSTA2652がデータリンクのために1つまたは複数の論理チャネル(たとえば、規格で規
定されるスケジュール)を使用すると決定する場合、スケジュールは1つまたは複数の論理
チャネルインデックスと関連付けられ得る。第1のSTA2652は、第1のNDL論理チャネルイン
ジケータフィールドに1つまたは複数の論理チャネルインデックスを含めることがあり、1
つまたは複数の論理チャネルインデックスは、1つまたは複数の論理チャネルを参照する
ことがある。
【０１７７】
　図26Bを参照すると、第1のSTA2652は論理チャネルを使用しないことがある。代わりに
、第1のSTA2652は、利用可能な時間のセットを決定し、第1の可用性区間ビットマップに
おいて可用性を示し得る。第1のSTA2652は、第1のSTA2652がデータリンクのためのスケジ
ュールをネゴシエートする意思があると決定し得る。第1のSTA2652は、第1のフレキシブ
ルフィールドを1に設定することによって、第1のSTA2652がスケジュールをネゴシエート
する意思があることを示し得る。第1のSTA2652は、第1のデータリンク属性が第1のマップ
制御フィールドおよび第1の可用性区間ビットマップを含むことを示すように、第1の可用
性マップインジケータを1に設定し得る。ある態様では、第1のSTA2652は、第1のNDL論理
チャネルインジケータフィールドが存在しない、または空であることを示すために、第1
の論理チャネルインジケータを0に設定し得る。第1のSTA2652は、第1のデータリンク属性
がデータリンクスケジュール要求であることを示すために、第1の確認フィールドを00に
設定し得る。第1のSTA2652は、第1のSTA2652が第2のSTA2654とデータリンクスケジュール
をネゴシエートする意思がある(またはそうするように構成される)ことを示すために、第
1のフレキシブルフィールドを1に設定し得る。第1のSTA2602はまた、第1のデータリンク
属性の他の態様を決定し得る。
【０１７８】
　第2のSTA2654とのデータリンクをスケジューリングするために使用されるべき第1のデ
ータリンク属性を決定した後で、第1のSTA2652は、第1のフレーム2656における第1のデー
タリンク属性を第2のSTA2604に送信し得る。ある態様では、第1のデータリンク属性は、
第1のSTA2602がデータリンクのために利用可能であるスケジュールを含み得る。この態様
では、スケジュールは、第1の可用性区間ビットマップによって示され得る。第1のSTA265
2は第1のフレキシブルフィールドを1に設定することがあり、これは、第1のSTA2652がデ
ータリンクのためのスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す。第2のSTA26
54は、第2のSTA2654が第1のSTA2652から受信された第1の可用性区間ビットマップによっ
て示されるスケジュールにおいて利用可能であるかどうかを決定し得る。ある態様では、
第2のSTA2654は、第2のSTA2654が第1のSTA2652によって提供されるスケジュールにおいて
利用可能ではないと決定し得る。第2のSTA2654が第1のSTA2652によって示されるスケジュ
ールにおいて利用可能であるかどうかの決定に基づいて、第2のSTA2654は、第2のフレー
ム2658を第1のSTA2602に送信し得る。第2のフレーム2608は、第2のデータリンク属性を含
み得る。第2のデータリンク属性は、第2のNDL制御フィールドを含み得る。第2のNDL制御
フィールドは、第2のデータリンク属性が第2のマップ制御フィールドおよび第2の可用性
区間ビットマップを含むことを示すように、1に設定された第2の可用性マップインジケー
タを有し得る。第2の可用性区間ビットマップは、第2のSTA2654が利用可能であるスケジ
ュールを示し得る。ある態様では、第2の可用性区間ビットマップは、第1の可用性区間ビ
ットマップに基づき得る(たとえば、第1の可用性区間ビットマップおいて示される1つま
たは複数の時間を含み得る)。第2のNDL制御フィールドに含まれる第2の論理チャネルイン
ジケータは、第2のNDL論理チャネルインジケータフィールドが空であること、または存在
しないことを示すために、0に設定され得る。第2の確認フィールドは、第2の可用性区間
ビットマップに基づいて、第2のデータリンク属性がデータリンクスケジュール対抗要求
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であることを示すために、01に設定され得る。すなわち、第2のSTA2654は、第1のSTA2652
によって提案されるスケジュールが拒否され、代替的なスケジュールが第2のデータリン
ク属性において提案されることを示し得る。第2のフレキシブルフィールドは、第2のSTA2
654が第1のSTA2652とネゴシエートする意思があることを示すために、1に設定され得る。
第1のSTA2652は、第2のフレーム2658を受信し、第1のSTA2652が第2の可用性区間ビットマ
ップおいて示されるスケジュールにおいて利用可能であるかどうかを決定し得る。第1のS
TA2652は、第1のSTA2652が第2のSTA2654によって示されるスケジュールにおいて利用可能
であると決定し得る。第1のSTA2652は、第3のフレーム2660を第2のSTA2654に送信し得る
。第3のフレーム2660は、第3のデータリンク属性を含み得る。第3のデータリンク属性は
、第3のNDL制御フィールドを含み得る。ある態様では、第3のNDL制御フィールドは、第3
の可用性マップインジケータおよび第3の論理チャネルインジケータを含むことがあり、
これらの両方が、第3のフレーム2660が可用性区間ビットマップを含まず論理チャネルイ
ンジケータを含まないことを示すために、0に設定され得る。第3のNDL制御フィールドは1
1に設定された第3の確認フィールドを含むことがあり、これは、要求されたデータリンク
スケジュールの確認が第2のフレーム2658において示されることを示す。相互に合意され
たスケジュールに基づいて、第1のSTA2652および第2のSTA2654は、互いとのデータリンク
を確立し得る。
【０１７９】
　図26Aおよび図26Bに示されるように、データリンク属性は、NDL制御フィールドの異な
る組合せを使用して、データリンク(たとえば、NDL)のスケジュールを指示またはネゴシ
エートするための複数の可能性を許容する。NDL制御フィールドのいくつかの組合せだけ
が説明されたが、前述の議論に基づいて追加の組合せが利用可能である。データリンク属
性はまた、追加可用性マップによって示される、規格によって作成されたスケジュール(
たとえば、論理チャネル)の使用を可能にし得る。ネゴシエートされたスケジュールおよ
びネゴシエートされないスケジュール(たとえば、指示されたスケジュール)を有効にする
ことによって、様々なサービスに対応することができる。他の事例では、ワイヤレスデバ
イスは、ワイヤレスデバイスの動作モードに基づいて異なるように振る舞い得る。
【０１８０】
　図27は、動作のモードに基づくワイヤレスデバイスの可能性のある挙動を示す表2700を
図示する。図27を参照すると、第1のSTAは、サブスクライバとして、たとえば、パブリッ
シャによって提供されるサービスに対するサブスクライバ(たとえば、第1のSTA2602)とし
て特徴付けられ得る。第2のSTAは、パブリッシャとして、たとえばサービスのパブリッシ
ャ(たとえば、第2のSTA2604)として特徴付けられ得る。STAは、1対1、1対多数、論理チャ
ネルという、3つの動作モードのうちの1つにあり得る。パブリッシャがサービスに関して
1対1の動作モードにあるとき、パブリッシャはサービスを1つだけのサブスクライバに提
供している。1対1の動作モードにあるパブリッシャは、サブスクライバからのスケジュー
ルに対応することに関してよりフレキシブルであることがある。パブリッシャがサービス
に関して1対多数の動作モードにあるとき、パブリッシャはサービスを多数のサブスクラ
イバに提供している。1対多数の動作モードにあるパブリッシャは、サブスクライバから
のスケジュールに対応することに関してよりフレキシブルではないことがある。パブリッ
シャが論理チャネル動作モードにあるとき、パブリッシャは、1つまたは複数の所定の(た
とえば、規格の仕様に従った所定の)スケジュールの間に利用可能であり得る。ある態様
では、所定のスケジュールは、図11において論じられるデフォルトのNDLスケジュールま
たは図12において論じられる所定のNDLスケジュールであり得る。論理チャネル動作モー
ドにあるパブリッシャは、サブスクライバからのスケジュールに対応することに関して最
もフレキシブルではないことがある。同様に、サブスクライバが1対1の動作モードにある
とき、サブスクライバは、論理チャネルと関連付けられることも関連付けられないことも
ある様々なスケジュールに対してフレキシブルであることがあり、またはそれらに対応す
ることが可能であることがある。サブスクライバはサービスをパブリッシュしないので、
サブスクライバはサービスに関して1対多数の動作モードにはならないことがある。サブ
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スクライバが論理チャネル動作モードにあるとき、サブスクライバは、1つまたは複数の
論理チャネルと関連付けられるスケジュール(たとえば、所定のスケジュール)に対応する
ことが可能であるだけであり得る。
【０１８１】
　図27を参照すると、一態様では、第1のSTA(サブスクライバ)が1対1の動作モードにあり
、第2のSTA(パブリッシャ)が1対1の動作モードにあるとき、第1のSTAおよび第2のSTAは、
(たとえば、図26Bに示されるように)相互に合意されたスケジュールで到達するように可
用性情報をネゴシエートして交換し得る。別の態様では、第1のSTAが1対1の動作モードに
あり、第2のSTAが1対多数の動作モードにあるとき、第1のSTAは、第2のSTAよりもスケジ
ューリングに関してフレキシブルであり得る。したがって、このシナリオでは、第1のSTA
は可用性情報を第2のSTAに提供することができ、第2のSTAは第1のSTAによって提供される
可用性情報に基づいてスケジュールを決定し、スケジュールを第1のSTAに送信することが
できる。第1のSTAは、第2のSTAによって選ばれるスケジュールに適合し得る。別の態様で
は、第1のSTAが1対1のモードにあり第2のSTAが論理チャネルモードにあるとき、第2のSTA
は、サービスが提供される1つまたは複数の論理チャネルを示す1つまたは複数の論理チャ
ネルインデックスを、第1のSTAに提供し得る。第1のSTAは、第1のSTAが1つまたは複数の
論理チャネルと関連付けられる時間の間に利用可能である場合、示されるように1つまた
は複数の論理チャネルを使用して接続を確立し得る。この態様では、第1のSTAは、いずれ
の可用性情報も第2のSTAに提供する必要がない。別の態様では、第1のSTAは論理チャネル
モードにあることがあり、第2のSTAは1対1のモードにあることがある。この態様では、第
2のSTAは、データリンクをスケジューリングすることに関して第1のSTAよりフレキシブル
であり得る。したがって、第1のSTAは、第1のSTAが利用可能である1つまたは複数の論理
チャネルと関連付けられる1つまたは複数の論理チャネルインデックスを、第2のSTAに提
供し得る。第2のSTAは、第2のSTAの可用性に基づいて、第1のSTAへサービスを提供するた
めに1つまたは複数の論理チャネルの中から選ぶことができる。同様に、別の態様では、
第1のSTAは論理チャネルモードにあることがあり、第2のSTAは1対多数のモードにあるこ
とがある。この態様では、第2のSTAは、データリンクをスケジューリングすることに関し
て第1のSTAよりフレキシブルであり得る。したがって、第1のSTAは、第1のSTAが利用可能
である1つまたは複数の論理チャネルと関連付けられる1つまたは複数の論理チャネルイン
デックスを、第2のSTAに提供し得る。第2のSTAは、第2のSTAの可用性に基づいて、第1のS
TAへサービスを提供するために1つまたは複数の論理チャネルの中から選ぶことができる
。さらに別の態様では、第1のSTAと第2のSTAの両方が論理チャネルモードにあることがあ
る。この態様では、第2のSTAは、サービスがパブリッシュされる1つまたは複数の論理チ
ャネルと関連付けられる1つまたは複数の論理チャネルインデックスを、第1のSTAに提供
し得る。第1のSTAは、1つまたは複数の論理チャネルに基づいてサービスにサブスクライ
ブし得る。
【０１８２】
　ある態様では、第1のSTAおよび第2のSTAは、データリンク属性に関して図25および図26
において論じられたシグナリングと同様にシグナリングを交換し得る。ある態様では、デ
ータリンク属性は、ワイヤレスデバイスの動作のモードも示し得る。したがって、第1のS
TAは、第1のSTAによって使用されている動作のモードを決定し得る。第1のSTAは、第2のS
TAから受信されたデータリンク属性に基づいて、第2のSTAによって使用されている動作の
モードを決定し得る。両方の動作モードに基づいて、第1のSTAはデータリンクのためのス
ケジュールを決定し得る。第2のSTAは、データリンクのためのスケジュールを決定するた
めの同様の動作を実行し得る。
【０１８３】
　したがって、図27において、ワイヤレスデバイスは、スケジュールをネゴシエートする
ための動作のモードを決定し得る。動作のモードは、他のワイヤレスデバイスの様々なス
ケジュール/可用性に対応するために、ワイヤレスデバイスの前向きな意思または可用性
を示し得る。ある態様では、サービスをサービスデータリンク特性と対応付けることは範
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囲外のままにされることがある。実装形態がモードの選択を最適にすることがあり、また
はサービスが要求されるモードを示すことがある。
【０１８４】
　図28は、図1のワイヤレス通信システム100内でデータリンク属性を利用する接続セット
アップを実行し得るワイヤレスデバイス2802の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレ
スデバイス2802は、本明細書において説明される様々な方法を実施するように構成され得
るデバイスの例である。たとえば、ワイヤレスデバイス2802は、STA114、2602、2604、26
52、2654のうちの1つを備え得る。
【０１８５】
　ワイヤレスデバイス2802は、ワイヤレスデバイス2802の動作を制御するプロセッサ2804
を含み得る。プロセッサ2804はCPUと呼ばれることもある。ROMとRAMの両方を含み得るメ
モリ2806は、命令とデータとをプロセッサ2804に提供することができる。メモリ2806の一
部はまた、NVRAMを含み得る。プロセッサ2804は、通常、メモリ2806内に記憶されたプロ
グラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行する。メモリ2806の中の命令は、本
明細書において説明される方法を実施するように(たとえば、プロセッサ2804によって)実
行可能であり得る。
【０１８６】
　プロセッサ2804は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理システムの構
成要素を備え、またはそのような構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティテ
ィの任意の組合せを用いて実装され得る。
【０１８７】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼
ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他
の呼ばれ方をされるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するものと広く解釈され
なければならない。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフ
ォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコードのフォーマ
ットにおける)コードを含み得る。命令は、1つまたは複数のプロセッサによって実行され
ると、本明細書において説明される様々な機能を処理システムに実行させる。
【０１８８】
　ワイヤレスデバイス2802はまた、ハウジング2808を含むことがあり、ワイヤレスデバイ
ス2802は、ワイヤレスデバイス2802とリモートデバイスとの間でのデータの送信および受
信を可能にするために送信機2810および/または受信機2812を含むことがある。送信機281
0および受信機2812は、トランシーバ2814へと組み合わされ得る。アンテナ2816は、ハウ
ジング2808に取り付けられ、トランシーバ2814に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバ
イス2802はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および/または複
数のアンテナを含み得る。
【０１８９】
　ワイヤレスデバイス2802はまた、トランシーバ2814または受信機2812によって受信され
た信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器2818を含み得る。
信号検出器2818は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデ
バイス2802は、信号を処理する際に使用するためのDSP2820も含み得る。DSP2820は、送信
のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、PP
DUを備え得る。
【０１９０】
　ワイヤレスデバイス2802はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース2822
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を備え得る。ユーザインターフェース2822は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、
および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース2822は、ワイヤレスデ
バイス2802のユーザに情報を伝え、かつ/またはユーザからの入力を受け取る、任意の要
素または構成要素を含み得る。
【０１９１】
　ワイヤレスデバイス2802がSTA(たとえば、STA114)として実装されるとき、ワイヤレス
デバイス2802は接続セットアップ構成要素2824(これは接続セットアップ構成要素2324と
同じであり得る)も備え得る。接続セットアップ構成要素2824は、第2のワイヤレスデバイ
スとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリンク属性を決定し、決定され
たデータリンク属性をフレームにおいて第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成
され得る。ある態様では、データリンク属性は制御フィールドを含むことがあり、制御フ
ィールドは、可用性マップインジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィールド、
またはフレキシブルフィールドのうちの少なくとも1つを含むことがある。別の態様では
、可用性マップインジケータは、マップ制御フィールドおよび可用性マップがデータリン
ク属性に存在するかどうかを示し得る。可用性マップは、データリンクに対するワイヤレ
スデバイス2802の可用性を示し得る。ある態様では、論理チャネルインジケータは、論理
チャネルインジケータフィールドがデータリンク属性において存在するかどうかを示すこ
とができ、論理チャネルインジケータフィールドは、データリンクに対する論理チャネル
インデックスを特定することができる。別の態様では、確認フィールドは、データリンク
属性が、データリンクスケジュール要求と関連付けられるか、データリンクスケジュール
対抗要求と関連付けられるか、データリンクスケジュールのネゴシエーションの失敗を示
すものと関連付けられるか、または要求されたデータリンクスケジュールの確認と関連付
けられるかを示し得る。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレスデバイス
2802がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があるかどうかを示し得る。別
の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレスデバイス2802がフレームにおいて示
されるデータリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し得る。この態様では、
接続セットアップ構成要素2824は、第2のフレームを第2のワイヤレスデバイスから受信す
るように構成され得る。第2のフレームは第2のデータリンク属性を含むことがあり、第2
のデータリンク属性は、フレームにおいて示される要求されたデータリンクスケジュール
の確認を示す第2の確認フィールドを含むことがある。別の態様では、フレキシブルフィ
ールドは、ワイヤレスデバイス2802がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思
があることを示し得る。この態様では、接続セットアップ構成要素2824は、第2のフレー
ムを第2のワイヤレスデバイスから受信するように構成され得る。第2のフレームは第2の
データリンク属性を含むことがあり、第2のデータリンク属性は、第2のワイヤレスデバイ
スがデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2のフレキシ
ブルフィールドを含むことがある。第2のデータリンク属性はさらに、データリンクに対
する第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて、要求されたデータリンクスケジュー
ルを示す可用性マップを含み得る。この態様では、接続セットアップ構成要素2824はさら
に、第3のフレームを第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成され得る。第3のフ
レームは第3のデータリンク属性を含むことがあり、第3のデータリンク属性は、第2のデ
ータリンク属性において示される要求されたデータリンクスケジュールの確認を示す第3
の確認フィールドを含むことがある。別の態様では、データリンク属性はさらに、データ
リンクが第2のワイヤレスデバイスと確立されるようにするために、第2のワイヤレスデバ
イスによって満たされるべき1つまたは複数の要件のセットを示すリンク条件フィールド
を含み得る。別の態様では、1つまたは複数の要件のセットは、第2のワイヤレスデバイス
の最低の通信帯域幅、第2のワイヤレスデバイスの最低のデータレート、データリンクの
最低のサービス品質、ワイヤレス規格互換性情報、サポートされる空間ストリームの最小
の数、1つまたは複数のチャネル能力、または1つまたは複数の物理レイヤ能力を含み得る
。別の態様では、データリンク属性は、データリンク属性が有効であるいくつかの発見時
間枠区間を示す有効時間フィールドを含み得る。別の態様では、有効時間フィールドは、
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NDLと関連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可される
かを示し得る。別の態様では、そのいくつかの発見時間枠区間における値は、有効時間フ
ィールドと関連付けられるNDL上で通信しているワイヤレスデバイスによって延長可能で
あり得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2824は、NDL上で第2のワイヤレスデ
バイスとサービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するように構成され得る
。スケジュールは、ワイヤレスデバイス2802および第2のワイヤレスデバイスが利用可能
であることが要求される少なくとも1つの時間ブロックを指定し得る。接続セットアップ
構成要素2824は、スケジュールを第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成され得
る。別の態様では、スケジュールはさらに、少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定
されるデータを通信するためにワイヤレスデバイス2802および第2のワイヤレスデバイス
によって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定し得る。別の態様では、スケ
ジュールは不変の部分を含むことがあり、ワイヤレスデバイス2802および第2のワイヤレ
スデバイスは、不変の部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの中で利用
可能であることが要求され得る。別の態様では、不変の部分は基本スケジュールを含み得
る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2824は、第2のワイヤレスデバイスから指
示を受信するように構成されることがあり、この指示は、第2のワイヤレスデバイスによ
って不変の部分が受け入れられるかどうかを示すことがある。ある態様では、スケジュー
ルは準不変の部分を含むことがあり、準不変の部分において指定される少なくとも1つの
時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って第2のワイヤレスデバイスによって選
択されることになる。別の態様では、スケジュールはフレキシブルな部分を含むことがあ
り、フレキシブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つま
たは複数の時間ブロックが、第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる。
別の構成では、接続セットアップ構成要素2824は、サービスのデータを受信するためのQo
S要件を第2のワイヤレスデバイスへ送信するように構成され得る。1つまたは複数の時間
ブロックはさらに、QoS要件を満たすように第2のワイヤレスデバイスによって選択される
ことになる。別の態様では、フレキシブルな部分はさらに、フレキシブルな部分において
指定される少なくとも1つの時間ブロックの各々において第2のワイヤレスデバイスによっ
て使用されることになる1つまたは複数のチャネルを指定し得る。別の態様では、フレキ
シブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時
間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルのすべてを使用するように第2の
ワイヤレスデバイスに要求することがある。別の態様では、フレキシブルな部分は、第2
のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時間ブロックに対して指
定される1つまたは複数のチャネルから選択することを第2のワイヤレスデバイスに許すこ
とがある。別の構成では、接続セットアップ構成要素2824は、ワイヤレスデバイス2802の
第1のモードおよび第2のワイヤレスデバイスの第2のモードに基づいて、データリンク上
で通信するためのスケジュールを決定するように構成され得る。ある態様では、第1のモ
ードおよび第2のモードは1対1のモードであり、スケジュールはワイヤレスデバイス2802
と第2のワイヤレスデバイスとの間のネゴシエーションに基づいて決定される。別の態様
では、第1のモードは1対1のモードにあり第2のモードは1対多数のモードにあり、スケジ
ュールは第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュールに基づいて
決定される。この態様では、パブリッシャスケジュールはワイヤレスデバイス2802の可用
性に基づき得る。別の態様では、第1のモードは1対1のモードであり第2のモードは論理チ
ャネルモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のス
ケジュールに基づいて決定され得る。別の態様では、第1のモードは論理チャネルモード
であり第2のモードは1対1のモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから
受信されたパブリッシャスケジュールに基づいて決定される。パブリッシャスケジュール
は、ワイヤレスデバイス2802によって選択される所定のスケジュールに基づき得る。別の
態様では、第1のモードは論理チャネルモードであり第2のモードは1対多数のモードであ
り、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュール
に基づいて決定される。パブリッシャスケジュールは、ワイヤレスデバイス2802によって
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選択される所定のスケジュールに基づき得る。別の態様では、第1のモードおよび第2のモ
ードは論理チャネルモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信さ
れた所定のスケジュールに基づいて決定される。
【０１９２】
　ワイヤレスデバイス2802の様々な構成要素は、バスシステム2826によって一緒に結合さ
れ得る。バスシステム2826は、たとえばデータバスを含むことがあり、ならびに、データ
バスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことがある。ワ
イヤレスデバイス2802の構成要素は、一緒に結合されることがあり、または何らかの他の
機構を使用して互いへの入力を受け入れ、もしくは提供することがある。
【０１９３】
　いくつかの別個の構成要素が図28に示されるが、構成要素のうち1つまたは複数は、組
み合わされることがあり、または普通に実装されることがある。たとえば、プロセッサ28
04は、プロセッサ2804に関して上で説明された機能を実装するためだけでなく、信号検出
器2818、DSP2820、ユーザインターフェース2822、および/または接続セットアップ構成要
素2824に関して上で説明された機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図28に示
された構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【０１９４】
　図29は、接続のスケジューリングのためのデータリンク属性を使用する例示的な方法29
00のフローチャートである。方法2900は、装置(たとえば上の、STA114、第1のSTA2602、
またはワイヤレスデバイス2802)を使用して実行され得る。方法2900は図28のワイヤレス
デバイス2802の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明されるステップの
うちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されることがある。
【０１９５】
　ブロック2905において、装置は、第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジ
ューリングするためのデータリンク属性を決定し得る。一態様では、データリンク属性は
制御フィールドを含むことがあり、制御フィールドは、可用性マップインジケータ、論理
チャネルインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィールドのうちの少なく
とも1つを含むことがある。この態様では、可用性マップインジケータは、マップ制御フ
ィールドおよび可用性マップがデータリンク属性に存在するかどうかを示すことがあり、
可用性マップは、データリンクに対する第1のワイヤレスデバイスの可用性を示すことが
ある。この態様では、論理チャネルインジケータは、論理チャネルインジケータフィール
ドがデータリンク属性に存在するかどうかを示すことができ、論理チャネルインジケータ
フィールドは、データリンクに対する論理チャネルインデックスを特定することができる
。この態様では、確認フィールドは、データリンク属性が、データリンクスケジュール要
求と関連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データ
リンクスケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要
求されたデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示し得る。この態様では
、フレキシブルフィールドは、第1のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジュールを
ネゴシエートする意思があるかどうかを示し得る。一例では、図26Aを参照すると、装置
は第1のSTA2602であることがあり、第2のワイヤレスデバイスは第2のSTA2604であること
がある。第1のSTA2602は、第2のSTA2604とのデータリンクをスケジューリングするための
第1のデータリンク属性を決定し得る。第1のデータリンク属性は第1の制御フィールドを
含むことがあり、第1の制御フィールドは、第1の可用性マップインジケータ、第1の論理
チャネルインジケータ、第1の確認フィールド、および第1のフレキシブルフィールドを含
み得る。第1の可用性マップインジケータは、可用性区間ビットマップが第1のデータリン
ク属性に存在しないことを示すために、および、第1のマップ制御フィールドが第1のデー
タリンク属性に存在しないことを示すために、0に設定され得る。第1の論理チャネルイン
ジケータは、第1の論理チャネルインジケータフィールドが存在し、データリンクのため
の1つまたは複数の論理チャネルインデックスに対応する値を有することを示すために、1
に設定され得る。第1の確認フィールドは、第1のデータリンク属性がデータリンクスケジ
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ュール要求と関連付けられることを示すために、00に設定され得る。第1のフレキシブル
フィールドは、第1のSTA2602がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思がない
ことを示すために、0に設定され得る。別の例では、図26Bを参照すると、装置は第1のSTA
2652であることがあり、第2のワイヤレスデバイスは第2のSTA2654であることがある。第1
のSTA2652は、第2のSTA2654とのデータリンクをスケジューリングするための第1のデータ
リンク属性を決定し得る。第1のデータリンク属性は第1の制御フィールドを含むことがあ
り、第1の制御フィールドは、第1の可用性マップインジケータ、第1の論理チャネルイン
ジケータ、第1の確認フィールド、および第1のフレキシブルフィールドを含み得る。第1
の可用性マップインジケータは、可用性区間ビットマップが第1のデータリンク属性に存
在することを示すために、および、第1のマップ制御フィールドが第1のデータリンク属性
に存在することを示すために、1に設定され得る。第1の論理チャネルインジケータは、第
1の論理チャネルインジケータフィールドがデータリンク属性に存在しないことを示すた
めに、0に設定され得る。第1の確認フィールドは、第1のデータリンク属性がデータリン
クスケジュール要求と関連付けられることを示すために、00に設定され得る。第1のフレ
キシブルフィールドは、第1のSTA2652がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意
思があることを示すために、1に設定され得る。
【０１９６】
　ブロック2910において、装置は、決定されたデータリンク属性をフレームにおいて第2
のワイヤレスデバイスへ送信し得る。一例では、図26Aを参照すると、第1のSTA2602は、
決定されたデータリンク属性を第1のフレーム2606において第2のSTA2604へ送信し得る。
別の例では、図26Bを参照すると、第1のSTA2652は、決定されたデータリンク属性を第1の
フレーム2656において第2のSTA2654へ送信し得る。
【０１９７】
　一構成では、データリンクスケジュールがネゴシエートされないとき、ブロック2915に
おいて、装置は、第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信し得る。第2のフレ
ームは、第2のデータリンク属性を含み得る。第2のデータリンク属性は、フレームにおい
て示される要求されたデータリンクスケジュールの確認を示す第2のデータ確認フィール
ドを含むことがある。たとえば、図26Aを参照すると、第1のSTA2602は、第2のSTA2604か
ら第2のフレーム2608を受信し得る。第2のフレーム2608は、第2のデータリンク属性を含
み得る。第2のデータリンク属性は、第1のフレーム2606において示される要求されたデー
タリンクスケジュールの確認を示す第2の確認フィールドを含むことがある。
【０１９８】
　別の構成では、データリンクスケジュールがネゴシエートされるとき、ブロック2920に
おいて、装置は、第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信し得る。第2のフレ
ームは、第2のデータリンク属性を含み得る。第2のデータリンク属性は、第2のワイヤレ
スデバイスがデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2の
フレキシブルフィールドを含むことがある。第2のデータリンク属性はさらに、データリ
ンクに対する第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて、要求されたデータリンクス
ケジュールを示す可用性マップを含み得る。たとえば、図26Bを参照すると、第1のSTA265
2は、第2のSTA2654から第2のフレーム2658を受信し得る。第2のフレーム2658は、第2のST
A2654がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2のフレキ
シブルフィールドを含むことがある。第2のデータリンク属性は、データリンクに対する
第2のSTA2654の可用性に基づいて、要求されたデータリンクスケジュールを示す可用性マ
ップを含み得る。
【０１９９】
　この構成では、ブロック2925において、装置は、第2のワイヤレスデバイスに第3のフレ
ームを送信し得る。第3のフレームは、第3のデータリンク属性を含み得る。第3のデータ
リンク属性は、第2のデータリンク属性において示される要求されたデータリンクスケジ
ュールの確認を示す第3の確認フィールドを含むことがある。たとえば、図26Bを参照する
と、第1のSTA2652は、第2のSTA2654に第3のフレーム2660を送信し得る。第3のフレーム26
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60は、第3のデータリンク属性を含み得る。第3のデータリンク属性は、第2のフレーム265
8に含まれる第2のデータリンク属性において示される要求されたデータリンクスケジュー
ル(たとえば、可用性区間ビットマップ)の確認を示す第3の確認フィールドを含むことが
ある。
【０２００】
　図30は、動作のモードに基づいてデータリンクスケジュールを決定する例示的な方法30
00のフローチャートである。方法3000は、装置(たとえば上の、STA114、第1のSTA2602、
第1のSTA2652、またはワイヤレスデバイス2802)を使用して実行され得る。方法3000は図2
8のワイヤレスデバイス2802の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明さ
れるステップのうちの1つまたは複数を実施するために他の構成要素が使用されることが
ある。
【０２０１】
　ブロック3005において、装置は、第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジ
ューリングするためのデータリンク属性を決定し得る。たとえば、図27を参照すると、第
1のSTA(たとえば、サブスクライバ)は、第2のSTA(たとえば、パブリッシャ)とのデータリ
ンクをスケジューリングするためのデータリンク属性を決定し得る。第1のSTAは、データ
リンク属性の中の1つまたは複数のフィールドを使用するかどうかを決定することによっ
て、データリンク属性を決定し得る。第1のSTAは、たとえば、長さフィールド、MACアド
レスフィールド、グループIDフィールド、有効時間フィールド、および/またはNDL制御フ
ィールドの値を決定し得る。
【０２０２】
　ブロック3010において、装置は、決定されたデータリンク属性をフレームにおいて第2
のワイヤレスデバイスへ送信し得る。たとえば、図27を参照すると、第1のSTAは、決定さ
れたデータリンク属性をフレームにおいて第2のSTAへ送信し得る。
【０２０３】
　ブロック3015において、装置は、装置の第1のモードおよび第2のワイヤレスデバイスの
第2のモードに基づいて、データリンク上で通信するためのスケジュールを決定し得る。
たとえば、図27を参照すると、第1のSTAは、第1のSTAの第1のモードおよび第2のSTAの第2
のモードに基づいて、データリンク上で通信するためのスケジュールを決定し得る。
【０２０４】
　図31は、接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイス3100の機能ブロ
ック図である。ワイヤレス通信デバイス3100は、受信機3105、処理システム3110、および
送信機3115を含み得る。処理システム3110は、接続セットアップ構成要素3124を含み得る
。接続セットアップ構成要素3124は、接続セットアップ構成要素2324(および/または本明
細書で言及される他の接続セットアップ構成要素)と同じであり得る。処理システム3110
および/または接続セットアップ構成要素3124は、第2のワイヤレスデバイスとのデータリ
ンクをスケジューリングするためのデータリンク属性を決定するように構成され得る。接
続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/または送信機3115は、決定さ
れたデータリンク属性をあるフレームにおいて第2のワイヤレスデバイスへ送信するよう
に構成され得る。ある態様では、データリンク属性は制御フィールドを含むことがあり、
制御フィールドは、可用性マップインジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィー
ルド、またはフレキシブルフィールドのうちの少なくとも1つを含むことがある。別の態
様では、可用性マップインジケータは、マップ制御フィールドおよび可用性マップがデー
タリンク属性に存在するかどうかを示し得る。可用性マップは、データリンクに対するワ
イヤレス通信デバイス3100の可用性を示し得る。ある態様では、論理チャネルインジケー
タは、論理チャネルインジケータフィールドがデータリンク属性において存在するかどう
かを示すことができ、論理チャネルインジケータフィールドは、データリンクに対する論
理チャネルインデックスを特定することができる。別の態様では、確認フィールドは、デ
ータリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関連付けられるか、データリンクス
ケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンクスケジュールのネゴシエーション
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の失敗を示すものと関連付けられるか、または要求されたデータリンクスケジュールの確
認と関連付けられるかを示し得る。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレ
ス通信デバイス3100がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があるかどうか
を示し得る。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレス通信デバイス3100が
フレームにおいて示されるデータリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し得
る。この態様では、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/または
受信機3105は、第2のフレームを第2のワイヤレスデバイスから受信するように構成され得
る。第2のフレームは第2のデータリンク属性を含むことがあり、第2のデータリンク属性
は、フレームにおいて示される要求されたデータリンクスケジュールの確認を示す第2の
確認フィールドを含むことがある。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレ
ス通信デバイス3100がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示
し得る。この態様では、接続セットアップ構成要素2824は、第2のフレームを第2のワイヤ
レスデバイスから受信するように構成され得る。第2のフレームは第2のデータリンク属性
を含むことがあり、第2のデータリンク属性は、第2のワイヤレスデバイスがデータリンク
スケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2のフレキシブルフィールドを
含むことがある。第2のデータリンク属性はさらに、データリンクに対する第2のワイヤレ
スデバイスの可用性に基づいて、要求されたデータリンクスケジュールを示す可用性マッ
プを含み得る。この態様では、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、およ
び/または送信機3115はさらに、第3のフレームを第2のワイヤレスデバイスへ送信するよ
うに構成され得る。第3のフレームは第3のデータリンク属性を含むことがあり、第3のデ
ータリンク属性は、第2のデータリンク属性において示される要求されたデータリンクス
ケジュールの確認を示す第3の確認フィールドを含むことがある。別の態様では、データ
リンク属性はさらに、データリンクが第2のワイヤレスデバイスと確立されるようにする
ために、第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つまたは複数の要件のセット
を示すリンク条件フィールドを含み得る。別の態様では、1つまたは複数の要件のセット
は、第2のワイヤレスデバイスの最低の通信帯域幅、第2のワイヤレスデバイスの最低のデ
ータレート、データリンクの最低のサービス品質、ワイヤレス規格互換性情報、サポート
される空間ストリームの最小の数、1つまたは複数のチャネル能力、または1つまたは複数
の物理レイヤ能力を含み得る。別の態様では、データリンク属性は、データリンク属性が
有効であるいくつかの発見時間枠区間を示す有効時間フィールドを含み得る。別の態様で
は、有効時間フィールドは、NDLと関連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り
替えることがいつ許可されるかを示し得る。別の態様では、そのいくつかの発見時間枠区
間における値は、有効時間フィールドと関連付けられるNDL上で通信しているワイヤレス
デバイスによって延長可能であり得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素3124お
よび/または処理システム3110は、NDL上で第2のワイヤレスデバイスとサービスのデータ
を通信するためのスケジュールを決定するように構成され得る。スケジュールは、ワイヤ
レス通信デバイス3100および第2のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求され
る少なくとも1つの時間ブロックを指定し得る。接続セットアップ構成要素3124、処理シ
ステム3110、および/または送信機3115は、スケジュールを第2のワイヤレスデバイスへ送
信するように構成され得る。別の態様では、スケジュールはさらに、少なくとも1つの時
間ブロックにおいて指定されるデータを通信するためにワイヤレス通信デバイス3100およ
び第2のワイヤレスデバイスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定し
得る。別の態様では、スケジュールは不変の部分を含むことがあり、ワイヤレス通信デバ
イス3100および第2のワイヤレスデバイスは、不変の部分において指定される少なくとも1
つの時間ブロックの中で利用可能であることが要求され得る。別の態様では、不変の部分
は基本スケジュールを含み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素3124、処理シ
ステム3110、および/または受信機3105は、第2のワイヤレスデバイスから指示を受信する
ように構成されることがあり、この指示は、第2のワイヤレスデバイスによって不変の部
分が受け入れられるかどうかを示すことがある。ある態様では、スケジュールは準不変の
部分を含むことがあり、準不変の部分において指定される少なくとも1つの時間ブロック
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のサブセットが、所定の規則に従って第2のワイヤレスデバイスによって選択されること
になる。別の態様では、スケジュールはフレキシブルな部分を含むことがあり、フレキシ
ブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時
間ブロックが、第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる。別の構成では
、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/または送信機3115は、サ
ービスのデータを受信するためのQoS要件を第2のワイヤレスデバイスへ送信するように構
成され得る。1つまたは複数の時間ブロックはさらに、QoS要件を満たすように第2のワイ
ヤレスデバイスによって選択されることになる。別の態様では、フレキシブルな部分はさ
らに、フレキシブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの各々にお
いて第2のワイヤレスデバイスによって使用されることになる1つまたは複数のチャネルを
指定し得る。別の態様では、フレキシブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって
選択されるフレキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャ
ネルのすべてを使用するように第2のワイヤレスデバイスに要求することがある。別の態
様では、フレキシブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシ
ブルな部分の時間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルから選択するこ
とを第2のワイヤレスデバイスに許すことがある。別の構成では、接続セットアップ構成
要素3124および/または処理システム3110は、ワイヤレスデバイス2802の第1のモードおよ
び第2のワイヤレスデバイスの第2のモードに基づいて、データリンク上で通信するための
スケジュールを決定するように構成され得る。ある態様では、第1のモードおよび第2のモ
ードは1対1のモードであり、スケジュールはワイヤレス通信デバイス3100と第2のワイヤ
レスデバイスとの間のネゴシエーションに基づいて決定される。別の態様では、第1のモ
ードは1対1のモードにあり第2のモードは1対多数のモードにあり、スケジュールは第2の
ワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュールに基づいて決定される。こ
の態様では、パブリッシャスケジュールはワイヤレス通信デバイス3100の可用性に基づき
得る。別の態様では、第1のモードは1対1のモードであり第2のモードは論理チャネルモー
ドであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュール
に基づいて決定され得る。別の態様では、第1のモードは論理チャネルモードであり第2の
モードは1対1のモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信された
パブリッシャスケジュールに基づいて決定される。パブリッシャスケジュールは、ワイヤ
レス通信デバイス3100によって選択される所定のスケジュールに基づき得る。別の態様で
は、第1のモードは論理チャネルモードであり第2のモードは1対多数のモードであり、ス
ケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュールに基づ
いて決定される。パブリッシャスケジュールは、ワイヤレス通信デバイス3100によって選
択される所定のスケジュールに基づき得る。別の態様では、第1のモードおよび第2のモー
ドは論理チャネルモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信され
た所定のスケジュールに基づいて決定される。
【０２０５】
　受信機3105、処理システム3110、接続セットアップ構成要素3124、および/または送信
機3115は、図25～図27、図29、および図30に関して上で論じられた1つまたは複数の機能
を実行するように構成され得る。受信機3105は、受信機2812に対応し得る。処理システム
3110は、プロセッサ2804に対応し得る。送信機3115は、送信機2810に対応し得る。接続セ
ットアップ構成要素3124は、接続セットアップ構成要素124および/または接続セットアッ
プ構成要素2824に対応し得る。
【０２０６】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス3100は、第2のワイヤレスデバイスとのデータリ
ンクをスケジューリングするためのデータリンク属性を決定するための手段と、決定され
たデータリンク属性をフレームにおいて第2のワイヤレスデバイスに送信するための手段
とを含み得る。ある態様では、データリンク属性は制御フィールドを含むことがあり、制
御フィールドは、可用性マップインジケータ、論理チャネルインジケータ、確認フィール
ド、またはフレキシブルフィールドのうちの少なくとも1つを含むことがある。別の態様
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では、可用性マップインジケータは、マップ制御フィールドおよび可用性マップがデータ
リンク属性に存在するかどうかを示し得る。可用性マップは、データリンクに対するワイ
ヤレス通信デバイス3100の可用性を示し得る。ある態様では、論理チャネルインジケータ
は、論理チャネルインジケータフィールドがデータリンク属性において存在するかどうか
を示すことができ、論理チャネルインジケータフィールドは、データリンクに対する論理
チャネルインデックスを特定することができる。別の態様では、確認フィールドは、デー
タリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関連付けられるか、データリンクスケ
ジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンクスケジュールのネゴシエーションの
失敗を示すものと関連付けられるか、または要求されたデータリンクスケジュールの確認
と関連付けられるかを示し得る。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレス
通信デバイス3100がデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があるかどうかを
示し得る。別の態様では、フレキシブルフィールドは、ワイヤレス通信デバイス3100がフ
レームにおいて示されるデータリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し得る
。この態様では、ワイヤレス通信デバイス3100は、第2のワイヤレスデバイスから第2のフ
レームを受信するための手段を含み得る。第2のフレームは第2のデータリンク属性を含む
ことがあり、第2のデータリンク属性は、フレームにおいて示される要求されたデータリ
ンクスケジュールの確認を示す第2の確認フィールドを含むことがある。別の態様では、
フレキシブルフィールドは、ワイヤレス通信デバイス3100がデータリンクスケジュールを
ネゴシエートする意思があることを示し得る。この態様では、ワイヤレス通信デバイス31
00は、第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するための手段を含み得る。第
2のフレームは第2のデータリンク属性を含むことがあり、第2のデータリンク属性は、第2
のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを
示す第2のフレキシブルフィールドを含むことがある。第2のデータリンク属性はさらに、
データリンクに対する第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて、要求されたデータ
リンクスケジュールを示す可用性マップを含み得る。この態様では、ワイヤレス通信デバ
イス3100は、第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信するための手段を含み得る
。第3のフレームは第3のデータリンク属性を含むことがあり、第3のデータリンク属性は
、第2のデータリンク属性において示される要求されたデータリンクスケジュールの確認
を示す第3の確認フィールドを含むことがある。別の態様では、データリンク属性はさら
に、データリンクが第2のワイヤレスデバイスと確立されるようにするために、第2のワイ
ヤレスデバイスによって満たされるべき1つまたは複数の要件のセットを示すリンク条件
フィールドを含み得る。別の態様では、1つまたは複数の要件のセットは、第2のワイヤレ
スデバイスの最低の通信帯域幅、第2のワイヤレスデバイスの最低のデータレート、デー
タリンクの最低のサービス品質、ワイヤレス規格互換性情報、サポートされる空間ストリ
ームの最小の数、1つまたは複数のチャネル能力、または1つまたは複数の物理レイヤ能力
を含み得る。別の態様では、データリンク属性は、データリンク属性が有効であるいくつ
かの発見時間枠区間を示す有効時間フィールドを含み得る。別の態様では、有効時間フィ
ールドは、NDLと関連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ
許可されるかを示し得る。別の態様では、そのいくつかの発見時間枠区間における値は、
有効時間フィールドと関連付けられるNDL上で通信しているワイヤレスデバイスによって
延長可能であり得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス3100は、NDL上で第2のワイ
ヤレスデバイスとサービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するための手段
を含み得る。スケジュールは、ワイヤレス通信デバイス3100および第2のワイヤレスデバ
イスが利用可能であることが要求される少なくとも1つの時間ブロックを指定し得る。ワ
イヤレス通信デバイス3100は、スケジュールを第2のワイヤレスデバイスへ送信するため
の手段を含み得る。別の態様では、スケジュールはさらに、少なくとも1つの時間ブロッ
クにおいて指定されるデータを通信するためにワイヤレス通信デバイス3100および第2の
ワイヤレスデバイスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定し得る。
別の態様では、スケジュールは不変の部分を含むことがあり、ワイヤレス通信デバイス31
00および第2のワイヤレスデバイスは、不変の部分において指定される少なくとも1つの時
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間ブロックの中で利用可能であることが要求され得る。別の態様では、不変の部分は基本
スケジュールを含み得る。別の構成では、接続セットアップ構成要素2824は、第2のワイ
ヤレスデバイスから指示を受信するように構成されることがあり、この指示は、第2のワ
イヤレスデバイスによって不変の部分が受け入れられるかどうかを示すことがある。ある
態様では、スケジュールは準不変の部分を含むことがあり、準不変の部分において指定さ
れる少なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って第2のワイヤレス
デバイスによって選択されることになる。別の態様では、スケジュールはフレキシブルな
部分を含むことがあり、フレキシブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブ
ロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、第2のワイヤレスデバイスによって選択
されることになる。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス3100は、サービスのデータを
受信するためのQoS要件を第2のワイヤレスデバイスへ送信するための手段を含み得る。1
つまたは複数の時間ブロックはさらに、QoS要件を満たすように第2のワイヤレスデバイス
によって選択されることになる。別の態様では、フレキシブルな部分はさらに、フレキシ
ブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの各々において第2のワイヤ
レスデバイスによって使用されることになる1つまたは複数のチャネルを指定し得る。別
の態様では、フレキシブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレ
キシブルな部分の時間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルのすべてを
使用するように第2のワイヤレスデバイスに要求することがある。別の態様では、フレキ
シブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時
間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルから選択することを第2のワイヤ
レスデバイスに許すことがある。別の構成では、データリンク上で通信するためのスケジ
ュールは、ワイヤレス通信デバイス3100の第1のモードおよび第2のワイヤレスデバイスの
第2のモードに基づいて決定され得る。ある態様では、第1のモードおよび第2のモードは1
対1のモードであり、スケジュールはワイヤレス通信デバイス3100と第2のワイヤレスデバ
イスとの間のネゴシエーションに基づいて決定される。別の態様では、第1のモードは1対
1のモードにあり第2のモードは1対多数のモードにあり、スケジュールは第2のワイヤレス
デバイスから受信されたパブリッシャスケジュールに基づいて決定される。この態様では
、パブリッシャスケジュールはワイヤレス通信デバイス3100の可用性に基づき得る。別の
態様では、第1のモードは1対1のモードであり第2のモードは論理チャネルモードであり、
スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のスケジュールに基づいて
決定され得る。別の態様では、第1のモードは論理チャネルモードであり第2のモードは1
対1のモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシ
ャスケジュールに基づいて決定される。パブリッシャスケジュールは、ワイヤレス通信デ
バイス3100によって選択される所定のスケジュールに基づき得る。別の態様では、第1の
モードは論理チャネルモードであり第2のモードは1対多数のモードであり、スケジュール
は第2のワイヤレスデバイスから受信されたパブリッシャスケジュールに基づいて決定さ
れる。パブリッシャスケジュールは、ワイヤレス通信デバイス3100によって選択される所
定のスケジュールに基づき得る。別の態様では、第1のモードおよび第2のモードは論理チ
ャネルモードであり、スケジュールは第2のワイヤレスデバイスから受信された所定のス
ケジュールに基づいて決定される。
【０２０７】
　たとえば、データリンク属性を決定するための手段は、接続セットアップ構成要素3124
および/または処理システム3110を含み得る。決定されたデータリンク属性を送信するた
めの手段は、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/または送信機3
115を含み得る。第2のフレームを受信するための手段は、接続セットアップ構成要素3124
、処理システム3110、および/または受信機3105を含み得る。第3のフレームを送信するた
めの手段は、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/または送信機3
115を含み得る。データを通信するためのスケジュールを決定するための手段は、接続セ
ットアップ構成要素3124および/または処理システム3110を含み得る。スケジュールを送
信するための手段は、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、および/また



(72) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

は送信機3115を含み得る。指示を受信するための手段は、接続セットアップ構成要素3124
、処理システム3110、および/または受信機3105を含み得る。QoS要件を第2のワイヤレス
デバイスに送信するための手段は、接続セットアップ構成要素3124、処理システム3110、
および/または送信機3115を含み得る。スケジュールを決定するための手段は、接続セッ
トアップ構成要素3124および/または処理システム3110を含み得る。
【０２０８】
　上で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび/もしくはソフトウェ
ア構成要素、回路、ならびに/またはモジュールなどの、動作を実行することが可能な任
意の適切な手段によって実行され得る。一般に、動作を実行することが可能な対応する機
能的手段によって、図に示された任意の動作が実行され得る。
【０２０９】
　図32は、NANクラスタ3200を示す図である。NANクラスタ3200は、STAの5つのグループ(
たとえば、STAの第1のグループ3210、STAの第2のグループ3212、STAの第3のグループ3214
、STAの第4のグループ3216、およびSTAの第5のグループ3218)を含み得る。同じグループ
の2つのSTAがNDLを確立し得る。各NDLは、デフォルトNDLスケジュールを組み込み得る。
デフォルトNDLスケジュールは、NDLと関連付けられるSTAがNDLスケジュールをネゴシエー
トすることを要求しない。デフォルトNDLスケジュールは、NANクラスタ3200においてパブ
リッシュされることがあり、または、業界規格に基づいて関連するSTAによって決定され
ることがある。この例では、STAの第5のグループ3218を接続するNDLは、デフォルトNDLス
ケジュールを使用し得る。
【０２１０】
　さらに、サービス提供者(またはパブリッシャ)と関連付けられるNDLは、デフォルトNDL
スケジュールの代わりにサービス提供者によって決定されるサービスNDLスケジュールを
使用し得る。これらのNDLと関連付けられるサブスクライバは、サービス提供者からサー
ビスNDLスケジュールを受信し得る。サービスNDLスケジュールは、これらのNDLと関連付
けられるSTAがサービスNDLスケジュールをネゴシエートすることを要求しない。サービス
提供者は、発見時間枠/固定された区間(たとえば、発見時間枠202および固定された区間2
04)においてサービスNDLスケジュールを広告し得る。この例では、STAの第3のグループ32
14を接続するNDLは、サービス提供者STAによって提供されるサービスNDLスケジュールを
使用する。同様に、STAの第3のグループ3214を接続するNDLは、別のサービス提供者STAに
よって提供されるサービスNDLスケジュールを使用する。
【０２１１】
　加えて、2つのSTAが、相互に合意可能なNDLスケジュールをネゴシエートするためにメ
ッセージを交換し得る。この例では、STAの第1のグループ3210を接続するNDLは、STAの第
1のグループ3210によってネゴシエートされるNDLスケジュールを使用する。同様に、STA
の第2のグループ3212を接続するNDLは、STAの第2のグループ3212によってネゴシエートさ
れるNDLスケジュールを使用する。
【０２１２】
　図33は、NANデータクラスタ(NDC)を示す図3300である。NDCは、1つまたは複数のNDLに
よって接続されるSTAの集合体であると見なされ得る。NDCは、2つ以上のSTAを含み得る。
この例では、図33は、NDC3310がN個のSTA(たとえば、第1のSTA3321、第2のSTA3322、第3
のSTA3323、第4のSTA3324、第5のSTA3325、...、および第NのSTA3379)を含むことを示し
ている。NDCは、1つまたは複数のNDLを含み得る。この例では、NDC3310は、3つのNDL(た
とえば、第1のNDL3332、第2のNDL3334、および第3のNDL3336)を含む。さらに、第1のSTA3
321は、第1のNDL3332上で第2のSTA3322とデータを通信し得る。第1のSTA3321は、第2のND
L3334上で第3のSTA3323および第4のSTA3324とデータを通信し得る。第1のSTA3321は、第3
のNDL3336上で第5のSTA3325から第NのSTA3379とデータを通信し得る。
【０２１３】
　NDLは、NDLと関連付けられるSTAがデータを通信することを可能にし、データを通信す
るために関連するSTAによって使用されるべき時間およびチャネル(たとえば、周波数)の
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ブロックのスケジュールを含む、機構であり得る。NDCの中のNDLの各々は、同じ基本NDL
スケジュールを組み込み得る。すなわち、NDCの中のSTAの各々は、基本NDLスケジュール
によって指定されるチャネル/時間ブロック上で起動しており、データを通信するのに利
用可能である。したがって、基本NDLスケジュールは、NDLおよびSTAを管理するために使
用され得る。特に、基本NDLスケジュールは、STAのうちの1つまたは複数が異なるNANクラ
スタに移動し得るときでも、NDCの中のSTAの同期を確実にするために使用され得る。
【０２１４】
　複数のNDL(たとえば、NDL3332、3334、3336)を有するNANデバイス(たとえば、第1のSTA
3321)は、グループNDLスケジュールを指定し得る。グループNDLスケジュールは、NDLと関
連付けられるすべてのデバイス(たとえば、第1のSTA3321、第2のSTA3322、...、第NのSTA
3379)が起動しているチャネル/時間ブロックを示す。基本NDLスケジュールは、グループN
DLスケジュールの一部である。グループNDLスケジュールは、NDLが追加されるにつれて適
応する。新しいNDLは、グループNDLスケジュールの一部を採用し得る。グループNDLスケ
ジュールは、新しいNDLが作成されるときに修正され得る。
【０２１５】
　さらに、例として、第1のSTA3321はサービスのパブリッシャであることがあり、第2のS
TA3322はサブスクライバであることがある。図34は、第1のNDL3332のNDLスケジュールを
示す図3400である。この例では、第1のSTA3321と第2のSTA3322との間の第1のNDL3332は、
物理チャネルまたは論理チャネルであり得るK個のチャネルを含み得る。2つの連続する発
見時間枠/固定された区間の間の期間は、上で説明されたM個のNDL-TBを含み得る。たとえ
ば、スケジューリング期間と呼ばれ得る、図2に示される発見時間枠202および固定された
区間204と発見時間枠218および固定された区間220との間の期間は、M個のNDL-TBを含むこ
とがあり、M個のNDL-TBは第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB212を含む。
【０２１６】
　したがって、あるスケジューリング期間における第1のNDL3332上の時間/チャネルのリ
ソースが、時間/チャネルリソースグリッド3404として図示され得る。この例では、Kは12
でありMは14である。すなわち、14個のNDL-TBおよび12個のチャネルがある。
【０２１７】
　サービスのパブリッシャまたはサブスクライバは、パブリッシャとサブスクライバとの
間でデータを通信するためのNDLスケジュール(たとえば、時間/チャネルリソースグリッ
ド3404上でのリソース割振り)を決定し得る。NDLスケジュールは、パブリッシャおよびサ
ブスクライバが起動状態になることができるNDL-TBと、パブリッシャおよびサブスクライ
バがデータを通信するために使用できるチャネルとを規定する。例として、時間/チャネ
ルリソースグリッド3404上の影付きのブロックは、通信のために使用されるべき利用可能
なNDL-TBおよびチャネルを示す。より具体的には、時間/チャネルリソースグリッド3404
は、NDL-TB0および1においてパブリッシャおよびサブスクライバが起動状態になることが
できチャネル1、5、および10でデータを通信できることをとりわけ規定する、NDLスケジ
ュールを示す。
【０２１８】
　NDLスケジュールを決定するSTA(たとえば、第1のSTA3321または第2のSTA3322)は、スケ
ジューラと呼ばれ得る。スケジューラは、不変であるものとして、準不変であるものとし
て、フレキシブルであるものとして、またはこれらの組合せであるものとして、NDLスケ
ジュールを決定し得る。具体的には、スケジューラは、完全に不変であるNDLスケジュー
ルを決定し得る。スケジューラはまた、不変の部分とフレキシブルな部分とを含むNDLス
ケジュールを決定し得る。スケジューラはさらに、不変の部分と、準不変の部分と、フレ
キシブルな部分とを含むNDLスケジュールを決定し得る。したがって、時間/チャネルリソ
ースグリッド3404の一部分またはすべてが不変であることがある。時間/チャネルリソー
スグリッド3404の一部分またはすべてが準不変であることがある。時間/チャネルリソー
スグリッド3404の一部分またはすべてがフレキシブルであることがある。
【０２１９】
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　スケジューラがNDLスケジュールを決定した後で、スケジューラは、スケジューリング
フレーム3410において、決定されたNDLスケジュールを他の関係者に示す情報を送信し得
る。スケジューリングフレーム3410は、フレームヘッダ3412とフレーム本体3416とを含み
得る。フレーム本体3416は、NDLセットアップ属性3422を含み得る。一例では、NDLセット
アップ属性3422は、時間/チャネルリソースグリッド3404上でのNDLスケジュールを示すビ
ットマップ3434を含み得る。
【０２２０】
　この例では、第1のSTA3321は、パブリッシャであることがあり、またはスケジューラで
あることもある。第2のSTA3322は、第1のSTA3321(たとえば、パブリッシャ)のサービスに
サブスクライブしたサブスクライバであり得る。さらに、第1のSTA3321は、時間/チャネ
ルリソースグリッド3404のためのNDLスケジュールを決定し得る。より具体的には、この
例では、時間/チャネルリソースグリッド3404のNDL-TB0からNDL-TB4のためのNDLスケジュ
ールは不変であり得る。NDL-TB5からNDL-TB9のためのNDLスケジュールは準不変であり得
る。NDL-TB10からNDL-TB13のためのNDLスケジュールはフレキシブルであり得る。時間/チ
ャネルリソースグリッド3404のNDL-TB0からNDL-TB4のためのNDLスケジュールは、NDLスケ
ジュールの不変の部分3405と呼ばれ得る。時間/チャネルリソースグリッド3404のNDL-TB5
からNDL-TB9のためのNDLスケジュールは、NDLスケジュールの準不変の部分3406と呼ばれ
得る。時間/チャネルリソースグリッド3404のNDL-TB10からNDL-TB13のためのNDLスケジュ
ールは、NDLスケジュールのフレキシブルな部分3407と呼ばれ得る。スケジューリングフ
レーム3410のNDLセットアップ属性3422は、不変の部分3405、準不変の部分3406、および
フレキシブルな部分3407を示す情報を含み得る。
【０２２１】
　第1のSTA3321は、時間/チャネルリソースグリッド3404のための決定されたNDLスケジュ
ールを第2のSTA3322に送信する。不変の部分3405は、第2のSTA3322によってすべてが受け
入れられるか拒否されなければならない。第2のSTA3322が、不変の部分3405によって定め
られる1つまたは複数のチャネル/時間ブロック3408において起動状態になることができず
、第1のSTA3321とデータを通信できない場合、第2のSTA3322はNDLスケジュールを拒否し
得る。たとえば、第2のSTA3322は、拒否を示すフレームを第1のSTA3321に送信し得る。第
2のSTA3322が不変の部分3405を受け入れる場合、第2のSTA3322は、受け入れを示すフレー
ムを第1のSTA3321に送信し得る。
【０２２２】
　NDLスケジュールの準不変の部分3406は、第1のSTA3321が利用可能であり、第2のSTA332
2が所定の規則または論理に基づいてNDL-TBのサブセットをそこから選択できる、チャネ
ル/時間ブロック3408を示す。チャネル/時間ブロック3408を選択する際にはチャネルのフ
レキシビリティはないことがある。すなわち、第2のSTA3322は、準不変の部分3406の利用
可能なNDL-TBから1つまたは複数のNDL-TBを選択し得る。しかし、第2のSTA3322は、選択
されたNDL-TBに対して指定されるすべてのチャネル上で利用可能であることが要求される
。第2のSTA3322は、第1のSTA3321とデータを通信するために第2のSTA3322がある数のNDL-
TBの間だけ起動状態(たとえば、ノーマルモードで動作する)であればよいと決定し得る。
したがって、第2のSTA3322は、準不変の部分3406の残りの時間の間、スリープ状態になる
(たとえば、エネルギー節約モードで動作する)と決めることがある。第2のSTA3322は、所
定の規則または論理に基づいて、準不変の部分3406からNDL-TBを選択し得る。
【０２２３】
　図34に示される例では、時間/チャネルリソースグリッド3404のためのNDLスケジュール
は、第1のSTA3321がNDL-TB6～9においてチャネル1、6、および11上で利用可能であること
を示す。所定の規則または論理は、第2のSTA3322が準不変の部分3406において利用可能な
NDL-TBを末端から切り落とすことを可能にし得る。例として、第2のSTA3322は、必要性お
よび所定の規則に基づいて、NDL-TB6～7の間に起動状態となり、NDL-TB8～9においてスリ
ープ状態になると決めることがある。言い換えると、利用可能なNDL-TB8～9は、第2のSTA
3322によって切り落とされる。必要に応じて、第2のSTA3322は、選択されたNDL-TB6～7に



(75) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

おいてチャネル1、6、および11上で利用可能である。さらに、第2のSTA3322は、準不変の
部分3406におけるNDL-TBの選択に関する情報を第1のSTA3321に送信し得る。たとえば、第
2のSTA3322は、スケジューリングフレーム3410を使用してそのような情報を送信し得る。
さらに、準不変の部分3406は、グループNDLスケジュールに含まれ得る。
【０２２４】
　NDLスケジュールのフレキシブルな部分は、第1のSTA3321が利用可能なチャネル/時間ブ
ロック3408を示す。第2のSTA3322は、第1のSTA3321とデータを通信するためのチャネル/
時間ブロック3408のいずれをも選択しないことがあり、またはそれらのうちの1つまたは
複数を選択することがある。一構成では、第1のSTA3321はまた、フレキシブルな部分3407
におけるNDL-TBとチャネルの両方が選択についてフレキシブルであることを示す指示を送
信し得る。言い換えると、第2のSTA3322は、任意の利用可能なチャネル上の、およびフレ
キシブルな部分3407において指定される任意の利用可能なNDL-TBの中の、チャネル/時間
ブロック3408を選択し得る。図34に示される例では、時間/チャネルリソースグリッド340
4のフレキシブルな部分3407の中の影付きの部分は、第2のSTA3322(たとえば、サブスクラ
イバ)がその中から選択するのに利用可能なチャネル/時間ブロック3408である。この構成
では、例として、NDL-TBが選択についてフレキシブルであるので、第2のSTA3322は、利用
可能なNDL-TB10～13からNDL-TB10(または任意の他のNDL-TB)を選択することができる。さ
らに、チャネル4～8はNDL-TB10に対して利用可能である。チャネルが選択についてフレキ
シブルであるので、第2のSTA3322は、利用可能なチャネル4～8からチャネル4(または任意
の他のチャネル)を選択することができる。すなわち、第2のSTA3322は、NDL-TB10上で起
動状態となり、NDL-TB10においてチャネル4で利用可能になると決定する。
【０２２５】
　別の構成では、第1のSTA3321は、フレキシブルな部分3407の中のNDL-TBは選択について
フレキシブルであるが、チャネルは選択されたNDL-TBに対して固定されていることを示す
、指示を送信し得る。この構成では、例として、NDL-TBが選択についてフレキシブルであ
るので、第2のSTA3322は、利用可能なNDL-TB10～13からNDL-TB10(または任意の他のNDL-T
B)を選択することができる。第2のSTA3322がNDL-TB10を選択すると、第2のSTA3322は、ND
L-TB10のためにフレキシブルな部分3407において指定される、チャネル4～8のすべてで利
用可能であることが要求される。すなわち、第2のSTA3322は、NDL-TB10上で起動状態とな
り、NDL-TB10においてチャネル4～8で利用可能になると決定する。
【０２２６】
　いくつかの構成では、第1のSTA3321はまた、第1のSTA3321によって提供されるサービス
のQoS要件を第2のSTA3322に送信し得る。たとえば、QoS要件は、サービスのデータを受信
するための最小の量の時間とブロック間時間要件とを規定し得る。さらに、NDLセットア
ップ属性3422はさらにQoSフィールド3442を含み得る。第1のSTA3321は、スケジューリン
グフレーム3410のQoSフィールド3442にQoS要件を示す情報を含めることができ、これは次
いで第2のSTA3322に送信される。
【０２２７】
　したがって、QoS情報を受信すると、第2のSTA3322は、QoS要件を満たすことができるチ
ャネル/時間ブロック3408をフレキシブルな部分3407から選択し得る。たとえば、第2のST
A3322は、最小の量の時間の要件を集合的に満たし、それらの各々の2つのNDL-TBがブロッ
ク間要件を満たす期間によって分離される、異なる時間におけるチャネル/時間ブロック3
408の集合体を選択し得る。
【０２２８】
　さらに、第2のSTA3322は、選択されたチャネル/時間ブロック3408を示す情報を、ある
フレームにおいて第1のSTA3321に送信し得る。たとえば、第2のSTA3322は同様に、スケジ
ューリングフレーム3410を使用し得る。より具体的には、スケジューリングフレーム3410
は、選択されたチャネル/時間ブロック3408を示すビットマップ3434を搬送する、NDLセッ
トアップ属性3422を含み得る。
【０２２９】
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　上で説明されたように、第1のSTA3321および第2のSTA3322は、両方によって受け入れ可
能な第1のNDL3332のNDLスケジュールを決定し得る。したがって、第1のSTA3321および第2
のSTA3322は、チャネル上で、かつ受け入れられたNDLスケジュールにおいて指定されるND
L-TBにおいて、互いにデータを通信するのに利用可能であり得る。
【０２３０】
　図35Aは、NDL上での第1の例示的なスケジューリング手順を示す呼フロー図3500である
。図35Aを参照すると、第1のSTA3502および第2のSTA3504はNAN(または別のワイヤレスネ
ットワーク)の中にあり得る。ある態様では、第2のSTA3504がサービスをパブリッシュし
ていることがあり、第1のSTA3502がサービス(たとえば、ビデオストリーミングサービス)
にサブスクライブすることを望むことがある。言い換えると、第1のSTA3502はパブリッシ
ャであることがあり、第2のSTA3504はサブスクライバであることがある。例として、図2
に示される発見時間枠202および固定された区間204の中で、第1のSTA3502および第2のSTA
3504は、動作3505において、発見手順を通じて互いに発見し、第1のSTA3502と第2のSTA35
04との間でNDLの初期セッションセットアップを完了し得る。
【０２３１】
　動作3506において、第1のSTA3502は不変のNDLスケジュールを決定する。NDLスケジュー
ルは、図2に示される発見時間枠202および固定された区間204と発見時間枠218および固定
された区間220との間のNDL-TBの一部またはすべてにおいて利用可能なチャネル/時間ブロ
ック3408を規定し得る。不変のNDLスケジュールは、図34に示された不変の部分3405に類
似していることがある。したがって、第1のSTA3502は、決定された不変のNDLスケジュー
ルを示す情報を第2のSTA3504に送信する。具体的には、第1のSTA3502は、情報を搬送する
スケジューリングフレーム3410を送信し得る。動作3508において、第2のSTA3504は不変の
NDLスケジュールが受け入れ可能であると決定する。したがって、第2のSTA3504は、不変
のNDLスケジュールの受け入れの確認を第1のSTA3502に送信する。この確認はフレームに
おいて搬送され得る。この例では、動作3505～3508は、発見時間枠202および固定された
区間204において実行され得る。続いて、動作3510において、第1のSTA3502および第2のST
A3504は、不変のNDLスケジュールに従ってチャネル/時間ブロック3408においてデータを
通信し得る。たとえば、不変のNDLスケジュールは、第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB21
2を含み得る。
【０２３２】
　図35Bは、NDL上での第2の例示的なスケジューリング手順を示す呼フロー図3550である
。図35Bを参照すると、第1のSTA3552および第2のSTA3554はNAN(または別のワイヤレスネ
ットワーク)の中にあり得る。ある態様では、第2のSTA3554がサービスをパブリッシュし
ていることがあり、第1のSTA3552がサービス(たとえば、ビデオストリーミングサービス)
にサブスクライブすることを望むことがある。言い換えると、第1のSTA3552はパブリッシ
ャであることがあり、第2のSTA3554はサブスクライバであることがある。例として、図2
に示される発見時間枠202および固定された区間204の中で、第1のSTA3552および第2のSTA
3554は、動作3555において、発見手順を通じて互いに発見し、第1のSTA3552と第2のSTA35
54との間でNDLの初期セッションセットアップを完了し得る。動作3556において、第1のST
A3552は、図34に示されるように、不変の部分3405とフレキシブルな部分3407とを含むNDL
スケジュールを決定する。NDLスケジュールは、準不変の部分3406を含まない。NDLスケジ
ュールは、発見時間枠202および固定された区間204と発見時間枠218および固定された区
間220との間のNDL-TBの一部またはすべてにおいて利用可能なチャネル/時間ブロック3408
を規定し得る。したがって、第1のSTA3552は、決定されたNDLスケジュールを示す情報を
第2のSTA3554に送信する。具体的には、第1のSTA3552は、情報を搬送するスケジューリン
グフレーム3410を送信し得る。
【０２３３】
　動作3558において、第2のSTA3554はNDLスケジュールの不変の部分3405が受け入れ可能
であると決定する。さらに、第2のSTA3554は、フレキシブルな部分3407からチャネル/時
間ブロック3408の集合体を選択し得る。チャネル/時間ブロック3408の選択された部分は
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、フレキシブルな部分3407において利用可能なチャネル/時間ブロック3408のサブセット
である。したがって、第2のSTA3554は、不変の部分3405の受け入れとフレキシブルな部分
3407からのチャネル/時間ブロック3408の選択された集合体とを示す情報を第1のSTA3552
に送信する。この情報はフレーム(たとえば、スケジューリングフレーム3410)において搬
送され得る。動作3560において、第1のSTA3552は、不変の部分3405の受け入れとチャネル
/時間ブロック3408の選択された集合体とを示す情報を第2のSTA3554から受信する。第1の
STA3552はさらに、チャネル/時間ブロック3408の選択された集合体が受け入れ可能である
と決定し得る。したがって、第1のSTA3552は、確認を第2のSTA3554に送信し得る。この確
認は、チャネル/時間ブロック3408の選択された集合体が第1のSTA3552によって受け入れ
られることを第2のSTA3554に示す。この例では、動作3555～3560は、発見時間枠202およ
び固定された区間204において実行され得る。続いて、動作3562において、第1のSTA3552
および第2のSTA3554は、相互に受け入れ可能なNDLスケジュールに従ってチャネル/時間ブ
ロック3408においてデータを通信し得る。たとえば、不変のNDLスケジュールは、第1のND
L-TB206および第2のNDL-TB212を含み得る。
【０２３４】
　NDL(たとえば、第1のNDL3332)のNDLスケジュールをセットアップするためのスケジュー
リングフレーム3410のNDLセットアップ属性3422は、NDL上でNDL-TBをスケジューリングす
るためのシグナリング、NDLの時間長、およびNDLのQoS要件のうちの1つまたは複数を示し
得る。より具体的には、NDL-TBをスケジューリングするためのシグナリングは、基本スケ
ジュール、グループスケジュール、フレキシブル時間ブロック、およびNDL-TBにおけるペ
ージングの使用のうちの1つまたは複数のためのシグナリングを含み得る。QoS要件は、ス
ケジューリングフレーム3410を受信するSTA(たとえば、第2のSTA3322、サブスクライバ)
のためのレイテンシ要件および/またはデータレート要件を示し得る。NDLセットアップ属
性3422は、セットアップのために費やされる余剰のエアタイムを避けるために、小型であ
ることが要求され得る。
【０２３５】
　NDLセットアップ属性3422は、512個のTUよりも長い、たとえば最大で8192個のTUのタイ
ムラインを示す必要があり得る。一技法では、NDLの1つまたは複数のチャネル上のNDLス
ケジュールを示すために、ビットマップが使用され得る。ビットマップはパラメータnを
示すことがあり、これは、ビットマップがわたる発見区間(たとえば、図2に示される通信
区間200)の数を表す2nを計算するためにスケジューリングフレーム3410の受信者(たとえ
ば、第2のSTA3322)によって使用される。例として、パラメータnは、0、1、2、3、または
4であり得る。さらに、ビットマップは、NDL-TBの時間長をTUのグループの数で示し得る
。TUのグループは、所定の数のTUを含み得る。例として、所定の数のTUは16個のTUであり
得る。加えて、ビットマップは、ビットマップの開始をオクテットの単位で示し得る。さ
らに、各ビットマップからの先行する0および/または後続の0は除去され得る。
【０２３６】
　代替的に、NDLセットアップ属性3422は、ビットマップの代わりに定期的な指示によっ
てNDLのためのNDLスケジュールを示し得る。定期的な指示は存在または不在を示し得る。
定期的な指示が存在を示すように構成されるとき、定期的な指示は、起動状態NDL-TB(た
とえば、図2に示される第1のNDL-TB206および第2のNDL-TB212)を示す。定期的な指示が不
在を示すように構成されるとき、定期的な指示はスリープ期間(たとえば、第1のNDL-TB20
6と第2のNDL-TB212との間の期間)を示す。
【０２３７】
　チャネルに対する定期的な指示は、以前のDWからの開始オフセット(たとえば、図2に示
されるNDLオフセット)を、所定の数のTUのグループの数で示し得る(たとえば、1つのグル
ープは16個のTUを含み得る)。さらに、定期的な指示は、NDLスケジュールの周期性を示し
得る。たとえば、周期性は、ある起動状態NDL-TB(またはあるスリープ期間)の開始から次
の起動状態NDL-TB(または次のスリープ期間)の開始までの時間長であり得る。周期性の時
間長はTUの数で示され得る。さらに、定期的な指示は、起動状態NDL-TBの時間長(存在の
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定期的な指示のための)またはスリープ期間の時間長(不在の定期的な指示のための)をTU
の数で示し得る。
【０２３８】
　さらに、各NDLのためのNDLスケジュールは基本NDLスケジュールを含み得る。基本NDLス
ケジュールは、定期的であることがあり、定期的な指示を使用して示されることがある。
【０２３９】
　さらに、NDLの各チャネル上でのNDLスケジュールのフレキシブルな部分(たとえば、図3
4に示されるフレキシブルな部分3407)は、上で説明されたようなビットマップまたは定期
的な指示によって示され得る。定期的な指示を使用するとき、不在の定期的な指示と存在
の定期的な指示の組合せが、フレームサイズを最適化するために一緒に使用され得る。
【０２４０】
　図36は、NANセットアップ属性3422のフィールドを示す図3600である。NDLセットアップ
属性3422は、1つまたは複数のフィールドを含み得る。NDLセットアップ属性3422は属性ID
フィールドを含むことがあり、属性IDフィールドの値は、NAN属性(たとえば、NDLセット
アップ属性3422)のタイプを識別するために使用される。属性IDフィールドは1オクテット
を含み得る。例として、属性IDフィールドの値は0x0Cであり得る。NDLセットアップ属性3
422は長さフィールドを含むことがあり、長さフィールドの値は、NDLセットアップ属性34
22における長さフィールドに後続するフィールドの長さを示す。長さフィールドは2オク
テットを含み得る。長さフィールドの値は可変であり得る。NDLセットアップ属性3422はN
DL IDフィールドを含むことがあり、NDL IDフィールドの値は、NDLセットアップ属性3422
と関連付けられるNDLを一意に識別する。NDL IDフィールドは6オクテットを含み得る。ND
L IDフィールドの値は可変であり得る。NDLセットアップ属性3422は有効時間フィールド
を含むことがあり、有効時間フィールドの値は、NDLセットアップ属性3422が有効である
発見区間の数を示す。有効時間フィールドは1オクテットを含み得る。有効時間フィール
ドの値は可変であり得る。NDLセットアップ属性3422はレート要件フィールドを含むこと
があり、レート要件フィールドの値は要求されるデータレートをMbpsで示す。レート要件
フィールドは1オクテットを含み得る。レート要件フィールドの値は可変であり得る。NDL
セットアップ属性3422はレイテンシ要件フィールドを含むことがあり、レイテンシ要件フ
ィールドの値はパケットレイテンシ要件を示す。レイテンシ要件フィールドは1オクテッ
トを含み得る。レイテンシ要件フィールドの値は可変であり得る。NDLセットアップ属性3
422は基本スケジュールフィールドを含むことがあり、基本スケジュールフィールドは、
基本NDLスケジュールを示す時間ブロック長値サブフィールド3622を含むことがある。基
本スケジュールフィールドは、可変の数のオクテットを含み得る。基本スケジュールフィ
ールドの値は可変であり得る。NDLセットアップ属性3422はデータリンクスケジュールフ
ィールドを含むことがあり、データリンクスケジュールフィールドは、NDLスケジュール(
たとえば、時間/チャネルリソースグリッド3404のためのNDLスケジュール)を示す1つまた
は複数の時間ブロック長値サブフィールド3622を含むことがある。データリンクスケジュ
ールフィールドは、可変の数のオクテットを含み得る。基本スケジュールフィールドの値
は可変であり得る。
【０２４１】
　時間ブロック長値サブフィールド3622は長さセクションを含むことがあり、長さセクシ
ョンの値は時間ブロック長値サブフィールド3622の長さを示す。長さセクションは1オク
テットを含み得る。長さセクションの値は可変であり得る。時間ブロック長値サブフィー
ルド3622は制御セクション3632を含むことがあり、制御セクション3632の値は、時間ブロ
ック長値サブフィールド3622がビットマップを使用するか、存在の定期的な指示を使用す
るか、または不在の定期的な指示を使用するかを示す。制御セクション3632は1オクテッ
トを含み得る。制御セクション3632の値は可変であり得る。時間ブロック長値サブフィー
ルド3622は動作クラスセクションを含むことがあり、動作クラスセクションの値は、時間
ブロック長値サブフィールド3622において搬送されるNDLスケジュールが適用されるべき
チャネルを識別する。動作クラスセクションは1オクテットを含み得る。動作クラスセク
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ションの値は可変であり得る。時間ブロック長値サブフィールド3622はスケジュールセク
ション3638を含むことがあり、スケジュールセクションの値はNDLスケジュール(たとえば
、時間/チャネルリソースグリッド3404のためのNDLスケジュール)を表す。スケジュール
セクション3638は、可変の数のオクテットを含み得る。スケジュールセクション3638の値
は可変であり得る。
【０２４２】
　制御セクション3632は定期的/ビットマップサブセクションを含むことがあり、定期的/
ビットマップサブセクションの値はスケジュールセクション3638がNDLスケジュールを表
すビットマップまたは定期的な指示を搬送するかどうかを示す。定期的/ビットマップサ
ブセクションは1ビットを含み得る。制御セクション3632は存在/不在サブセクションを含
むことがあり、存在/不在サブセクションの値は、定期的な指示が使用されるときにそれ
が存在を示しているか不在を示しているかを示す。存在/不在サブセクションは1ビットを
含み得る。制御セクション3632は予備サブセクションを含むことがあり、その値は、定期
的な指示が使用されるときにそれが存在を示しているか不在を示しているかを示す。予備
サブセクションは4ビットを含み得る。
【０２４３】
　スケジュールセクション3638は定期的なスケジュール3642を搬送することがあり、これ
は定期的な指示を含む。定期的なスケジュール3642はオフセットサブセクションを含むこ
とがあり、これは2オクテットを含むことがあり、上で説明されたような開始オフセット
を示す。定期的なスケジュール3642は周期性サブセクションを含むことがあり、これは2
オクテットを含むことがあり、上で説明されたようなNDLスケジュールの周期性を示す。
定期的なスケジュール3642は時間ブロック長サブセクションを含むことがあり、これは1
オクテットを含むことがあり、上で説明されたような起動状態NDL-TBまたはスリープ期間
の時間長を示す。
【０２４４】
　スケジュールセクション3638はビットマップスケジュール3646を搬送することがあり、
これはNDLスケジュールを表すビットマップを含む。ビットマップスケジュール3646はビ
ットマップスパンサブセクションを含むことがあり、これは3ビットを含むことがあり、
上で説明されたようなビットマップがわたる発見区間の数を示す。ビットマップスケジュ
ール3646は開始オフセットサブセクションを含むことがあり、これは2ビットを含むこと
があり、上で説明されたようなビットマップの開始を示す。ビットマップスケジュール36
46は予備サブセクションを含むことがあり、これは4ビットを含むことがある。ビットマ
ップスケジュール3646はビットマップサブセクションを含むことがあり、これは可変の数
のビットを含むことがあり、上で説明されたようなNDLスケジュールを表すビットマップ
を搬送する。
【０２４５】
　図37は、NDLをスケジューリングするための方法(プロセス)のフローチャート3700であ
る。方法は、第1のワイヤレスデバイス(たとえば、第1のSTA3321、第2のSTA3322、...、
第NのSTA3379、ワイヤレスデバイス3800/3902)によって実行され得る。
【０２４６】
　動作3713において、第1のワイヤレスデバイスは、NDL上で第2のワイヤレスデバイスと
サービスのデータを通信するためのスケジュールを決定する。スケジュールは、第1のワ
イヤレスデバイスおよび第2のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求される少
なくとも1つの時間ブロックを指定する。たとえば、図35Bを参照すると、第1のSTA3552は
、第2のSTA3554とNDL上でサービスのデータを通信するためのスケジュールを決定し得る
。スケジュールは、第1のSTA3552および第2のSTA3554が利用可能であることが要求される
少なくとも1つの時間ブロックを指定し得る。第1のSTA3552は、第1のSTA3552が利用可能
である時間ブロックを決定することによって、NDLスケジュールを決定し得る。第1のSTA3
552は、第1のSTA3552が利用可能である時間ブロックの周期性を決定し得る。第1のSTA355
2が利用可能である決定された時間ブロックの中から、第1のSTA3552は、あるサブセット
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を不変であるものとして指定するために選択することができ、すなわち、時間ブロックの
そのサブセットに対して、第1のSTA3552および第2のSTA3554は利用可能でなければならな
い。
【０２４７】
　動作3716において、第1のワイヤレスデバイスは、スケジュールを第2のワイヤレスデバ
イスに送信する。ある構成では、スケジュールはさらに、少なくとも1つの時間ブロック
において指定されるデータを通信するために第1のワイヤレスデバイスおよび第2のワイヤ
レスデバイスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する。いくつか
の構成では、スケジュールは不変の部分を含む。第1のワイヤレスデバイスおよび第2のワ
イヤレスデバイスは、不変の部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの中
で利用可能であることが要求され得る。不変の部分は基本スケジュールを含み得る。いく
つかの構成では、スケジュールは準不変の部分を含む。準不変の部分において指定される
少なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って第2のワイヤレスデバ
イスによって選択されることになる。いくつかの構成では、スケジュールはフレキシブル
な部分を含む。フレキシブルな部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの
うちの1つまたは複数の時間ブロックが、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるこ
とになる。たとえば、図35Bを参照すると、第1のSTA3552は、第2のSTA3554にNDLスケジュ
ールを送信し得る。
【０２４８】
　いくつかの構成では、動作3719において、第1のワイヤレスデバイスは、サービスのデ
ータを受信するためのQoS要件を第2のワイヤレスデバイスへ送信する。1つまたは複数の
時間ブロックはさらに、QoS要件を満たすように第2のワイヤレスデバイスによって選択さ
れることになる。いくつかの態様では、フレキシブルな部分はさらに、フレキシブルな部
分において指定される少なくとも1つの時間ブロックの各々において第2のワイヤレスデバ
イスによって使用されることになる1つまたは複数のチャネルを指定する。いくつかの構
成では、フレキシブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシ
ブルな部分の時間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルのすべてを使用
するように第2のワイヤレスデバイスに要求する。いくつかの構成では、フレキシブルな
部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時間ブロッ
クに対して指定される1つまたは複数のチャネルから選択することを第2のワイヤレスデバ
イスに許す。たとえば、図35Bを参照すると、第1のSTA3552は、NDL上でデータを受信する
ためのQoS要件を第2のSTA3554に送信し得る。
【０２４９】
　いくつかの構成では、動作3723において、第1のワイヤレスデバイスは、第2のワイヤレ
スデバイスから指示を受信する。この指示は、不変の部分が第2のワイヤレスデバイスに
よって受け入れられるかどうかを示す。たとえば、図35Bを参照すると、第1のSTA3552は
、NDLスケジュールの不変の部分が第2のSTA3554によって受け入れられるかどうかの指示
を第2のSTA3554から受信し得る。
【０２５０】
　図38は、例示的なワイヤレス通信デバイス3800の機能ブロック図である。ワイヤレス通
信デバイス3800は、第1のSTA3321、第2のSTA3322、...、第NのSTA3379のうちの1つであり
得る。ワイヤレス通信デバイス3800は、受信機3805、送信機3815、および処理システム38
10を含み得る。処理システム3810は、NDLスケジューリング構成要素/回路3824を含み得る
。NDLスケジューリング構成要素/回路3824は、本明細書において列挙される様々な機能を
実行するように構成され得る。一態様では、ワイヤレス通信デバイス3800は、第1のワイ
ヤレスデバイスであり得る。いくつかの構成では、NDLスケジューリング構成要素/回路38
24は、NDL上で第2のワイヤレスデバイスとサービスのデータを通信するためのスケジュー
ルを決定するように構成され得る。スケジュールは、第1のワイヤレスデバイスおよび第2
のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求される少なくとも1つの時間ブロック
を指定する。NDLスケジューリング構成要素/回路3824は、スケジュールを送信機3815に送
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信するように構成され得る。送信機3815は、スケジュールを第2のワイヤレスデバイスに
送信するように構成され得る。ある構成では、スケジュールはさらに、少なくとも1つの
時間ブロックにおいて指定されるデータを通信するために第1のワイヤレスデバイスおよ
び第2のワイヤレスデバイスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定す
る。
【０２５１】
　いくつかの構成では、スケジュールは不変の部分を含む。第1のワイヤレスデバイスお
よび第2のワイヤレスデバイスは、不変の部分において指定される少なくとも1つの時間ブ
ロックの中で利用可能であることが要求され得る。不変の部分は基本スケジュールを含み
得る。いくつかの構成では、受信機3805は、第2のワイヤレスデバイスから指示を受信す
るように構成され得る。この指示は、不変の部分が第2のワイヤレスデバイスによって受
け入れられるかどうかを示す。受信機3805は、指示をNDLスケジューリング構成要素/回路
3824に送信するように構成され得る。いくつかの構成では、スケジュールは準不変の部分
を含む。準不変の部分において指定される少なくとも1つの時間ブロックのサブセットが
、所定の規則に従って第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる。いくつ
かの構成では、スケジュールはフレキシブルな部分を含む。フレキシブルな部分において
指定される少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、第2
のワイヤレスデバイスによって選択されることになる。
【０２５２】
　いくつかの構成では、送信機3815は、サービスのデータを受信するためのQoS要件を第2
のワイヤレスデバイスへ送信するように構成され得る。1つまたは複数の時間ブロックは
さらに、QoS要件を満たすように第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる
。いくつかの態様では、フレキシブルな部分はさらに、フレキシブルな部分において指定
される少なくとも1つの時間ブロックの各々において第2のワイヤレスデバイスによって使
用されることになる1つまたは複数のチャネルを指定する。いくつかの構成では、フレキ
シブルな部分は、第2のワイヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時
間ブロックに対して指定される1つまたは複数のチャネルのすべてを使用するように第2の
ワイヤレスデバイスに要求する。いくつかの構成では、フレキシブルな部分は、第2のワ
イヤレスデバイスによって選択されるフレキシブルな部分の時間ブロックに対して指定さ
れる1つまたは複数のチャネルから選択することを第2のワイヤレスデバイスに許す。
【０２５３】
　装置は、図37の上述のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロックの各々を実行す
る、追加の構成要素を含み得る。したがって、図37の上述のフローチャート内の各ブロッ
クは、構成要素によって実行されることがあり、装置は、それらの構成要素のうちの1つ
または複数を含むことがある。構成要素は、プロセッサによる実施のためにコンピュータ
可読媒体内に記憶された、述べられたプロセス/アルゴリズムを実行するように構成され
たプロセッサによって実施される、述べられたプロセス/アルゴリズムを実行するように
特に構成された1つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそれらの何らかの組合
せであり得る。
【０２５４】
　図39は、図1のワイヤレス通信システム100または図32のワイヤレスネットワーク内で利
用され得る、ワイヤレスデバイス3902のハードウェア実装形態の例を示す図解3900である
。ワイヤレスデバイス3902は、本明細書において説明される様々な方法を実施するように
構成され得るデバイスの例である。たとえば、ワイヤレスデバイス3902は、第1のSTA3321
、第2のSTA3322、...、第NのSTA3379のうちの1つであり得る。
【０２５５】
　ワイヤレスデバイス3902は、ワイヤレスデバイス3902の動作を制御するプロセッサ3904
を含み得る。プロセッサ3904はCPUと呼ばれることもある。ROMとRAMの両方を含み得るメ
モリ3906は、命令とデータとをプロセッサ3904に提供することができる。メモリ3906の一
部はまた、NVRAMを含み得る。プロセッサ3904は、通常、メモリ3906内に記憶されたプロ
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グラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行する。メモリ3906の中の命令は、本
明細書において説明される方法を実施するように(たとえば、プロセッサ3904によって)実
行可能であり得る。
【０２５６】
　プロセッサ3904は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理システムの構
成要素を備え、またはそのような構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティテ
ィの任意の組合せを用いて実装され得る。
【０２５７】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼
ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他
の呼ばれ方をされるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するものと広く解釈され
なければならない。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフ
ォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコードのフォーマ
ットにおける)コードを含み得る。命令は、1つまたは複数のプロセッサによって実行され
ると、本明細書において説明される様々な機能を処理システムに実行させる。
【０２５８】
　ワイヤレスデバイス3902は、ワイヤレスデバイス3902とリモートデバイスとの間のデー
タの送信および受信を可能にするために送信機3910および/または受信機3912を含み得る
ハウジング3908も含み得る。送信機3910および受信機3912は、トランシーバ3914へと組み
合わされ得る。アンテナ3916は、ハウジング3908に取り付けられ、トランシーバ3914に電
気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス3902はまた、複数の送信機、複数の受信機、複
数のトランシーバ、および/または複数のアンテナを含み得る。
【０２５９】
　ワイヤレスデバイス3902はまた、トランシーバ3914または受信機3912によって受信され
た信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器3918を含み得る。
信号検出器3918は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデ
バイス3902は、信号を処理する際に使用するためのDSP3920も含み得る。DSP3920は、送信
のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、PP
DUを備え得る。
【０２６０】
　ワイヤレスデバイス3902はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース3922
を備え得る。ユーザインターフェース3922は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、
および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース3922は、ワイヤレスデ
バイス3902のユーザに情報を伝え、かつ/またはユーザからの入力を受け取る、任意の要
素または構成要素を含み得る。
【０２６１】
　ワイヤレスデバイス3902はまた、NDLスケジューリング構成要素/回路3824を含む。プロ
セッサ3904、メモリ3906、信号検出器3918、DSP3920、ユーザインターフェース3922、お
よびNDLスケジューリング構成要素/回路3824が、処理システム3810を構成し得る。プロセ
ッサ3904、メモリ3906、およびトランシーバ3914は、送信機3815および受信機3805を構成
し得る。上で説明されたように、NDLスケジューリング構成要素/回路3824は、構成要素の
中でもとりわけ、プロセッサ3904およびメモリ3906を利用し得る。
【０２６２】
　ワイヤレスデバイス3902の様々な構成要素は、バスシステム3926によって一緒に結合さ
れ得る。バスシステム3926は、たとえばデータバスを含むことがあり、ならびに、データ
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バスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことがある。ワ
イヤレスデバイス3902の構成要素は、一緒に結合されることがあり、または何らかの他の
機構を使用して互いへの入力を受け入れ、もしくは提供することがある。
【０２６３】
　いくつかの別個の構成要素が図39に示されるが、構成要素のうち1つまたは複数は、組
み合わされることがあり、または普通に実装されることがある。たとえば、プロセッサ39
04は、プロセッサ3904に関して上で説明された機能を実装するためだけでなく、信号検出
器3918、DSP3920、ユーザインターフェース3922、および/またはNDLスケジューリング構
成要素/回路3824に関して上で説明された機能を実装するためにも使用され得る。さらに
、図39に示された構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【０２６４】
　一態様では、ワイヤレスデバイス3800/3902は、第1のワイヤレスデバイスであり得る。
ワイヤレスデバイス3800/3902は、図37に示された動作を実行するための手段を含み得る
。前述の手段は、前述の手段によって列挙された機能を実行するように構成された、ワイ
ヤレスデバイス3800/3902の前述の構成要素の1つまたは複数であり得る。
【０２６５】
　リンクのいずれかの端部における可用性時間に配慮するように、P2Pスケジュール作成
が使用され得る。ある態様では、P2Pスケジュール作成は、マルチキャストスケジュール(
たとえば、1対多数または多数対多数のマルチキャストスケジュール)を作成するために拡
張され得る。1つの選択肢では、パブリッシュ側デバイス(またはパブリッシャ)が、各々
の可能性のある受信者(またはサブスクライバ)へのユニキャストの場合のようにスケジュ
ールを作成し、各受信者デバイスが固有のそれぞれの可用性時間に基づいてフレームを受
信するための機会を有するようにフレームを繰り返し得る。しかしながら、この選択肢は
、受信者デバイスが重複する可用性を有しないときに、各受信者デバイスに対して送信を
繰り返すためにパブリッシュ側デバイスに負担をかける。別の選択肢では、マルチキャス
トスケジュールは単一の不変のスケジュールであることがあり、パブリッシュ側デバイス
は、すべての受信者デバイスに対して、スケジュールに配慮することまたはサービスを失
うことを強いることがある。1つの事例では、不変のスケジュールを提供された受信者デ
バイスは、スケジュールを修正することが許されていないことがあるので、受信者デバイ
スの可用性が変化すると、受信者デバイスはサービスを切断しなければならないことがあ
る。別の事例では、受信者デバイスは、(たとえば、図12において論じられるように)スケ
ジュールの修正を要求し得る。
【０２６６】
　図40A～図40Bは、マルチキャストスケジュールを配信するためのいくつかの選択肢を示
す。図40Aは、マルチキャストスケジュールを配信するための第1の選択肢を示す。図40A
を参照すると、NANクラスタ4000内の1つまたは複数のSTAは、NAN内のサービスと関連付け
られ得る。NANクラスタ4000は、STA4002、4004、4006、4008、4010を含み得る。ある態様
では、すべてのSTA4002、4004、4006、4008、4010は、サービス(たとえば、カードゲーム
)に参加していることがある。STA4002は、サービスのサービスアンカーであり得る。サー
ビスアンカーは、サービスのインスタンスと関連付けられるNDLマルチキャストスケジュ
ールを決定し、維持し、かつ/または通信することを担い得る。したがって、サービスの
寿命または可用性は、サービスアンカーの存在に依存し得る。サービスアンカーが利用不
可能である場合、サービスは停止し得る。サービスアンカーとして機能するSTA4002は、
サービスに加入することを望むSTA4012とのNDLを開始またはセットアップし得る。ある態
様では、STA4012は、サービスに関してアクティブである(たとえば、サービスと関連付け
られる通信を受信または送信している)STA4002、4004、4006、4008、4010のうちの1つま
たは複数から受信されたピア発見信号に基づいて、サービスを発見し得る。STA4002、400
4、4006、4008、4010からのピア発見信号は、STA4002がサービスのサービスアンカーであ
ることと、NDLセットアップがSTA4002とのメッセージ交換を介して開始され得ることとを
示し得る。たとえば、STA4012はSTA4006からピア発見信号を受信することがあり、ピア発
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見信号は、STA4002がサービスのサービスアンカーであることと、STA4012がサービスに参
加することを望んでいる場合にSTA4002とのNDLセットアップが開始され得ることとを示し
得る。したがって、STA4012は、NDLセットアップを開始するために、たとえばサブスクリ
プション要求をSTA4002に送信し得る。STA4002は、サービスと関連付けられるNDLスケジ
ュールを用いてSTA4012に応答し得る。NDLスケジュールは、不変のスケジュール(たとえ
ば、スケジュールの受信者によって修正されることが可能ではないスケジュール)であり
得る。
【０２６７】
　ある態様では、STA4002は、サービスのサービスアンカーとして作動している間、サー
ビスのパブリッシャである必要はない。たとえば、STA4004および/またはSTA4008は、サ
ービスのパブリッシャであり得る。STA4002は、サービスが提供されるNANクラスタ4000と
関連付けられることがあり、NANアンカーマスターであることがある。NANアンカーマスタ
ーは、最高のマスターランクを有するNANクラスタ中のデバイスであり、最高のマスター
ランクは、NANクラスタのマスターとして動作することに対するデバイスの前向きな意思
を表す。NANアンカーマスターは、NANクラスタに同期を提供するのを助け、それは、アン
カーマスターの時間同期機能(TSF)がNANクラスタ中のすべてのデバイスへビーコンフレー
ムにおいて配信されるからである。別の態様では、STA4002は、サービスのサービスアン
カーであり、かつ唯一のパブリッシャ(または多数のパブリッシャのうちの1つ)であるこ
とがある。
【０２６８】
　別の態様では、サービスは複数のインスタンスを有し得る。たとえば、サービスはある
タイプのカードゲームと関連付けられ得る。STA4002、4004、4006、4008は、カードゲー
ムの第1のインスタンスと関連付けられ得る。STA4004、4006、4008、4010は、カードゲー
ムの第2のインスタンスと関連付けられ得る。すなわち、STA4002、4004、4006、4008は互
いにあるカードゲームをプレイしていることがあり、STA4004、4006、4008、4010は同じ
タイプの異なるカードゲームをプレイしていることがある。STA4012は、STA4002とのNDL
セットアップを開始することによって、STA4002、4004、4006、4008とのカードゲームの
第1のインスタンスに、および/またはSTA4004、4006、4008、4010とのカードゲームの第2
のインスタンスに参加することが可能であり得る。ある態様では、STA4002は、STA4012に
よって提供されるサービスIDおよび/またはインスタンスIDに基づいて、2つのインスタン
スのうちのいずれへの参加をSTA4012が要求しているかを区別し、要求されたインスタン
スと関連付けられるマルチキャストスケジュールを識別することが可能であり得る。
【０２６９】
　別の態様では、STA4002は、サービスのタイプに基づいてマルチキャストスケジュール
を決定し得る。たとえば、頻繁なリアルタイムの更新があるカードゲームなどのサービス
はより頻繁なNDL-TBを有し得るが、写真共有サービスはより少数のNDL-TBを有し得る。ST
A4002はまた、ネットワーク負荷に基づいてマルチキャストスケジュールを決定し得る。
たとえば、ネットワーク負荷が高い場合、STA4002は、ネットワーク負荷を減らすために
より少数のNDL-TBを有するマルチキャストスケジュールを作成し得るが、ネットワーク負
荷が低い場合、STA4002は、より多数のNDL-TBを利用することによってスループットを向
上させ得る。さらに、STA4002は、サービスのインスタンスの数に基づいてマルチキャス
トスケジュールを決定し得る。より多数のインスタンスを有するサービスは、1つのサー
ビスが利用可能なワイヤレスリソースを占有しないようにより少数のNDL-TBを有するマル
チキャストスケジュールを割り振られ得るが、インスタンスがより少ない、またはないサ
ービスは、より多数のNDL-TBを有するマルチキャストスケジュールを割り振られ得る。
【０２７０】
　図40Bは、マルチキャストスケジュールを配信するための第2の選択肢を示す。図40Bを
参照すると、NANクラスタ4050内の1つまたは複数のSTAは、NAN内のサービスと関連付けら
れ得る。NANクラスタ4050は、STA4052、4054、4056、4058を含み得る。ある態様では、す
べてのSTA4052、4054、4056、4058が、カードゲームなどのサービスに参加していること
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がある。STA4052、4054、4056、4058の各々は、カードゲームサービスのパブリッシャで
あり得る。ある態様では、STA4052が、サービスのマルチキャストスケジュールを決定し
得る(たとえば、STA4052がサービスを開始した最初のデバイスであったので)。マルチキ
ャストスケジュールを決定した後、STA4052は、メッセージ4062においてSTA4054、4056、
4058へスケジュールを広め得る。このメッセージは、サービスへの参加またはサブスクラ
イブを要求している他のデバイスへマルチキャストスケジュールが広められるべきである
ことを示し得る。たとえば、STA4060は、NANクラスタ4050に参加し、たとえばSTA4058か
ら受信されたピア発見信号に基づいてサービスを発見し得る。結果として、STA4060は、
サービスに参加してNDLセットアップを開始することを望み得る。しかしながら、図40Aの
STA4012とは異なり、STA4060は、STA4052、4054、4056、4058のいずれかを介してNDLのセ
ットアップを開始し得る。この例では、STA4058は、STA4052(または別のSTA)からマルチ
キャストスケジュールを受信し、第2のメッセージ4064において同じマルチキャストスケ
ジュールをSTA4060へ送信し得る。マルチキャストスケジュールは不変のスケジュールで
あり得る。別の態様では、第2のメッセージ4064は、マルチキャストスケジュールが1対多
数のサービス/NDLと関連付けられるか、または多数対多数のサービス/NDLと関連付けられ
るかを示し得る。
【０２７１】
　一構成では、図40A～図40Bを参照すると、デバイス(たとえば、図40Aのサービスアンカ
ーまたは図40Bのサービスのパブリッシャ)が、マルチキャストトラフィックが利用可能で
ある(たとえば、ページング時間枠において)ことを示し得る。たとえば、デバイスは、マ
ルチキャストIDを含むメッセージを送信(またはブロードキャスト)することがあり、マル
チキャストIDはマルチキャストグループ(たとえば、マルチキャストサービスにサブスク
ライブするユーザのグループ)を識別し得る。ある態様では、パブリッシャ(マルチキャス
トのソースまたはNDLの創設者)は、マルチキャストIDを選択してマルチキャストグループ
を識別し得る。マルチキャストIDは、(たとえば、MACアドレス値と同様に)6オクテットの
値であり得る。マルチキャストサービスに関心のあるデバイスがマルチキャストグループ
に参加するにつれて、マルチキャストIDはマルチキャストグループのためのトラフィック
を識別するために使用され得る。たとえば、デバイスが告知すべきマルチキャストトラフ
ィックを有する場合、デバイスは、ページング時間枠において、またはいくつかの他のト
ラフィック告知期間において、マルチキャストIDを示し得る。一態様では、デバイスはマ
ルチキャストアドレスのプールから選択し得る。たとえば、マルチキャストグループの創
設者(たとえば、パブリッシャ)は、マルチキャストサービスと関連付けられる固有のマル
チキャストIDを決定する。マルチキャストグループの創設者は、固有のマルチキャストID
を決定するための異なる方法を有し得る。一態様では、創設者はアドレスのプールから1
つのアドレスを選び得る。別の態様では、創設者はマルチキャストIDをランダムに生成し
得る。さらに別の態様では、創設者はマルチキャストIDを生成するためにあるアルゴリズ
ム(たとえば、マルチキャストサービスの名前と創設者のMACアドレスのハッシュ)を使用
し得る。別の態様では、マルチキャストID全体が発見時間枠(たとえば、NAN発見時間枠)
の間に広告され得る。別の態様では、マルチキャストID全体を広告する代わりに、アドレ
スのプールは、上位のバイトが共通のサブセットであるが下位のバイトが異なる、アドレ
スのセットを含み得る。この態様では、トラフィック広告は、部分的なマルチキャストア
ドレスを表す、マルチキャストアドレスの下位バイトだけを広告し得る。マルチキャスト
サービスの1つのパブリッシャまたはサービスアンカーがNANにおいてマルチキャストアド
レスを広告するとき、異なるマルチキャストグループを形成しようとする別のデバイスは
、マルチキャストアドレスが使用中であると決定し、異なるアドレスを選択し、それによ
ってアドレスの競合(たとえば、2つのグループが同じマルチキャストアドレスを使用する
こと)を避けることができる。
【０２７２】
　NANは同じスケジュールを共有し得る複数のマルチキャストグループを有し得るので、
あるデバイスが、マルチキャストグループが起動状態となるようにスケジューリングされ
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るがマルチキャストグループと関連付けられるトラフィックがない期間の間、起動状態で
あり得る。それでも、他のマルチキャストグループはその期間の間に送信し得る。マルチ
キャストIDは、ワイヤレスデバイスがサブスクライブするマルチキャストグループおよび
サブスクライブしないマルチキャストグループと関連付けられるマルチキャストトラフィ
ックをフィルタリングするために使用され得る。たとえば、ワイヤレスデバイスがある時
間長の間起動状態となるようにスケジューリングされるが、ワイヤレスデバイスがサブス
クライブするマルチキャストサービスと関連付けられるマルチキャストIDを含むトラフィ
ック告知を受信しない場合、ワイヤレスデバイスはスリープモードに入り得る。ワイヤレ
スデバイスは、ワイヤレスデバイスに関心のないマルチキャストIDを無視し、ワイヤレス
デバイスがワイヤレスデバイスによりサブスクライブされないマルチキャストサービスと
関連付けられるマルチキャストIDしか受信しないときにスリープモードに入り得る。
【０２７３】
　別の態様では、マルチキャストIDのすべてまたは一部分を送信する代わりに、ビットマ
ップ中の各場所が単一のマルチキャストIDに対応するように、利用可能なマルチキャスト
IDのプールがビットマップと関連付けられ得る。ビットマップ内の場所が0に設定される
とき、トラフィックはマルチキャストIDのために送信されないが、場所が1に設定される
とき、マルチキャストIDに対してトラフィックが予想される。たとえば、トラフィック告
知のためのページング時間枠の間に、ビットマップが送信され得る。
【０２７４】
　別の態様では、マルチキャストグループは、グループ承認のための単一の認証という概
念をサポートし得る。第1のデバイスがマルチキャストグループに参加すると、第1のデバ
イスは、第2のデバイス、または任意の数のデバイスがマルチキャストグループに参加す
るための、紹介者(または認証者)として作動し得る。第2のデバイスがマルチキャストグ
ループに参加するとき、第2のデバイスは、親デバイス(たとえば、第2のデバイスがマル
チキャストグループに参加することを認証した第1のデバイス)からマルチキャストスケジ
ュールを受け継ぎ得る。ある態様では、第2のデバイスは、マルチキャスト要求を第1のデ
バイスに送信することによって、マルチキャストグループに参加し得る。マルチキャスト
要求を受信すると、第2のデバイスは、要求が受け入れられるか拒否されるかを示すマル
チキャスト応答を送信し得る。要求が受け入れられる場合、マルチキャスト応答はマルチ
キャストスケジュール(たとえば、マルチキャスト属性)も含み得る。マルチキャストセキ
ュリティが要求される場合、第2のデバイスは、マルチキャスト応答を受信した後でマル
チキャストセキュリティ確認メッセージを送信し得る。続いて、第1のデバイスがセキュ
リティインストールメッセージを送信し得る。この手順は第2のデバイスに関して説明さ
れたが、第1のデバイスがパブリッシャに関して同様の手順を実行することができる。
【０２７５】
　図41は、パブリッシャとサブスクライバとの間の呼フローおよび機能呼出しの図解4100
を示す。図41を参照すると、パブリッシャは、データ通信のための上位層(たとえば、ア
プリケーション層およびサービス層)とMAC層(たとえば、NAN層)とを有するワイヤレスデ
バイスであり得る。パブリッシャは、1つまたは複数のサブスクライバへのサブスクリプ
ションに利用可能な1つまたは複数のサービス(たとえば、カードゲームサービス)を有し
得る。同様に、サブスクライバは、データ通信のための上位層(たとえば、アプリケーシ
ョン層およびサービス層)とMAC層(たとえば、NAN層)とを有するワイヤレスデバイスであ
り得る。サブスクライバは、1つまたは複数のサービスに参加することに関心があること
がある。
【０２７６】
　図41を参照すると、サブスクライバおよびパブリッシャは、たとえば、第1の発見時間
枠4102の間のピア発見を通じて他者の存在を認識するようになり得る。サブスクライバ上
のアプリケーションが、パブリッシャ上で利用可能なサービスを決定することを望むこと
がある。アプリケーションは、subscribe()プリミティブ(たとえば、プリミティブは機能
呼出しであり得る)をNAN層に出すことがあり、このプリミティブはNAN通信のためにMAC層
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内にあることがある。それに応答して、サブスクライバの中のNAN層は、サブスクリプシ
ョンメッセージ4104をパブリッシャに送信し得る。
【０２７７】
　パブリッシャ上のアプリケーションは、たとえば、カードゲームサービスが利用可能で
あると決定することがあり、publish()プリミティブを出すことがある。pulish()プリミ
ティブは、NAN層にサービスをパブリッシュさせ得る。NAN層は、1つまたは複数のサービ
スがサブスクリプションに利用可能であることを示すパブリッシュメッセージ4106を第1
の発見時間枠4102内に送信し得る。ある態様では、サブスクリプションメッセージ4104は
、パブリッシャにおいて利用可能なサービスに対する要求を含むことがあり、パブリッシ
ャは、サブスクリプションメッセージ4104を受信したことに応答してパブリッシュメッセ
ージ4106を送信することがある。
【０２７８】
　サブスクライバのNAN層は、パブリッシュメッセージ4106をパブリッシャから受信し、
発見結果をサブスクライバ中のアプリケーションに送信し得る。発見結果に基づいて、サ
ブスクライバは、サブスクライバが関心のある1つまたは複数のサービスがもしあればそ
れらを決定し得る。サブスクライバがパブリッシャにより提供されるサービスの少なくと
も1つに関心があると仮定すると、サブスクライバは、サブスクライバがパブリッシャに
より提供されるサービスの少なくとも1つに関心があることを示す管理要求4108を送信し
得る。管理要求4108は、パブリッシャとサブスクライバとの間で、NDLのための接続セッ
トアップを開始し得る。ある態様では、管理要求4108は、サブスクライバがNDLセットア
ップをネゴシエートするのに、またはNDLセットアップのためにメッセージを交換するの
に利用可能である、時間を示し得る。管理要求4108を受信すると、パブリッシャは、管理
応答4112を送信することによって応答し得る。管理応答4112は、パブリッシャがNDLセッ
トアップをネゴシエートするのに、またはNDLセットアップのためにメッセージを交換す
るのに利用可能である、時間を示し得る。いくつかの事例では、発見時間枠(たとえば、
第2の発見時間枠4110)は、パブリッシャとサブスクライバが接続セットアップのための時
間をネゴシエートするのに十分な長さを持たないことがあるので、パブリッシャおよびサ
ブスクライバは、第1の追加可用性時間枠4114を利用して、あらゆる追加の管理メッセー
ジ交換を実行し得る。ある態様では、パブリッシャが提供すべき追加のサービスを有する
場合、または提供されるサービスについての追加の情報を有する場合、パブリッシャは、
追加の管理メッセージ交換の間に、そのようなサービスまたはサービスに関する情報を示
し得る。別の態様では、パブリッシャおよびサブスクライバは、さらなるサービス発見の
ための付加的な追加可能性時間枠(たとえば、第2の追加可用性時間枠4116)を利用し得る
。
【０２７９】
　パブリッシャ上で利用可能なサービス、サービスに関する情報、および/または接続セ
ットアップのための時間を決定した後で、サブスクライバ上のアプリケーションは、パブ
リッシャ上で利用可能な1つまたは複数のサービスと関連付けられるデータを要求するこ
とを決定し得る。アプリケーションはdatarequest()プリミティブを実行することがあり
、これは、サブスクライバ上のNAN層にNDLスケジュール要求メッセージ4118を送信させ得
る。NDLスケジュール要求メッセージ4118は、サブスクライバがサービスと関連付けられ
るNDLスケジュール(たとえば、マルチキャストNDLスケジュール)を要求していることを示
し得る。ある態様では、NDLスケジュール要求メッセージ4118は、サービスが1対多数のサ
ービスであるか多数対多数のサービスであるかを示し得る。別の態様では、NDLスケジュ
ール要求メッセージ4118は、サブスクライバと関連付けられる能力情報を示し得る。能力
情報は、サブスクライバの最低の通信帯域幅、サブスクライバの最低のデータレート、サ
ブスクライバのワイヤレス規格互換性情報、サブスクライバのサポートされる空間ストリ
ームの最小の数、サブスクライバの1つまたは複数のチャネル能力、および/または、サブ
スクライバの1つまたは複数の物理レイヤ能力を含み得る。
【０２８０】
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　NDLスケジュール要求メッセージ4118を受信すると、パブリッシャのNAN層は、対応する
1つまたは複数の要求されるサービスと関連付けられる1つまたは複数のアプリケーション
にデータ指示を送信し得る。データ指示は、1つまたは複数のアプリケーションと関連付
けられるデータをサブスクライバが要求していることを示し得る。ある態様では、パブリ
ッシャは、サブスクライバから受信された能力情報に基づいて、NDLスケジュールをサブ
スクライバに送信するかどうかを決定し得る。サブスクライバの能力が要求されたサービ
スに適合しないことをパブリッシャが決定する場合、パブリッシャはNDL接続セットアッ
プを開始するのを拒否し得る。対照的に、サブスクライバの能力が適合するとパブリッシ
ャが決定する場合、パブリッシャは接続セットアップを継続し得る。受信されたNDLスケ
ジュール要求メッセージ4118に基づいて、アプリケーションはdata response()プリミテ
ィブを実行し得る。data response()プリミティブは、パブリッシャ中のNAN層がNDLスケ
ジュール応答メッセージ4120を送信することを引き起こし得る。NDLスケジュール応答メ
ッセージ4120は、要求されたサービスの各々のためのマルチキャストスケジュールを含み
得る。別の態様では、パブリッシャは、各マルチキャストスケジュールのために異なるND
Lスケジュール応答メッセージを送信し得る。NDLスケジュール応答メッセージ4120は、ND
Lスケジュールが1対多数のサービスと関連付けられるか、または多数対多数のサービスと
関連付けられるかを示し得る。ある態様では、NDLスケジュール応答メッセージ4120に含
まれるスケジュールは不変であり得る。NDLスケジュール応答メッセージ4120においてス
ケジュールを受信すると、サブスクライバ中のNAN層は、サービスを要求しているアプリ
ケーションへデータ確認信号を送信し得る。サブスクライバ中のNAN層はまた、パブリッ
シャとサブスクライバとの間のNDLがパブリッシャにより送信されるマルチキャストスケ
ジュールに基づいて確立されることを示す、NDLスケジュール確認メッセージ4122を送信
し得る。
【０２８１】
　図42は、図1のワイヤレス通信システム100内でNAN接続セットアップを実行し得るワイ
ヤレスデバイス4202の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス4202は、本明
細書において説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの例である。
たとえば、ワイヤレスデバイス4202は、STA4002、4052のうちの1つを備え得る。
【０２８２】
　ワイヤレスデバイス4202は、ワイヤレスデバイス4202の動作を制御するプロセッサ4204
を含み得る。プロセッサ4204はCPUと呼ばれることもある。ROMとRAMの両方を含み得るメ
モリ4206は、命令とデータとをプロセッサ4204に提供することができる。メモリ4206の一
部はまた、NVRAMを含み得る。プロセッサ4204は、通常、メモリ4206内に記憶されたプロ
グラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行する。メモリ4206の中の命令は、本
明細書において説明される方法を実施するように(たとえば、プロセッサ4204によって)実
行可能であり得る。
【０２８３】
　プロセッサ4204は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理システムの構
成要素を備え、またはそのような構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティテ
ィの任意の組合せを用いて実装され得る。
【０２８４】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼
ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他
の呼ばれ方をされるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するものと広く解釈され
なければならない。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフ
ォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコードのフォーマ
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ットにおける)コードを含み得る。命令は、1つまたは複数のプロセッサによって実行され
ると、本明細書において説明される様々な機能を処理システムに実行させる。
【０２８５】
　ワイヤレスデバイス4202はまた、ハウジング4208を含むことがあり、ワイヤレスデバイ
ス4202は、ワイヤレスデバイス4202とリモートデバイスとの間でのデータの送信および受
信を可能にするために送信機4210および/または受信機4212を含むことがある。送信機421
0および受信機4212は、トランシーバ4214へと組み合わされ得る。アンテナ4216は、ハウ
ジング4208に取り付けられ、トランシーバ4214に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバ
イス4202はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および/または複
数のアンテナを含み得る。
【０２８６】
　ワイヤレスデバイス4202はまた、トランシーバ4214または受信機4212によって受信され
た信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器4218を含み得る。
信号検出器4218は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデ
バイス4202は、信号を処理する際に使用するためのDSP4220も含み得る。DSP4220は、送信
のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、PP
DUを備え得る。
【０２８７】
　ワイヤレスデバイス4202はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース4222
を備え得る。ユーザインターフェース4222は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、
および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース4222は、ワイヤレスデ
バイス4202のユーザに情報を伝え、かつ/またはユーザからの入力を受け取る、任意の要
素または構成要素を含み得る。
【０２８８】
　ワイヤレスデバイス4202がSTA(たとえば、STA114、STA4002、STA4058、STA4012、また
はSTA4060)として実装されるとき、ワイヤレスデバイス4202はマルチキャスト構成要素42
24も備え得る。
【０２８９】
　一実施形態では、マルチキャスト構成要素4224は、NDLを通じてサービスと関連付けら
れるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを決定し、マルチキャストスケ
ジュールを少なくとも1つの他のワイヤレスデバイスに送信するように構成され得る。一
態様では、ワイヤレスデバイス4202はサービスのサービスアンカーであることがあり、サ
ービスアンカーはサービスと関連付けられるマルチキャストスケジュールを通信するのを
担う単独のエンティティであることがある。別の態様では、ワイヤレスデバイス4202はサ
ービスをパブリッシュしないことがある。別の態様では、マルチキャスト構成要素4224は
、サービスのためのNDLを開始するための要求を少なくとも1つの他のワイヤレスデバイス
から受信するように構成されることがあり、マルチキャストスケジュールは不変のスケジ
ュールであることがある。別の態様では、サービスは、マルチキャストスケジュールを通
信するためのマルチキャスト構成要素4224の可用性に基づいて、別のワイヤレスデバイス
によるサブスクリプションに利用可能なままであり得る。別の構成では、マルチキャスト
構成要素4224は、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスクリプションを要求
している他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示すメッセージを送
信するように構成され得る。別の態様では、マルチキャストスケジュールは、サービスの
インスタンスと関連付けられることがあり、マルチキャストスケジュールは、サービスの
異なるインスタンスと関連付けられるマルチキャストスケジュールのセットとは異なるこ
とがある。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、マルチキャストスケジュール
を示すメッセージを受信するように構成されることがあり、マルチキャストスケジュール
は、受信されたメッセージに基づいて決定されることがある。別の態様では、メッセージ
は、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスクリプションを要求している他の
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ワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示し得る。別の構成では、マルチ
キャスト構成要素4224は、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービス
であるかを、サービス初期化の間に決定するように構成され得る。ある態様では、マルチ
キャストスケジュールは、サービスに関するサービス識別子およびサービスインスタンス
識別子と関連付けられ得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、データリン
ク初期化プリミティブを通じたサービス初期化の間に、サービスが1対多数のサービスで
あるか多数対多数のサービスであるかを、アプリケーション層またはサービス層から示す
ように構成され得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、サービスと関連付
けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告知を送信するように構成されること
があり、トラフィック告知は、データがサービスのために送信されることを示すことがあ
る。
【０２９０】
　別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、NDLを通じてサービスと関連付けられ
るデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを要求するために、メッセージを
第2のワイヤレスデバイスに送信するように構成され得る。マルチキャスト構成要素4224
は、送信されたメッセージに基づいて第2のワイヤレスデバイスから第2のメッセージを受
信するように構成され得る。第2のメッセージは、NDLを通じてサービスと関連付けられる
データを通信するためのマルチキャストスケジュールを含み得る。ある態様では、マルチ
キャストスケジュールは、サービスのサービス提供者から継承され得る。別の態様では、
ワイヤレスデバイス4202は、NDLに参加することについて第2のワイヤレスデバイスから認
証を得ることに成功した後で、NDLに参加することについて第3のワイヤレスデバイスに認
証を与えることが許可され得る。一構成では、マルチキャスト構成要素4224は、第2のワ
イヤレスデバイスによって認証された後でCGKを受信するように構成され得る。CGKは、ND
Lと関連付けられるグループアドレス指定されるトラフィックを暗号化および復号するた
めの、単一の認証グループの権限を有効にし得る。別の態様では、マルチキャストスケジ
ュールは不変のスケジュールであり得る。別の態様では、第2のメッセージは、マルチキ
ャストスケジュールがサービスへのサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデ
バイスへの伝播のためのものであることを示し得る。別の態様では、第2のワイヤレスデ
バイスはサービスのサービスアンカーであることがあり、第2のワイヤレスデバイスはサ
ービスと関連付けられるマルチキャストスケジュールを通信するのを担う単独のエンティ
ティであることがある。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、サービスが1対
多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、サービス初期化の間に決定す
るように構成され得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、データリンク初
期化プリミティブを通じたサービス初期化の間に、サービスが1対多数のサービスである
か多数対多数のサービスであるかを、アプリケーション層またはサービス層から示すよう
に構成され得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、マルチキャストサービ
スと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告知を受信するように構成
され得る。トラフィック告知は、マルチキャストサービスのためにデータが送信されるこ
とを示し得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4224は、受信されたトラフィック
告知に基づいてスリープモードに入るかどうかを決定するように構成され得る。
【０２９１】
　ワイヤレスデバイス4202の様々な構成要素は、バスシステム4226によって一緒に結合さ
れ得る。バスシステム4226は、たとえばデータバスを含むことがあり、ならびに、データ
バスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことがある。ワ
イヤレスデバイス4202の構成要素は、一緒に結合されることがあり、または何らかの他の
機構を使用して互いへの入力を受け入れ、もしくは提供することがある。
【０２９２】
　いくつかの別個の構成要素が図42に示されるが、構成要素のうち1つまたは複数は、組
み合わされることがあり、または普通に実装されることがある。たとえば、プロセッサ42
04は、プロセッサ4204に関して上で説明された機能を実施するためだけでなく、信号検出
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器4218、DSP4220、ユーザインターフェース4222、および/またはマルチキャスト構成要素
4224に関して上で説明された機能を実施するためにも使用され得る。さらに、図42に示さ
れた構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【０２９３】
　図43は、サービスアンカーを介してマルチキャストスケジュールを配信する例示的な方
法4300のフローチャートである。方法4300は、装置(たとえば、STA114、STA4002、または
ワイヤレスデバイス4202)を使用して実行され得る。方法4300は、図42のワイヤレスデバ
イス4202の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明されるステップのうち
の1つまたは複数を実施するために、他の構成要素が使用され得る。
【０２９４】
　ブロック4305において、装置は、サービスのためのNDLを開始するための、またはそれ
に参加するための要求を、少なくとも1つの他のワイヤレスデバイスから受信し得る。あ
る態様では、装置はサービスのサービスアンカーであり、サービスアンカーはサービスと
関連付けられるマルチキャストスケジュールを通信するのを担う単独のエンティティであ
ることがある。サービスアンカーとして、装置はサービスをパブリッシュすることもしな
いこともある。サービスは、マルチキャストスケジュールを通信するための装置の可用性
に基づいて、別のワイヤレスデバイスによるサブスクリプションに利用可能なままであり
得る。たとえば、図40Aを参照すると、装置はSTA4002に対応し得る。STA4002は、カード
ゲームサービスのサービスアンカーであり得る。STA4002は、カードゲームサービスのた
めのNDLを開始する/NDLに参加するための要求をSTA4012から受信し得る。この例では、ST
A4002はカードゲームサービスをパブリッシュし得る。STA4004、4006、4008、4010は、カ
ードゲームサービスの同じインスタンスに参加し、サービスをパブリッシュし得る。した
がって、NDLは、STA4002、4004、4006、4008、4010を含む多数対多数のマルチキャストス
ケジュールであり得る。
【０２９５】
　ブロック4310において、装置は、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数の
サービスであるかを、サービス初期化の間に決定し得る。たとえば、図40Aを参照すると
、STA4002は、要求されるカードゲームサービスが1対多数のサービスであるか多数対多数
のサービスであるかを、サービス初期化の間に決定し得る。STA4002は、サービスが1対多
数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを記憶されている情報が示すかどう
かを決定し得る。ある態様では、STA4002がサービスのパブリッシャでもない場合、STA40
02は、サービスが1対多数であるか多数対多数であるかを示す発見メッセージをサービス
のパブリッシャ(たとえば、STA4004、4008、または他のSTA)から受信し得る。この例では
、カードゲームサービスは多数対多数のサービスであり得る。
【０２９６】
　ブロック4315において、装置は、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初
期化の間に、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、
アプリケーション層またはサービス層から示し得る。たとえば、図40Aおよび図41を参照
すると、STA4002はサービスのパブリッシャであり得る。STA4002上のカードゲームアプリ
ケーションまたはサービス層は、dataresponse()データリンク初期化プリミティブを実行
することによって、サブスクライバ(たとえば、STA4012)とのサービス初期化の間に、カ
ードゲームサービスが多数対多数のサービスであることを、STA4002上のNAN層に示し得る
。
【０２９７】
　ブロック4320において、装置は、サービスと関連付けられるNDLを通じてサービスと関
連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを決定し得る。たとえ
ば、図40Aを参照すると、STA4002は、STA4002、4004、4006、4008、4010、およびSTA4012
の間でNDLを通じてカードゲームサービスと関連付けられるデータを通信するためのマル
チキャストスケジュールを決定し得る。別の例では、STA4002がサービスアンカーである
がサービスのパブリッシャではない場合、NDLは、STA4012とSTA4004、4006、4008、4010
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との間であり得る。STA4002は、サービスのインスタンスのためのNDLスケジュールがすで
に作成されているかどうかを決定し得る。既存のNDLスケジュールは、サービスID(たとえ
ば、サービス名のハッシュ)およびインスタンスIDと関連付けられ得る。STA4002は、NDL
スケジュールが特定のサービスIDおよび/またはインスタンスIDのために存在するかどう
かを決定し得る。ある態様では、サービスIDおよびインスタンスIDは、STA4012からの要
求に含まれ得る。既存のNDLスケジュールがない場合、STA4002は、サービスのタイプに基
づいて新しいNDLスケジュールを生成し得る。頻繁な更新を要求し得るカードゲームサー
ビスに対しては、NDLスケジュールはより頻繁なNDL-TBを有し得る。STA4002は、新しいND
LスケジュールをサービスIDおよびインスタンスIDと関連付け得る。
【０２９８】
　ブロック4325において、装置は、少なくとも1つの他のワイヤレスデバイスにマルチキ
ャストスケジュールを送信し得る。たとえば、図40Aを参照すると、STA4002は、STA4012
にNDLスケジュールを送信し得る。
【０２９９】
　図44は、サービスのアクティブメンバーを介してマルチキャストスケジュールを配信す
る例示的な方法4400のフローチャートである。方法4400は、装置(たとえば、STA114、STA
4052、4058、またはワイヤレスデバイス4202)を使用して実行され得る。方法4400は、図4
2のワイヤレスデバイス4202の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明さ
れるステップのうちの1つまたは複数を実施するために、他の構成要素が使用され得る。
【０３００】
　ブロック4405において、装置は、マルチキャストスケジュールを示すメッセージを受信
し得る。たとえば、図40Bを参照すると、装置はSTA4058に対応し得る。STA4058は、カー
ドゲームサービスのインスタンスと関連付けられるマルチキャストスケジュールを示すメ
ッセージ4062を受信し得る。メッセージ4062は、マルチキャストスケジュールが、カード
ゲームサービスのインスタンスへのサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデ
バイス(たとえば、STA4060)への伝播のためのものであることを、示し得る。
【０３０１】
　ブロック4410において、装置は、サービスのためのNDLを開始するための、またはそれ
に参加するための要求を、少なくとも1つの他のワイヤレスデバイスから受信し得る。た
とえば、図40Bを参照すると、STA4058は、カードゲームサービスのインスタンスのための
NDLを開始するための、またはNDLに参加するための要求をSTA4060から受信し得る。
【０３０２】
　ブロック4415において、装置は、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数の
サービスであるかを、サービス初期化の間に決定し得る。たとえば、図40Bを参照すると
、STA4058は、要求されるカードゲームサービスが1対多数のサービスであるか多数対多数
のサービスであるかを、サービス初期化の間に決定し得る。STA4058は、サービスが1対多
数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを記憶されている情報が示すかどう
かを決定し得る。この例では、カードゲームサービスは多数対多数のサービスであり得る
。
【０３０３】
　ブロック4420において、装置は、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初
期化の間に、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、
アプリケーション層またはサービス層から示し得る。たとえば、図40Bおよび図41を参照
すると、STA4058上のカードゲームアプリケーションまたはサービス層は、dataresponse(
)データリンク初期化プリミティブを実行することによって、サブスクライバ(たとえば、
STA4060)とのサービス初期化の間に、カードゲームサービスが多数対多数のサービスであ
ることを、STA4058上のNAN層に示し得る。
【０３０４】
　ブロック4425において、装置は、サービスと関連付けられるNDLを通じてサービスと関
連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを決定し得る。たとえ
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ば、図40Bを参照すると、STA4058は、STA4052、4054、4056、4058、およびSTA4060の間で
NDLを通じてカードゲームサービスと関連付けられるデータを通信するためのマルチキャ
ストスケジュールを決定し得る。STA4058は、サービスのインスタンスのためのNDLスケジ
ュールがすでに作成されているかどうかを決定し得る。既存のNDLスケジュールは、サー
ビスID(たとえば、サービス名のハッシュ)およびインスタンスIDと関連付けられ得る。ST
A4058は、NDLスケジュールが特定のサービスIDおよび/またはインスタンスIDのために存
在するかどうかを決定し得る。ある態様では、サービスIDおよびインスタンスIDは、STA4
060からの要求に含まれ得る。既存のNDLスケジュールがない場合、STA4058は、サービス
のタイプに基づいて新しいNDLスケジュールを生成し得る。頻繁な更新を要求し得るカー
ドゲームサービスに対しては、NDLスケジュールはより頻繁なNDL-TBを有し得る。STA4058
は、新しいNDLスケジュールをサービスIDおよびインスタンスIDと関連付け得る。
【０３０５】
　4435において、装置は、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスクリプショ
ンを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示すメッセ
ージを送信し得る。たとえば、図40Bを参照すると、STA4058は、マルチキャストスケジュ
ールがサービスへのサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播
のためのものであることを示す、第2のメッセージ4064をSTA4060に送信し得る。したがっ
て、別のワイヤレスデバイスがカードゲームサービスの同じインスタンスのためにSTA406
0との接続セットアップを開始する場合、STA4060は同じマルチキャストスケジュールを提
供し得る。
【０３０６】
　4440において、装置は、サービスと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフ
ィック告知を送信し得る。トラフィック告知は、サービスのためにデータが送信されるこ
とを示し得る。たとえば、図40Bを参照すると、STA4058は、カードゲームサービスと関連
付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告知を送信し得る。別の例では、ST
A4052はトラフィック告知を送信し得る。
【０３０７】
　図45は、サービスのアクティブメンバーを介してマルチキャストスケジュールを受信す
る例示的な方法4500のフローチャートである。方法4500は、装置(たとえば、STA114、STA
4012、STA4060、またはワイヤレスデバイス4202)を使用して実行され得る。方法4500は、
図42のワイヤレスデバイス4202の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明
されるステップのうちの1つまたは複数を実施するために、他の構成要素が使用され得る
。
【０３０８】
　ブロック4505において、装置は、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数の
サービスであるかを、サービス初期化の間に決定し得る。たとえば、図40Aを参照すると
、STA4012は、1つまたは複数の発見時間枠の間にサービスに関する情報を受信し得る。情
報は、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを示し得る
。別の態様では、情報は、サービスと関連付けられるサービスIDおよびインスタンスIDを
示し得る。サービスIDおよび/またはインスタンスIDに基づいて、STA4012は、サービスが
1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを決定することが可能であり
得る。別の例では、STA4060が同様の決定を行い得る。
【０３０９】
　ブロック4510において、装置は、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初
期化の間に、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、
アプリケーション層またはサービス層から示し得る。たとえば、図40Aおよび図41を参照
すると、STA4012はサービスのサブスクライバであり得る。STA4012上のカードゲームアプ
リケーションまたはサービス層は、datarequest()データリンク初期化プリミティブを実
行することによって、パブリッシャ(たとえば、STA4002)とのサービス初期化の間に、カ
ードゲームサービスが多数対多数のサービスであることを、STA4012上のNAN層に示し得る
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。
【０３１０】
　ブロック4515において、装置は、NDLを通じてサービスと関連付けられるデータを通信
するためのマルチキャストスケジュールを要求するために、メッセージを第2のワイヤレ
スデバイスに送信し得る。たとえば、図40Aを参照すると、STA4012は、NDLを通じてサー
ビスと関連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを要求するた
めに、メッセージをSTA4002に送信し得る。別の例では、図40Bを参照すると、STA4060は
、NDLを通じてサービスと関連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジ
ュールを要求するために、メッセージをSTA4058に送信し得る。
【０３１１】
　ブロック4520において、装置は、送信されたメッセージに基づいて、第2のワイヤレス
デバイスから第2のメッセージを受信し得る。第2のメッセージは、NDLを通じてサービス
と関連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを含み得る。たと
えば、図40Aを参照すると、STA4012は、STA4002からのメッセージにおいてマルチキャス
トスケジュールを受信し得る。別の例では、図40Bを参照すると、STA4060は、STA4058か
らのメッセージにおいてマルチキャストスケジュールを受信し得る。
【０３１２】
　ブロック4525において、装置は、第2のワイヤレスデバイスによって認証された後でCGK
を受信し得る。CGKは、NDLと関連付けられるグループアドレス指定されるトラフィックを
暗号化および復号するための、単一の認証グループの権限を有効にし得る。たとえば、図
40Aを参照すると、STA4012は、STA4002によって認証された後でSTA4002からCGKを受信し
得る。
【０３１３】
　ブロック4530において、装置は、マルチキャストサービスと関連付けられるマルチキャ
スト識別子を含むトラフィック告知を受信し得る。トラフィック告知は、マルチキャスト
サービスのためにデータが送信されることを示し得る。たとえば、図40Aを参照すると、S
TA4012は、STA4002によって提供されるマルチキャストサービスと関連付けられるマルチ
キャスト識別子を含むトラフィック告知を受信し得る。
【０３１４】
　図46は、接続セットアップを実行する例示的なワイヤレス通信デバイス4600の機能ブロ
ック図である。ワイヤレス通信デバイス4600は、受信機4605、処理システム4610、および
送信機4615を含み得る。処理システム4610は、マルチキャスト構成要素4624を含み得る。
【０３１５】
　一実施形態では、マルチキャスト構成要素4624および/または処理システム4610は、NDL
を通じてサービスと関連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュール
を決定するように構成され得る。マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、およ
び/または送信機4615は、マルチキャストスケジュールを少なくとも1つの他のワイヤレス
デバイスへ送信するように構成され得る。一態様では、ワイヤレス通信デバイス4600はサ
ービスのサービスアンカーであることがあり、サービスアンカーはサービスと関連付けら
れるマルチキャストスケジュールを通信するのを担う単独のエンティティであることがあ
る。別の態様では、ワイヤレス通信デバイス4600はサービスをパブリッシュしないことが
ある。別の態様では、マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または
受信機4605は、サービスのためのNDLを開始するための要求を少なくとも1つの他のワイヤ
レスデバイスから受信するように構成されることがあり、マルチキャストスケジュールは
不変のスケジュールであることがある。別の態様では、サービスは、マルチキャストスケ
ジュールを通信するためのワイヤレス通信デバイス4600の可用性に基づいて、別のワイヤ
レスデバイスによるサブスクリプションに利用可能なままであり得る。別の構成では、マ
ルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または送信機4615は、マルチキ
ャストスケジュールがサービスへのサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデ
バイスへの伝播のためのものであることを示すメッセージを送信するように構成され得る
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。別の態様では、マルチキャストスケジュールは、サービスのインスタンスと関連付けら
れることがあり、マルチキャストスケジュールは、サービスの異なるインスタンスと関連
付けられるマルチキャストスケジュールのセットとは異なることがある。別の構成では、
マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または受信機4605は、マルチ
キャストスケジュールを示すメッセージを受信するように構成されることがあり、マルチ
キャストスケジュールは、受信されたメッセージに基づいて決定されることがある。別の
態様では、メッセージは、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスクリプショ
ンを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示し得る。
別の構成では、マルチキャスト構成要素4624および/または処理システム4610は、サービ
スが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、サービス初期化の間
に決定するように構成され得る。ある態様では、マルチキャストスケジュールは、サービ
スに関するサービス識別子およびサービスインスタンス識別子と関連付けられ得る。別の
構成では、マルチキャスト構成要素4624および/または処理システム4610は、データリン
ク初期化プリミティブを通じたサービス初期化の間に、サービスが1対多数のサービスで
あるか多数対多数のサービスであるかを、アプリケーション層またはサービス層から示す
ように構成され得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、
および/または送信機4615は、サービスと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むト
ラフィック告知を送信するように構成されることがあり、トラフィック告知はデータがサ
ービスのために送信されることを示すことがある。
【０３１６】
　別の実施形態では、マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または
送信機4615は、NDLを通じてサービスと関連付けられるデータを通信するためのマルチキ
ャストスケジュールを要求するために、メッセージを第2のワイヤレスデバイスに送信す
るように構成され得る。マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/また
は受信機4605は、送信されたメッセージに基づいて、第2のワイヤレスデバイスから第2の
メッセージを受信するように構成され得る。第2のメッセージは、NDLを通じてサービスと
関連付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを含み得る。ある態
様では、マルチキャストスケジュールは、サービスのサービス提供者から継承され得る。
別の態様では、ワイヤレス通信デバイス4600は、NDLに参加することについて第2のワイヤ
レスデバイスから認証を得ることに成功した後で、NDLに参加することについて第3のワイ
ヤレスデバイスに認証を与えることが許可され得る。一構成では、マルチキャスト構成要
素4624、処理システム4610、および/または受信機4605は、第2のワイヤレスデバイスによ
って認証された後でCGKを受信するように構成され得る。CGKは、NDLと関連付けられるグ
ループアドレス指定されるトラフィックを暗号化および復号するための、単一の認証グル
ープの権限を有効にし得る。別の態様では、マルチキャストスケジュールは不変のスケジ
ュールであり得る。別の態様では、第2のメッセージは、マルチキャストスケジュールが
サービスへのサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播のため
のものであることを示し得る。別の態様では、第2のワイヤレスデバイスはサービスのサ
ービスアンカーであることがあり、第2のワイヤレスデバイスはサービスと関連付けられ
るマルチキャストスケジュールを通信するのを担う単独のエンティティであることがある
。別の構成では、マルチキャスト構成要素4624および/または処理システム4610は、サー
ビスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、サービス初期化の
間に決定するように構成され得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4624および/
または処理システム4610は、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初期化の
間に、サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、アプリ
ケーション層またはサービス層から示すように構成され得る。別の構成では、マルチキャ
スト構成要素4624、処理システム4610、および/または受信機4605は、マルチキャストサ
ービスと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告知を受信するように
構成され得る。トラフィック告知は、マルチキャストサービスのためにデータが送信され
ることを示し得る。別の構成では、マルチキャスト構成要素4624および/または処理シス
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テム4610は、受信されたトラフィック告知に基づいてスリープモードに入るかどうかを決
定するように構成され得る。
【０３１７】
　送信機4615、処理システム4610、および/またはマルチキャスト構成要素4624は、図43
のブロック4305、4310、4315、4320、および4325、図44のブロック4405、4410、4415、44
20、4425、4430、4435、および4440、ならびに図45のブロック4505、4510、4515、4520、
4525、および4530に関して上で論じられた1つまたは複数の機能を実行するように構成さ
れ得る。受信機4605は、受信機4212に対応し得る。処理システム4610は、プロセッサ4204
に対応し得る。送信機4615は、送信機4210に対応し得る。マルチキャスト構成要素4624は
、マルチキャスト構成要素126および/またはマルチキャスト構成要素4224に対応し得る。
【０３１８】
　一実施形態では、ワイヤレス通信デバイス4600は、NDLを通じてサービスと関連付けら
れるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを決定するための手段と、マル
チキャストスケジュールを少なくとも1つの他のワイヤレスデバイスに送信するための手
段とを含み得る。一態様では、ワイヤレス通信デバイス4600はサービスのサービスアンカ
ーであることがあり、サービスアンカーはサービスと関連付けられるマルチキャストスケ
ジュールを通信するのを担う単独のエンティティであることがある。別の態様では、ワイ
ヤレス通信デバイス4600はサービスをパブリッシュしないことがある。別の態様では、ワ
イヤレス通信デバイス4600は、サービスのためのNDLを開始するための要求を少なくとも1
つの他のワイヤレスデバイスから受信するための手段を含むことがあり、マルチキャスト
スケジュールは不変のスケジュールであることがある。別の態様では、サービスは、マル
チキャストスケジュールを通信するためのワイヤレス通信デバイス4600の可用性に基づい
て、別のワイヤレスデバイスによるサブスクリプションに利用可能なままであり得る。別
の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は、マルチキャストスケジュールがサービスへ
のサブスクリプションを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであ
ることを示すメッセージを送信するための手段を含み得る。別の態様では、マルチキャス
トスケジュールは、サービスのインスタンスと関連付けられることがあり、マルチキャス
トスケジュールは、サービスの異なるインスタンスと関連付けられるマルチキャストスケ
ジュールのセットとは異なることがある。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は
、マルチキャストスケジュールを示すメッセージを受信するための手段を含むことがあり
、マルチキャストスケジュールは、受信されたメッセージに基づいて決定されることがあ
る。別の態様では、メッセージは、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスク
リプションを要求している他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示
し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は、サービスが1対多数のサービス
であるか多数対多数のサービスであるかを、サービス初期化の間に決定するための手段を
含み得る。ある態様では、マルチキャストスケジュールは、サービスに関するサービス識
別子およびサービスインスタンス識別子と関連付けられ得る。別の構成では、ワイヤレス
通信デバイス4600は、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初期化の間に、
サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、アプリケーシ
ョン層またはサービス層から示すための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信
デバイス4600は、サービスと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告
知を送信するための手段を含むことがあり、トラフィック告知は、データがサービスのた
めに送信されることを示すことがある。
【０３１９】
　たとえば、マルチキャストスケジュールを決定するための手段は、マルチキャスト構成
要素4624および/または処理システム4610を含み得る。マルチキャストスケジュールを送
信するための手段は、マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または
送信機4615を含み得る。要求を受信するための手段は、マルチキャスト構成要素4624、処
理システム4610、および/または受信機4605を含み得る。メッセージを送信するための手
段は、マルチキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または送信機4615を含
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み得る。メッセージを受信するための手段は、マルチキャスト構成要素4624、処理システ
ム4610、および/または受信機4605を含み得る。サービスが1対多数であるか多数対多数で
あるかを決定するための手段は、マルチキャスト構成要素4624および/または処理システ
ム4610を含み得る。示すための手段は、マルチキャスト構成要素4624および/または処理
システム4610を含み得る。トラフィック告知を送信するための手段は、マルチキャスト構
成要素4624、処理システム4610、および/または送信機4615を含み得る。
【０３２０】
　別の実施形態では、ワイヤレス通信デバイス4600は、NDLを通じてサービスと関連付け
られるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを要求するために、メッセー
ジを第2のワイヤレスデバイスに送信するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバイ
ス4600は、送信されたメッセージに基づいて、第2のワイヤレスデバイスから第2のメッセ
ージを受信するための手段を含み得る。第2のメッセージは、NDLを通じてサービスと関連
付けられるデータを通信するためのマルチキャストスケジュールを含み得る。ある態様で
は、マルチキャストスケジュールは、サービスのサービス提供者から継承され得る。別の
態様では、ワイヤレス通信デバイス4600は、NDLに参加することについて第2のワイヤレス
デバイスから認証を得ることに成功した後で、NDLに参加することについて第3のワイヤレ
スデバイスに認証を与えることが許可され得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス
4600は、第2のワイヤレスデバイスによって認証された後でCGKを受信するための手段を含
み得る。CGKは、NDLと関連付けられるグループアドレス指定されるトラフィックを暗号化
および復号するための、単一の認証グループの権限を有効にし得る。別の態様では、マル
チキャストスケジュールは不変のスケジュールであり得る。別の態様では、第2のメッセ
ージは、マルチキャストスケジュールがサービスへのサブスクリプションを要求している
他のワイヤレスデバイスへの伝播のためのものであることを示し得る。別の態様では、第
2のワイヤレスデバイスはサービスのサービスアンカーであることがあり、第2のワイヤレ
スデバイスはサービスと関連付けられるマルチキャストスケジュールを通信するのを担う
単独のエンティティであることがある。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は、
サービスが1対多数のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、サービス初期
化の間に決定するための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は
、データリンク初期化プリミティブを通じたサービス初期化の間に、サービスが1対多数
のサービスであるか多数対多数のサービスであるかを、アプリケーション層またはサービ
ス層から示すための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は、マ
ルチキャストサービスと関連付けられるマルチキャスト識別子を含むトラフィック告知を
受信するための手段を含み得る。トラフィック告知は、マルチキャストサービスのために
データが送信されることを示し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス4600は、受
信されたトラフィック告知に基づいてスリープモードに入るかどうかを決定するための手
段を含み得る。
【０３２１】
　たとえば、送信するための手段は、送信機4615、処理システム4610、および/またはマ
ルチキャスト構成要素4624を含み得る。受信するための手段は、受信機4605、処理システ
ム4610、および/またはマルチキャスト構成要素4624を含み得る。共通グループ鍵を受信
するための手段は、受信機4605、処理システム4610、および/またはマルチキャスト構成
要素4624を含み得る。決定するための手段は、処理システム4610および/またはマルチキ
ャスト構成要素4624を含み得る。示すための手段は、処理システム4610および/またはマ
ルチキャスト構成要素4624を含み得る。トラフィック告知を受信するための手段は、マル
チキャスト構成要素4624、処理システム4610、および/または受信機4605を含み得る。ス
リープモードに入るかどうかを決定するための手段は、マルチキャスト構成要素4624、処
理システム4610、および/または受信機4605を含み得る。
【０３２２】
　NDP(またはNDL)セットアップの一部として、パブリッシャデバイスおよびサブスクライ
バデバイスは、ロバストセキュリティネットワークアソシエーション(RSNA:robust secur
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ity network association)を使用してセキュアな接続を確立するために、4ウェイハンド
シェイクに関与し得る。
【０３２３】
　図47は、RSNAを使用してセキュアな接続を確立する方法4700を示す。一態様では、IEEE
802.11の協定に従って、4ウェイハンドシェイクのイニシエータはRSNAのオーセンティケ
ータの役割を引き受けることがあり、レスポンダはRSNAのサプリカントの役割を引き受け
ることがある。NDPセットアップの間、サブスクライバが通常は接続を開始するので、サ
ブスクライバはNDP 4ウェイハンドシェイクにおいてNDP要求を最初に送信する。結果とし
て、サブスクライバはオーセンティケータとして指定され、一方でパブリッシャはサプリ
カントになる。
【０３２４】
　図47を参照すると、パブリッシャは、サブスクライバによるサブスクリプションに利用
可能な1つまたは複数のNANサービスを有し得る。一態様では、サブスクライバ上のアプリ
ケーションが、NANサービスにサブススクライブすることを意図し得る。アプリケーショ
ンは、subscribe()プリミティブをNAN層に出すことがあり、このプリミティブはNAN通信
のためにMAC層内にあることがある。それに応答して、サブスクライバの中のNAN層は、第
1の発見時間枠4702の間にサブスクリプションメッセージ4704を送信し得る。サブスクリ
プションメッセージ4704は、1つまたは複数のサービスに対する要求を示し得る。
【０３２５】
　パブリッシャ上のアプリケーションは、たとえば、サービス(たとえば、ゲームサービ
ス)が利用可能であると決定することがあり、publish()プリミティブを出すことがある。
pulish()プリミティブは、NAN層にサービスをパブリッシュさせ得る。一態様では、パブ
リッシャは、サブスクリプションメッセージ4704を受信したことに応答して、第1の発見
時間枠4702の間にパブリッシュメッセージ4706を送信し得る。別の態様では、パブリッシ
ャは、サブスクリプションメッセージ4704を受信することなく、第1の発見時間枠4702の
間にパブリッシュメッセージ4706を送信し得る。パブリッシュメッセージ4706は、1つま
たは複数のサービスがパブリッシャ上でのサブスクリプションに利用可能であることを示
し得る。
【０３２６】
　サブスクライバのNAN層は、パブリッシュメッセージ4706をパブリッシャから受信し、
発見結果をサブスクライバ中のアプリケーションに送信し得る。発見結果に基づいて、サ
ブスクライバは、サブスクライバが関心のある1つまたは複数のサービスがもしあればそ
れらを決定し得る。サブスクライバがパブリッシャによって提供されるサービスの少なく
とも1つに関心があると仮定すると、サブスクライバおよびパブリッシャは4ウェイハンド
シェイクのセキュリティネゴシエーションを実行し得る。
【０３２７】
　サブスクライバ上のアプリケーションはdatarequest()プリミティブを実行することが
あり、これは、サブスクライバ上のNAN層にNDP要求4708を送信させ得る。NDP要求メッセ
ージ4708を受信すると、パブリッシャ上のNAN層は、対応する1つまたは複数の要求される
サービスと関連付けられる1つまたは複数のアプリケーションにデータ指示を送信し得る
。データ指示は、1つまたは複数のアプリケーションと関連付けられるデータをサブスク
ライバが要求していることを示し得る。データ指示に基づいて、パブリッシャ上の1つま
たは複数のアプリケーションはdata responseプリミティブを実行することがあり、これ
は、パブリッシャのNAN層にNDP応答4710を送信させ得る。NDP応答4710を受信すると、サ
ブスクライバはNDPセキュリティ確認4712を送信し得る。続いて、パブリッシャは、受信
されたNDPセキュリティ確認4712に基づいて、NDPセキュリティインストールメッセージ47
14を送信し得る。NDPセキュリティインストールメッセージ4714を受信すると、サブスク
ライバのNAN層は、4ウェイハンドシェイクが完了したことを示すデータ確認メッセージを
1つまたは複数のアプリケーション層に送信し得る。そしてパブリッシャおよびサブスク
ライバは、セキュアなデータ通信4716を有し得る。
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【０３２８】
　図47を参照すると、パブリッシャはサービスを提供するエンティティであるが、サブス
クライバはオーセンティケータの役割を引き受けるエンティティである。理想的には、サ
ービスを提供するデバイスがオーセンティケータ(たとえば、サービスのためのNDPに参加
することを望む新しいデバイスを認証するデバイス)であるべきである。この問題に対す
る1つの解決法は、パブリッシャがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティ
ケータであるべきであることと、サブスクライバがサプリカントであることとを、NDP要
求4708においてサブスクライバに示させることである。たとえば、サブスクライバは、パ
ブリッシャがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケータであるべきであ
ることを示す開始メッセージまたはフィールドをNDP要求4708に含め得る。この解決法で
は、NDP要求4708は開始メッセージを含み得る。ペアごとの一時的な鍵を導出するために
使用されるサブスクライブされたからのノンスを含み得る、NDP要求4708を受信したこと
に応答して、パブリッシャはNDP応答4710を送信し得る。ある態様では、NDP応答4710は共
通グループ鍵(CGK)を含み得る。この態様では、NDPセキュリティインストレーションメッ
セージ4714がNDP応答4710に含まれ得る。NDP応答4710を受信すると、サブスクライバは、
第1のNDPセキュリティ確認メッセージ(たとえば、NDPセキュリティ確認4712)をパブリッ
シャに送信し得る。パブリッシャは次いで、第2のNDPセキュリティ確認メッセージをサブ
スクライバ(図示されていない)に送信し得る。ある態様では、NDP応答4710においてCGKを
送信する代わりに、CGKは、第2のNDPセキュリティ確認メッセージにおいてサブスクライ
バへパブリッシャによって送信され得る。この態様では、第2のNDPセキュリティ確認メッ
セージは、NDPセキュリティインストールメッセージ4714を含む。別の態様では、CGKがND
P応答4710において送信される場合、パブリッシャからの第2のNDPセキュリティ確認メッ
セージはプロトコルから省略され得る。要約すると、CGKは、NDP応答4710と第2のNDPセキ
ュリティ確認メッセージのいずれかにおいて送信され得る。
【０３２９】
　他の解決法も可能である。以下でさらに論じられるように、図47の4ウェイハンドシェ
イク構成は、パブリッシャがオーセンティケータとして作動し得る一方でサブスクライバ
がサプリカントとして作動し得るように、修正され得る。この構成では、サブスクライバ
は、図48に示されるように、パブリッシャへのINIT(または開始)メッセージを用いて4ウ
ェイハンドシェイクを引き起こし得る。
【０３３０】
　図48は、パブリッシャがオーセンティケータとして作動する、RSNAを使用してセキュア
な接続を確立する方法4800を示す。図48を参照すると、パブリッシャは、サブスクライバ
によるサブスクリプションに利用可能な1つまたは複数のNANサービスを有し得る。一態様
では、サブスクライバ上のアプリケーションが、NANサービスにサブススクライブするこ
とを意図し得る。アプリケーションは、subscribe()プリミティブをNAN層に出すことがあ
り、このプリミティブはNAN通信のためにMAC層内にあることがある。それに応答して、サ
ブスクライバの中のNAN層は、第1の発見時間枠4802の間にサブスクリプションメッセージ
4804を送信し得る。サブスクリプションメッセージ4804は、1つまたは複数のサービスに
対する要求を示し得る。
【０３３１】
　パブリッシャ上のアプリケーションは、たとえば、サービス(たとえば、ゲームサービ
ス)が利用可能であると決定することがあり、publish()プリミティブを出すことがある。
pulish()プリミティブは、NAN層にサービスをパブリッシュさせ得る。publish()プリミテ
ィブはまた、1つまたは複数の暗号スイートおよびクレデンシャルをNAN層に示し得る。暗
号スイートは、パブリッシャによってサポートされるアルゴリズム(たとえば、暗号化ア
ルゴリズム、完全性保護アルゴリズム、ハッシュおよびキーラップアルゴリズムなどの、
暗号アルゴリズム)およびパラメータの束であり、セキュリティに関する処理のためのプ
ロファイルを定義し得る。暗号スイートは、暗号のアジリティとセキュリティ処理におけ
るバージョン変更とをサポートするための、プロトコルのための手段を提供し得る。暗号
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スイート識別子(CSID)が暗号スイートを識別し得る。CSIDは、特定の暗号スイートを表す
オクテット文字列であり得る。CSIDオクテット文字列は、長さが1～32オクテットであり
得る。単一のオクテットCSID値は、よく知られているアルゴリズムのスイートに対する一
意性を確保するように定義され登録され得る。ハッシュを使用した固有値の作成をサポー
トするために、より長いCSID値が許容され得る。したがって、CSIDは、デバイスがサポー
トする暗号アルゴリズムのタイプを示し得る。クレデンシャルは、セキュリティネゴシエ
ーションにおいて関係者を認証するのを支援するための、暗号スイートとともに提示され
る公開情報であり得る。クレデンシャルの例には、ペアごとのマスター鍵識別子(PMKID:p
airwise master key identifier)、公開鍵、証明書などがある。クレデンシャルは、デバ
イスがサポートする認証方法のタイプ(たとえば、共有鍵対公開鍵)を示し得る。
【０３３２】
　一態様では、パブリッシャは、サブスクリプションメッセージ4804を受信したことに応
答して、第1の発見時間枠4802の間に、CSIDおよび/またはクレデンシャルを含み得るパブ
リッシュメッセージ4806を送信し得る。別の態様では、パブリッシャは、サブスクリプシ
ョンメッセージ4804を受信することなく、第1の発見時間枠4802の間にパブリッシュメッ
セージ4806を送信し得る。パブリッシュメッセージ4806は、1つまたは複数のサービスが
パブリッシャ上でのサブスクリプションに利用可能であることを示し得る。パブリッシュ
メッセージ4806はまた、パブリッシャのためのサポートされる暗号スイートおよび利用可
能なクレデンシャルを広告し得る。パブリッシュメッセージ4806を受信すると、サブスク
ライバのNAN層は、サブスクライバ上の1つまたは複数のアプリケーションに発見結果を送
信し得る。発見結果は、パブリッシュメッセージ4806に含まれるCSIDおよびクレデンシャ
ルを含み得る。サブスクライバは、NDPネゴシエーションを行うための、およびセキュア
なデータ通信4818を確立するための、適切な暗号スイートおよびクレデンシャルを選択し
得る。
【０３３３】
　一構成では、サブスクライバが第1の発見時間枠4802の間にサブスクリプションメッセ
ージ4804を送信する場合、サブスクライブメッセージは、NDP要求4810を送信するように
パブリッシャに要求するINITメッセージを含み得る。別の構成では、サブスクライバがサ
ブスクリプションメッセージ4804を送信しない場合、またはサブスクリプションメッセー
ジ4804がINITメッセージを含まない場合、サブスクライバは、さらなるサービス発見期間
の間などに、サブスクリプションメッセージ4804とは別個にINITメッセージ4808を送信し
得る。この構成では、サブスクライバ上のアプリケーションは、datarequest()プリミテ
ィブを実行することができ、これは、サブスクライバと関連付けられるCSID、クレデンシ
ャル、ピアクレデンシャル、および/またはペアごとのマスター鍵(PMK)をNAN層に示すこ
とがある。INITメッセージ4808は、CSID、クレデンシャル、ピアクレデンシャル、および
/またはPMKIDのすべてまたは一部を含み得る。
【０３３４】
　INITメッセージを受信すると、サブスクリプションメッセージ4804の中で、または別個
のメッセージとして、パブリッシャのNAN層は、データ指示をパブリッシャ上の1つまたは
複数のアプリケーションに送信し得る。データ指示は、サブスクライバによってサポート
されるCSIDおよび/またはクレデンシャルを含み得る。それに応答して、パブリッシャ上
の1つまたは複数のアプリケーションは、dataresponse()プリミティブを実行し得る。dat
aresponse()プリミティブは、たとえば、パブリッシャと関連付けられるクレデンシャル
およびPMKを含み得る。NAN層は、クレデンシャルおよびPMKを受信し、4ウェイハンドシェ
イクを開始し得る。
【０３３５】
　パブリッシャと局の両方が、サービスと関連付けられるPMKまたは公開鍵を有すると仮
定すると、パブリッシャは、NDP要求4810を送信することによって4ウェイハンドシェイク
を開始し得る。NDP要求は、CSID、クレデンシャル、および鍵記述子を含み得る。鍵記述
子は、ペアごとの一時鍵(PTK:pairwise transient key)を生成するための値およびパラメ



(101) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

ータ(たとえば、ノンス)を含むことがあり、これは、2つのピアデバイス間のユニキャス
ト通信のために、および、同じPMKまたは公開鍵が交換されたことに基づいてパブリッシ
ャとサブスクライバが各々同じPTKを取得した/導出した/生成したことを証明するために
、使用され得る。PTKは、NANユニキャストセキュリティ鍵であり得る。任意のメンバーが
暗号化されたユニキャストフレームをグループの任意の他のメンバーに送信できるように
、NANセキュリティグループは、1つまたは複数のサービスに対して共通のセキュリティポ
リシーおよび適合するセキュリティクレデンシャルまたは鍵材料を共有する、2つ以上の
デバイスを含み得る。さらに、パブリッシャがサブスクライバを認証すると、パブリッシ
ャはまた、暗号化されたユニキャストメッセージを用いて(たとえば、NDPセキュリティイ
ンストレーションメッセージにおいて)共通グループ鍵(CGK)をサブスクライバに送信し得
る。CGKは、NDLのメンバー間のグループ通信のために使用される別個の鍵であり得る。CG
Kは、同じNANサービスと関連付けられるすべてのデバイスまたは同じNANサービスの同じ
インスタンスによって使用され得る。
【０３３６】
　NDP要求4810を受信すると、サブスクライバは、PMK、パブリッシャと関連付けられるND
P要求4810の中のノンス、サブスクライバと関連付けられるノンス、パブリッシャと関連
付けられる識別子(たとえば、MACアドレス)、およびサブスクライバと関連付けられる識
別子(たとえば、MACアドレス)に基づいて、PTKを生成し得る。公開鍵がクレデンシャルと
して使用されるとき、サブスクライバは、パブリッシャから受信された公開鍵および固有
の公開鍵に基づいてPTKを生成し得る。サブスクライバは、NDP応答4812をパブリッシャに
送信し得る。NDP応答4812は、暗号化されたデータ(たとえば、PTKに基づいて暗号化され
た)とともに、CSID、クレデンシャル、および鍵記述子を含み得る。NDP応答4812を受信す
ると、パブリッシャは、PMK、サブスクライバと関連付けられるNDP応答4812の中のノンス
、パブリッシャと関連付けられるノンス、パブリッシャと関連付けられる識別子、および
サブスクライバと関連付けられる識別子に基づいて、PTKを生成し得る。公開鍵がクレデ
ンシャルとして使用されるとき、パブリッシャは、サブスクライバから受信された公開鍵
および固有の公開鍵に基づいてPTKを生成し得る。PTKを生成した後で、パブリッシャは、
NDP応答4812において送信される暗号化されたデータを復号し得る。復号されたデータが
、NDP要求4810においてパブリッシャにより送信される暗号化されていないデータと一致
する場合、パブリッシャは、サブスクライバがPMKを有することを確認し得る。パブリッ
シャは、NDPセキュリティインストールメッセージ4814をサブスクライバに送信し得る。N
DPセキュリティインストールメッセージ4814は鍵記述子を含むことがあり、NDPセキュリ
ティインストールメッセージ4814はサブスクライバがパブリッシャによって認証されるこ
とを示すことがある。NDPセキュリティインストールメッセージ4814はグループ鍵を含む
ことがあり、これは、パブリッシャと関連付けられるすべてのサブスクライバにブロード
キャストまたはマルチキャストされ得るパブリッシャからのメッセージを復号するために
使用されることがある。セキュリティインストールメッセージ4814は、パブリッシャがサ
ブスクライバと同じPTKを導出したことを示し得る。ある態様では、NDPセキュリティイン
ストールメッセージ4814は、第1のNDPセキュリティ確認メッセージ(図示されていない)に
おいてパブリッシャにより送信され得る。NDPセキュリティインストールメッセージ4814
を受信すると、サブスクライバは、サブスクライバがNDPを通じたセキュアなデータ通信4
818の準備ができていることを示すNDPセキュリティ確認4816を送信し得る。NDPセキュリ
ティ確認4816は、第2のNDPセキュリティ確認メッセージと呼ばれ得る。NDPセキュリティ
確認4816は、サブスクライバがパブリッシャと同じPTKを導出したことを確認し得る。サ
ブスクライバ上のNAN層はまた、セキュアなNDPがセットアップされることを示すデータ確
認メッセージを、サブスクライバ上の1つまたは複数のアプリケーションに送信し得る。
【０３３７】
　上の例は、INITメッセージ4808が送信され得るいくつかのシナリオを与えたが、他のシ
ナリオも可能である。一態様では、INITメッセージは、属性(たとえば、NDL属性)の中の
フィールドとして、または、新しいセキュリティ属性もしくは新しい情報要素の一部とし
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て、含まれ得る。別の態様では、INITメッセージは、extensible authentication protoc
ol (EAP) over local area network (LAN)(EAPoL)キーフレームにおいて搬送される別個
のメッセージであり得る。さらに別の態様では、INITメッセージは、IEEE802.1管理フレ
ームにおけるフィールドまたは情報要素であり得る。
【０３３８】
　図49は、図1のワイヤレス通信システム100内でNDPのためにセキュリティネゴシエーシ
ョンを実行し得るワイヤレスデバイス4902の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレス
デバイス4902は、本明細書において説明される様々な方法を実施するように構成され得る
デバイスの例である。たとえば、ワイヤレスデバイス4902は、図47および図48において、
パブリッシャまたはサブスクライバを備え得る。
【０３３９】
　ワイヤレスデバイス4902は、ワイヤレスデバイス4902の動作を制御するプロセッサ4904
を含み得る。プロセッサ4904はCPUと呼ばれることもある。ROMとRAMの両方を含み得るメ
モリ4906は、命令とデータとをプロセッサ4904に提供することができる。メモリ4906の一
部はまた、NVRAMを含み得る。プロセッサ4904は、通常、メモリ4906内に記憶されたプロ
グラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行する。メモリ4906の中の命令は、本
明細書において説明される方法を実施するように(たとえば、プロセッサ4904によって)実
行可能であり得る。
【０３４０】
　プロセッサ4904は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理システムの構
成要素を備え、またはそのような構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティテ
ィの任意の組合せを用いて実装され得る。
【０３４１】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼
ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他
の呼ばれ方をされるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するものと広く解釈され
なければならない。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフ
ォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコードのフォーマ
ットにおける)コードを含み得る。命令は、1つまたは複数のプロセッサによって実行され
ると、本明細書において説明される様々な機能を処理システムに実行させる。
【０３４２】
　ワイヤレスデバイス4902はまた、ハウジング4908を含むことがあり、ワイヤレスデバイ
ス4902は、ワイヤレスデバイス4902とリモートデバイスとの間でのデータの送信および受
信を可能にするために送信機4910および/または受信機4912を含むことがある。送信機491
0および受信機4912は、トランシーバ4914へと組み合わされ得る。アンテナ4916は、ハウ
ジング4908に取り付けられ、トランシーバ4914に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバ
イス4902はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および/または複
数のアンテナを含み得る。
【０３４３】
　ワイヤレスデバイス4902はまた、トランシーバ4914または受信機4912によって受信され
た信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器4918を含み得る。
信号検出器4918は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデ
バイス4902は、信号を処理する際に使用するためのDSP4920も含み得る。DSP4920は、送信
のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、PP
DUを備え得る。



(103) JP 2018-509846 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

【０３４４】
　ワイヤレスデバイス4902はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース4922
を備え得る。ユーザインターフェース4922は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、
および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース4922は、ワイヤレスデ
バイス4902のユーザに情報を伝え、かつ/またはユーザからの入力を受け取る、任意の要
素または構成要素を含み得る。
【０３４５】
　ワイヤレスデバイス4902がSTA(たとえば、STA114)として実装されるとき、ワイヤレス
デバイス4902はセキュリティ構成要素4924も備え得る。
【０３４６】
　一構成では、ワイヤレスデバイス4902がサブスクライブ側デバイスとして機能している
とき、セキュリティ構成要素4924は、セキュアなNDPを確立するためのパブリッシュ側デ
バイスとのセキュリティネゴシエーションを開始することを決定するように構成されるこ
とがあり、ここで、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにおけるオ
ーセンティケータでありワイヤレスデバイス4902がサプリカントである。セキュリティ構
成要素4924は、セキュアなNDPを確立するためのセキュリティネゴシエーションを開始す
るために、NANサービスを提供しているパブリッシュ側デバイスに開始メッセージ(たとえ
ば、INITメッセージ4928)を送信するように構成され得る。別の構成では、セキュリティ
構成要素4924はパブリッシュ側デバイスにサブスクリプションメッセージを送信するよう
に構成されることがあり、サブスクリプションメッセージはワイヤレスデバイス4902によ
り要求される1つまたは複数のNANサービスを示すことがある。この構成では、セキュリテ
ィ構成要素4924はパブリケーションデバイスからパブリケーションメッセージを受信する
ように構成されることがあり、パブリケーションメッセージはパブリッシュ側デバイスか
ら利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示すことがある。ある態様では、開始メッセ
ージは発見時間枠の間にサブスクリプションメッセージにおいて送信されることがあり、
または、開始メッセージはNDPスケジュールネゴシエーションの間に送信されることがあ
る。別の態様では、開始メッセージは、extensible authentication protocol (EAP) ove
r local area network (LAN)(EAPoL)キーフレームにおいて搬送されるフィールド、情報
要素、メッセージ、または、IEEE802.11管理フレームにおいて搬送されるフィールドもし
くは情報要素であり得る。別の構成では、セキュリティ構成要素4924は、送信された開始
メッセージに基づいてパブリッシュ側デバイスからNDP要求メッセージを受信し(たとえば
、NDP要求メッセージはパブリッシャノンス4932を含み得る)、受信されたNDP要求メッセ
ージに基づいてNDP応答メッセージを送信し(たとえば、NDP応答メッセージはサブスクラ
イバノンス4930を含み得る)、送信されたNDP応答メッセージに応答してNDPセキュリティ
インストレーションメッセージを受信し(たとえば、NDPセキュリティインストレーション
メッセージはグループ鍵4934を含み得る)、受信されたNDPセキュリティインストレーショ
ンメッセージに基づいてNDPセキュリティ確認メッセージを送信するように構成され得る
。この構成では、セキュリティ構成要素4924は、サブスクライバノンス4930およびパブリ
ッシャノンス4932に基づいてPTK4936を生成するように構成され得る。別の構成では、セ
キュリティ構成要素4924はNDP要求メッセージをパブリッシュ側デバイスに送信するよう
に構成されることがあり、ここで、開始メッセージはNDP要求メッセージに含まれること
があり、開始メッセージはパブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにお
けるオーセンティケータとなることを示すことがある。この構成では、セキュリティ構成
要素4924は、送信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応答メッセージを受信し、受信
されたNDP応答メッセージに応答してNPDセキュリティインストレーションメッセージを送
信し、送信されたNDPセキュリティインストレーションメッセージに基づいてNDPセキュリ
ティ確認メッセージを受信するように構成され得る。
【０３４７】
　別の構成では、ワイヤレスデバイス4902がパブリッシュ側デバイスとして機能している
とき、セキュリティ構成要素4924は、NANサービスを要求しているサブスクライブ側デバ
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イスから開始メッセージを受信して、NDPと関連付けられるセキュリティネゴシエーショ
ンを開始し、受信された開始メッセージに基づいて、セキュリティネゴシエーションにお
いてワイヤレスデバイス4902がオーセンティケータでありサブスクライブ側デバイスがサ
プリカントであると決定するように構成され得る。別の構成では、セキュリティ構成要素
4924は、受信された開始メッセージに基づいてサブスクライブ側デバイスにNDP要求メッ
セージを送信するように構成され得る。別の構成では、セキュリティ構成要素4924はサブ
スクライブ側デバイスからサブスクリプションメッセージを受信するように構成されるこ
とがあり、サブスクリプションメッセージはサブスクライブ側デバイスにより要求される
1つまたは複数のNANサービスを示すことがある。この構成では、開始メッセージはサブス
クリプションメッセージにおいて受信され得る。またこの構成では、セキュリティ構成要
素4924はサブスクライブ側デバイスにパブリケーションメッセージを送信するように構成
されることがあり、パブリケーションメッセージはワイヤレスデバイス4902から利用可能
な少なくとも1つのNANサービスを示すことがある。別の構成では、セキュリティ構成要素
4924は、サブスクライブ側デバイスからNDP要求メッセージを受信するように構成される
ことがあり、開始メッセージはNDP要求メッセージ内に含まれることがある。
【０３４８】
　ワイヤレスデバイス4902の様々な構成要素は、バスシステム4926によって一緒に結合さ
れ得る。バスシステム4926は、たとえばデータバスを含むことがあり、ならびに、データ
バスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことがある。ワ
イヤレスデバイス4902の構成要素は、一緒に結合されることがあり、または何らかの他の
機構を使用して互いへの入力を受け入れ、もしくは提供することがある。
【０３４９】
　いくつかの別個の構成要素が図49に示されるが、構成要素のうち1つまたは複数は、組
み合わされることがあり、または普通に実装されることがある。たとえば、プロセッサ49
04は、プロセッサ4904に関して上で説明された機能を実施するためだけでなく、信号検出
器4918、DSP4920、ユーザインターフェース4922、および/またはセキュリティ構成要素49
24に関して上で説明された機能を実施するためにも使用され得る。さらに、図49に示され
た構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【０３５０】
　図50～図51は、セキュアなNDPのためのセキュリティネゴシエーションを開始するよう
にパブリッシャに要求する例示的な方法5000、5100のフローチャートである。方法5000、
5100は、装置(たとえば、STA114またはワイヤレスデバイス4902)を使用して実行され得る
。方法5000、5100は、図49のワイヤレスデバイス4902の要素に関して下で説明されるが、
本明細書において説明されるステップのうちの1つまたは複数を実施するために、他の構
成要素が使用され得る。
【０３５１】
　ブロック5005において、装置は、セキュアなNDPを確立するためにパブリッシュ側デバ
イスとのセキュリティネゴシエーションを開始すると決定することがあり、ここで、パブ
リッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションのオーセンティケータであり、サブ
スクライブ側デバイスがサプリカントである。たとえば、図38を参照すると、装置はサブ
スクライバに対応し得る。サブスクライバは、セキュアなNDP(たとえば、セキュアなデー
タ通信4818)を確立するためにパブリッシャとのセキュリティネゴシエーションを開始す
ると決定することがあり、ここで、パブリッシャがセキュリティネゴシエーションのオー
センティケータであり、サブスクライバがサプリカントである。一構成では、サブスクラ
イバは、subscribe()プリミティブを実行することによって、および、1つまたは複数のNA
Nサービスを要求するためにサブスクライバのNAN層にサブスクリプションメッセージ4804
においてINITメッセージを送信させることによって、セキュリティネゴシエーションを開
始すると決定し得る。別の構成では、サブスクライバは、1つまたは複数のNANサービスが
利用可能であることを示すパブリッシュメッセージ4806を受信した後で、セキュリティネ
ゴシエーションを開始すると決定し得る。この構成では、サブスクライバのNAN層は、発
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見結果をアプリケーション層に送信することがあり、アプリケーション層は、datareques
t()プリミティブを実行して、NAN層にINITメッセージ4808を(たとえば、スタンドアロン
のメッセージとして、または、NDPスケジューリングもしくはセキュリティネゴシエーシ
ョンの手順の一部として)送信させることがある。
【０３５２】
　ブロック5010において、装置は、セキュアなNDPを確立するためのセキュリティネゴシ
エーションを開始するために、NANサービスを提供しているパブリッシュ側デバイスに開
始メッセージを送信し得る。たとえば、図48を参照すると、サブスクライバは、NANサー
ビスを提供しているパブリッシャにINITメッセージ4808を送信して、セキュアなNDPを確
立するためのセキュリティネゴシエーションを開始し得る。
【０３５３】
　ブロック5015において、装置は、パブリッシュ側デバイスにサブスクリプションメッセ
ージを送信し得る。サブスクリプションメッセージは、サブスクライブ側デバイスによっ
て要求される1つまたは複数のNANサービスを示し得る。たとえば、図48を参照すると、サ
ブスクライバは、サブスクリプションメッセージ4804をパブリッシャへ送信し得る。サブ
スクリプションメッセージ4804は、サブスクライバによって要求される1つまたは複数のN
ANサービスを示し得る。この例では、サブスクリプションメッセージ4804は、NDP要求481
0を送信するようにパブリッシャに要求するINITメッセージを含み得る。
【０３５４】
　ブロック5020において、装置はパブリケーションデバイスからパブリケーションメッセ
ージを受信することがあり、パブリケーションメッセージはパブリッシュ側デバイスから
利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示すことがある。たとえば、図48を参照すると
、サブスクライバはパブリッシャからパブリッシュメッセージ4806を受信することがあり
、パブリッシュメッセージ4806はパブリッシャから利用可能な少なくとも1つのNANサービ
スを示すことがある。パブリッシュメッセージ4806はさらに、パブリッシャとサブスクラ
イバとの間のセキュリティネゴシエーションのために使用されるべきCSIDおよびクレデン
シャルを含み得る。
【０３５５】
　ブロック5025において、装置は、送信された開始メッセージに基づいて、パブリッシュ
側デバイスからNDP要求メッセージを受信し得る。たとえば、サブスクライバは、送信さ
れた開始メッセージに基づいて、パブリッシャからNDP要求4810を受信し得る。一態様で
は、送信された開始メッセージはサブスクリプションメッセージ4804の中にあり得る。別
の態様では、送信された開始メッセージは、INITメッセージ4808などの別個のメッセージ
であり得る。NDP要求4810は、パブリッシャにおいて利用可能な暗号スイートを識別するC
SIDを含み得る。NDP要求4810はクレデンシャルおよび鍵記述子を含むことがあり、これら
は、PMKからPTKを生成するためのパブリッシャからのノンスを含むことがある。
【０３５６】
　ブロック5030において、装置は、受信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応答メッ
セージを送信し得る。たとえば、図48を参照すると、サブスクライバは、PMK、パブリッ
シャと関連付けられるノンス、サブスクライバと関連付けられるノンス、パブリッシャと
関連付けられる識別子、およびサブスクライバと関連付けられる識別子に基づいて、PTK
を生成し得る。PTKを生成した後で、サブスクライバは、受信されたNDP要求4810に基づい
てNDP応答4812を送信し得る。NDP応答4812は、関連するクレデンシャルとともにサブスク
ライバによって選択されたCSIDを含み得る。NDP応答4812は鍵記述子を含むことがあり、
これは、サブスクライバと関連付けられるノンスおよびPTKに基づいて暗号化されたデー
タを含むことがある。
【０３５７】
　図51に続くと、ブロック5105において、装置は、送信されたNDP応答メッセージへの応
答においてNDPセキュリティインストレーションメッセージを受信し得る。たとえば、サ
ブスクライバは、NDP応答4812を送信したことに応答してNDPセキュリティインストールメ
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ッセージ4814を受信し得る。NDPセキュリティインストールメッセージ4814は鍵記述子を
含むことがあり、鍵記述子は、サブスクライバがPMKを有すること、および/またはサブス
クライバがパブリッシャによって認証されることの確認を含むことがある。
【０３５８】
　ブロック5110において、装置は、受信されたNDPセキュリティインストレーションメッ
セージに基づいてNDPセキュリティ確認メッセージを送信し得る。たとえば、図48を参照
すると、サブスクライバは、受信されたNDPセキュリティインストールメッセージ4814に
基づいて、NDPセキュリティ確認4816を送信し得る。NDPセキュリティ確認4816は、サブス
クライバがNDPを通じたセキュアなデータ通信4818の準備ができていることを示し得る。
【０３５９】
　別の構成では、ブロック5115において、装置は、パブリッシュ側デバイスにNDP要求メ
ッセージを送信し得る。開始メッセージはNDP要求メッセージに含まれることがあり、開
始メッセージはパブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセ
ンティケータになることを示し得る。たとえば、図47を参照すると、装置はサブスクライ
バであり得る。サブスクライバは、NDP要求4708をパブリッシャに送信し得る。NDP要求47
08は、パブリッシャがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケータになる
べきであることを示すINITフィールドを含み得る。NDP要求4708の内容は、図48のNDP要求
4810の内容と同様であり得る。
【０３６０】
　この構成では、ブロック5120において、装置は、送信されたNDP要求メッセージに基づ
いてNDP応答メッセージを受信し得る。たとえば、図47を参照すると、サブスクライバは
、送信されたNDP要求4708に基づいて、NDP応答4710を受信し得る。NDP応答4710は、図48
のNDP応答4812と同様の内容を含み得る。ブロック5125において、装置は、受信されたNDP
応答メッセージに応答してNDPセキュリティ確認メッセージを送信し得る。たとえば、図4
7を参照すると、サブスクライバはNDPセキュリティ確認4712を送信する。NDPセキュリテ
ィ確認4712は、NDPセキュリティ確認4816と同様の内容を含み得る。ブロック5130におい
て、装置は、送信されたNDPセキュリティ確認メッセージに基づいてNDPセキュリティイン
ストールメッセージを受信し得る。たとえば、図47を参照すると、サブスクライバは、送
信されたNDPセキュリティ確認4712に基づいて、NDPセキュリティインストールメッセージ
4714を受信し得る。NDPセキュリティインストールメッセージ4714は、NDPセキュリティイ
ンストールメッセージ4814と同様の内容を含み得る。
【０３６１】
　図52は、パブリッシャにおいてセキュアなNDPのためのセキュリティネゴシエーション
を開始する例示的な方法5200のフローチャートである。方法5200は、装置(たとえば、STA
114またはワイヤレスデバイス4902)を使用して実行され得る。方法5200は、図49のワイヤ
レスデバイス4902の要素に関して下で説明されるが、本明細書において説明されるステッ
プのうちの1つまたは複数を実施するために、他の構成要素が使用され得る。
【０３６２】
　ブロック5205において、装置は、NDPと関連付けられるセキュリティネゴシエーション
を開始するために、NANサービスを要求しているサブスクライブ側デバイスから開始メッ
セージを受信し得る。たとえば、図48を参照すると、装置はパブリッシャに対応し得る。
パブリッシャは、NDPと関連付けられる4ウェイハンドシェイクを開始するために、NANサ
ービスを要求しているサブスクライバからINITメッセージを受信し得る。INITメッセージ
は、パブリッシャが4ウェイハンドシェイクにおけるオーセンティケータであることを示
し得る。
【０３６３】
　ブロック5210において、装置は、受信された開始メッセージに基づいて、セキュリティ
ネゴシエーションにおいてパブリッシュ側デバイスがオーセンティケータでありサブスク
ライブ側デバイスがサプリカントであることを決定し得る。たとえば、図48を参照すると
、パブリッシャは、4ウェイハンドシェイクにおいてパブリッシャがオーセンティケータ
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でありサブスクライバがサプリカントであることを、受信されたINITメッセージに基づい
て決定し得る。たとえば、INITメッセージはビット値を含み得る。ビット値が0に設定さ
れるとき、パブリッシャはサプリカントであり、ビット値が1に設定されるとき、パブリ
ッシャはオーセンティケータである。パブリッシャは、ビット値が0に設定されるか1に設
定されるかを決定し、ビット値に基づいて、パブリッシャがオーセンティケータであるか
サプリカントであるかを決定し得る。
【０３６４】
　一構成では、ブロック5215において、装置は、サブスクライブ側デバイスからサブスク
リプションメッセージを受信し得る。サブスクリプションメッセージはサブスクライブ側
デバイスによって要求される1つまたは複数のNANサービスを示すことがあり、開始メッセ
ージはサブスクリプションメッセージにおいて受信されることがある。たとえば、図48を
参照すると、パブリッシャは、サブスクリプションメッセージ4804をサブスクライバから
受信し得る。サブスクリプションメッセージ4804はサブスクライバによって要求される1
つまたは複数のNANサービスを示すことがあり、INITメッセージはサブスクリプションメ
ッセージ4804に含まれることがある。この構成では、ブロック5220において、装置は、サ
ブスクライブ側デバイスにパブリケーションメッセージを送信し得る。パブリケーション
メッセージは、パブリッシュ側デバイスから利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示
し得る。たとえば、図48を参照すると、パブリッシャは、パブリッシュメッセージ4806を
サブスクライバに送信し得る。パブリッシュメッセージ4806は、パブリッシャから利用可
能な少なくとも1つのNANサービスを示し得る。パブリッシュメッセージ4806はさらに、パ
ブリッシャのためのサポートされる暗号スイートおよび利用可能なクレデンシャルを示し
得る。
【０３６５】
　別の構成では、サブスクライバは、開始メッセージを別個のメッセージとして送信し得
る。この構成では、ブロック5225において、装置は、受信された開始メッセージに基づい
て、サブスクライブ側デバイスにNDP要求メッセージを送信し得る。たとえば、図48を参
照すると、サブスクライバは、INITメッセージ4808を別個のメッセージとして送信し得る
。パブリッシャは次いで、受信されたINITメッセージ4808に基づいて、NDP要求4810をサ
ブスクライバに送信し得る。NDP要求4810は、パブリッシャと関連付けられるCSID、クレ
デンシャル、および鍵記述子を含み得る。
【０３６６】
　別の構成では、ブロック5230において、装置は、サブスクライブ側デバイスからNDP要
求メッセージを受信し得る。開始メッセージはNDP要求メッセージに含まれ得る。たとえ
ば、図47を参照すると、パブリッシャはサブスクライバからNDP要求4708を受信すること
があり、INITメッセージはNDP要求4708に含まれることがある。
【０３６７】
　図53は、セキュリティネゴシエーションを実行する例示的なワイヤレス通信デバイス53
00の機能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス5300は、受信機5305、処理システム
5310、および送信機5315を含み得る。処理システム5310は、セキュリティ構成要素5324を
含み得る。
【０３６８】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、サブスクライブ側デバイスであり得る。
この構成では、処理システム5310および/またはセキュリティ構成要素5324は、セキュア
なNDPを確立するためのパブリッシュ側デバイスとのセキュリティネゴシエーションを開
始することを決定するように構成されることがあり、ここで、パブリッシュ側デバイスが
セキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケータでありサブスクライブ側デバ
イスがサプリカントである。処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/ま
たは送信機5315は、セキュアなNDPを確立するためのセキュリティネゴシエーションを開
始するために、NANサービスを提供しているパブリッシュ側デバイスに開始メッセージを
送信するように構成され得る。開始メッセージは、パブリッシュ側デバイスがセキュリテ
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ィネゴシエーションにおけるオーセンティケータになることを示し得る。別の構成では、
処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または送信機5315はパブリッシ
ュ側デバイスにサブスクリプションメッセージを送信するように構成されることがあり、
サブスクリプションメッセージはサブスクライブ側デバイスにより要求される1つまたは
複数のNANサービスを示すことがある。この構成では、処理システム5310、セキュリティ
構成要素5324、および/または受信機5305はパブリケーションデバイスからパブリケーシ
ョンメッセージを受信するように構成されることがあり、パブリケーションメッセージは
パブリッシュ側デバイスから利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示すことがある。
ある態様では、開始メッセージは発見時間枠の間にサブスクリプションメッセージにおい
て送信されることがあり、または、開始メッセージはNDPスケジュールネゴシエーション
の間に送信されることがある。別の態様では、開始メッセージは、EAPoLキーフレームに
おいて搬送されるフィールド、情報要素、メッセージ、または、IEEE802.11管理フレーム
において搬送されるフィールドもしくは情報要素であり得る。別の構成では、処理システ
ム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または受信機5305は、送信された開始メッ
セージに基づいてパブリッシュ側デバイスからNDP要求メッセージを受信するように構成
され得る。この構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/また
は送信機5315は、受信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応答メッセージを送信する
ように構成され得る。この構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、お
よび/または受信機5305は、送信されたNDP応答メッセージに応答してNDPセキュリティイ
ンストレーションメッセージを受信するように構成され得る。この構成では、処理システ
ム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または送信機5315は、受信されたNDPセキュ
リティインストレーションメッセージに基づいてNDPセキュリティ確認メッセージを送信
するように構成され得る。別の構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324
、および/または送信機5315はパブリッシュ側デバイスにNDP要求メッセージを送信するよ
うに構成されることがあり、開始メッセージはNDP要求メッセージに含まれることがある
。この構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または受信機5
305は、送信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応答メッセージを受信するように構
成され得る。この構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/ま
たは送信機5315は、受信されたNDP応答メッセージに応答してNDPセキュリティ確認メッセ
ージを送信するように構成され得る。この構成では、処理システム5310、セキュリティ構
成要素5324、および/または受信機5305は、送信されたNDPセキュリティ確認メッセージに
基づいてNDPセキュリティインストレーションメッセージを受信するように構成され得る
。
【０３６９】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、パブリッシュ側デバイスであり得る。別
の構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または受信機5305
は、NDPと関連付けられるセキュリティネゴシエーションを開始するために、NANサービス
を要求しているサブスクライブ側デバイスから開始メッセージを受信するように構成され
得る。開始メッセージは、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーションにお
けるオーセンティケータであることを示し得る。この構成では、処理システム5310および
/またはセキュリティ構成要素5324は、受信された開始メッセージに基づいて、セキュリ
ティネゴシエーションにおいてパブリッシュ側デバイスがオーセンティケータでありサブ
スクライブ側デバイスがサプリカントであることを決定するように構成され得る。別の構
成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または送信機5315は、
受信された開始メッセージに基づいてサブスクライブ側デバイスにNDP要求メッセージを
送信するように構成され得る。別の構成では、処理システム5310、セキュリティ構成要素
5324、および/または受信機5305は、サブスクライブ側デバイスからサブスクリプション
メッセージを受信するように構成され得る。サブスクリプションメッセージはサブスクラ
イブ側デバイスによって要求される1つまたは複数のNANサービスを示すことがあり、開始
メッセージはサブスクリプションメッセージにおいて受信されることがある。この構成で
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は、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、および/または送信機5315はサブス
クライブ側デバイスにパブリケーションメッセージを送信するように構成されることがあ
り、パブリケーションメッセージはパブリッシュ側デバイスから利用可能な少なくとも1
つのNANサービスを示すことがある。別の構成では、処理システム5310、セキュリティ構
成要素5324、および/または受信機5305はサブスクライブ側デバイスからNDP要求メッセー
ジを受信するように構成されることがあり、開始メッセージはNDP要求メッセージに含ま
れることがある。
【０３７０】
　一構成では、送信機5315、処理システム5310、および/またはセキュリティ構成要素532
4は、図50のブロック5005、5010、5015、5020、5025、5030、図51のブロック5105、5110
、5115、5120、5125、および5130、ならびに図52のブロック5205、5210、5215、5220、52
25、および5230に関して上で論じられた1つまたは複数の機能を実行するように構成され
得る。受信機5305は、受信機2812に対応し得る。処理システム5310は、プロセッサ4904に
対応し得る。送信機5315は、送信機4910に対応し得る。セキュリティ構成要素5324は、セ
キュリティ構成要素4924および/またはセキュリティ構成要素128に対応し得る。
【０３７１】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、サブスクライブ側デバイスであり得る。
この構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、セキュアなNDPを確立するためのパブリ
ッシュ側デバイスとのセキュリティネゴシエーションを開始することを決定するための手
段を含むことがあり、ここで、パブリッシュ側デバイスがセキュリティネゴシエーション
におけるオーセンティケータでありサブスクライブ側デバイスがサプリカントである。ワ
イヤレス通信デバイス5300は、セキュアなNDPを確立するためのセキュリティネゴシエー
ションを開始するために、NANサービスを提供しているパブリッシュ側デバイスに開始メ
ッセージを送信するための手段を含み得る。開始メッセージは、パブリッシュ側デバイス
がセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケータになることを示し得る。別
の構成では、ワイヤレス通信デバイス5300はパブリッシュ側デバイスにサブスクリプショ
ンメッセージを送信するための手段を含むことがあり、サブスクリプションメッセージは
サブスクライブ側デバイスにより要求される1つまたは複数のNANサービスを示すことがあ
る。この構成では、ワイヤレス通信デバイス5300はパブリケーションデバイスからパブリ
ケーションメッセージを受信するための手段を含むことがあり、パブリケーションメッセ
ージはパブリッシュ側デバイスから利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示すことが
ある。ある態様では、開始メッセージは発見時間枠の間にサブスクリプションメッセージ
において送信されることがあり、または、開始メッセージはNDPスケジュールネゴシエー
ションの間に送信される。別の態様では、開始メッセージは、EAPoLキーフレームにおい
て搬送されるフィールド、情報要素、メッセージ、または、IEEE802.11管理フレームにお
いて搬送されるフィールドもしくは情報要素であり得る。別の構成では、ワイヤレス通信
デバイス5300は、送信された開始メッセージに基づいてパブリッシュ側デバイスからNDP
要求メッセージを受信するための手段と、受信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応
答メッセージを送信するための手段と、送信されたNDP応答メッセージに応答してNDPセキ
ュリティインストレーションメッセージを受信するための手段と、受信されたNDPセキュ
リティインストレーションメッセージに基づいてNDPセキュリティ確認メッセージを送信
するための手段とを含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、パブリッ
シュ側デバイスにNDP要求メッセージを送信するための手段であって、開始メッセージがN
DP要求メッセージに含まれる、手段と、送信されたNDP要求メッセージに基づいてNDP応答
メッセージを受信するための手段と、受信されたNDP応答メッセージに応答してNDPセキュ
リティ確認メッセージを送信するための手段と、送信されたNDPセキュリティ確認メッセ
ージに基づいてNDPセキュリティインストレーションメッセージを受信するための手段と
を含み得る。
【０３７２】
　たとえば、決定するための手段は、処理システム5310および/またはセキュリティ構成
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要素5324を含み得る。送信するための手段は、処理システム5310、セキュリティ構成要素
5324、および/または送信機5315を含み得る。受信するための手段は、処理システム5310
、セキュリティ構成要素5324、および/または受信機5305を含み得る。
【０３７３】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、パブリッシュ側デバイスであり得る。こ
の構成では、ワイヤレス通信デバイス5300は、NDPと関連付けられるセキュリティネゴシ
エーションを開始するために、NANサービスを要求しているサブスクライブ側デバイスか
ら開始メッセージを受信するための手段を含み得る。開始メッセージは、パブリッシュ側
デバイスがセキュリティネゴシエーションにおけるオーセンティケータであることを示し
得る。この構成では、ワイヤレス通信デバイスは、受信された開始メッセージに基づいて
、セキュリティネゴシエーションにおいてパブリッシュ側デバイスがオーセンティケータ
でありサブスクライブ側デバイスがサプリカントであることを決定するための手段を含み
得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイスは、受信された開始メッセージに基づいて
サブスクライブ側デバイスにNDP要求メッセージを送信するための手段を含み得る。別の
構成では、ワイヤレス通信デバイスは、サブスクライブ側デバイスからサブスクリプショ
ンメッセージを受信するための手段を含み得る。サブスクリプションメッセージはサブス
クライブ側デバイスによって要求される1つまたは複数のNANサービスを示すことがあり、
開始メッセージはサブスクリプションメッセージにおいて受信されることがある。この構
成では、ワイヤレス通信デバイスはサブスクライブ側デバイスにパブリケーションメッセ
ージを送信するための手段を含むことがあり、パブリケーションメッセージはパブリッシ
ュ側デバイスから利用可能な少なくとも1つのNANサービスを示すことがある。別の構成で
は、ワイヤレス通信デバイスは、サブスクライブ側デバイスからNDP要求メッセージを受
信するための手段を含むことがあり、開始メッセージはNDP要求メッセージ内に含まれる
ことがある。
【０３７４】
　たとえば、受信するための手段は、処理システム5310、セキュリティ構成要素5324、お
よび/または受信機5305を含み得る。決定するための手段は、処理システム5310および/ま
たはセキュリティ構成要素5324を含み得る。受信するための手段は、処理システム5310、
セキュリティ構成要素5324、および/または送信機5315を含み得る。
【０３７５】
　ある態様では、本明細書において説明されるNDLおよびNDPの原理は、他のピアツーピア
通信プロトコルにも適用可能であり得る。
【０３７６】
　上で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび/もしくはソフトウェ
ア構成要素、回路、ならびに/または構成要素などの、動作を実行することが可能な任意
の適切な手段によって実行され得る。一般に、動作を実行することが可能な対応する機能
的手段によって、図に示された任意の動作が実行され得る。
【０３７７】
　本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、構成要素、および回路は、汎
用プロセッサ、DSP、ASIC、FPGA、もしくは他のPLD、個別ゲートもしくはトランジスタ論
理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書において説明された機能を実行するよう
に設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサは
マイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ
、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であってもよい。プロセッサは
また、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、DSPとマイクロプロセッサの組合
せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携した1つもしくは複数のマイクロプロセッ
サ、または任意の他のそのような構成)として実現されることもある。
【０３７８】
　1つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。ソフトウェアにおいて実
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装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒
体上に記憶されることがあり、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されることがあ
る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムのある
場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒
体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の使用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、コンパクトデ
ィスク(CD)ROM(CD-ROM)もしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージも
しくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプ
ログラムコードを搬送もしくは記憶するために使用されコンピュータによってアクセスさ
れ得る任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続が、適正にコンピュータ可読媒体と
呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場
合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、
およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用され
るディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク（登録商標）(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)お
よびBlu-ray（登録商標）ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気
的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。したがっ
て、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体(たとえば、有形媒体)を備
える。
【０３７９】
　本明細書において開示された方法は、説明された方法を実現するための1つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび/またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が明記されていない限り、特定のステップおよび/またはアクシ
ョンの順序および/または使用は、特許請求の範囲を逸脱することなく変更され得る。
【０３８０】
　したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するためのコンピュ
ータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品は、
命令が記憶(および/または符号化)されているコンピュータ可読媒体を備えることがあり
、命令は、本明細書において説明された動作を実行するために1つまたは複数のプロセッ
サによって実行可能である。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケ
ージング材料を含み得る。
【０３８１】
　さらに、本明細書において説明された方法および技法を実行するための構成要素および
/または他の適切な手段は、適宜、ユーザ端末および/または基地局によってダウンロード
され得ること、および/または別の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、
そのようなデバイスは、本明細書において説明された方法を実行するための手段の転送を
容易にするためにサーバに結合され得る。代替として、本明細書において説明された様々
な方法は、ユーザ端末および/または基地局が、記憶手段をデバイスに結合または提供す
ると様々な方法を取得できるように、記憶手段(たとえば、RAM、ROM、CDまたはフロッピ
ーディスクなどの物理的記憶媒体など)を介して提供され得る。その上、本明細書におい
て説明された方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適な技法が利用さ
れ得る。
【０３８２】
　特許請求の範囲は、上で示された正確な構成および構成要素に限定されないことを理解
されたい。上で説明された方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の
範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０３８３】
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　上記のことは本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様が、
その基本的な範囲から逸脱することなく考案されることが可能であり、その範囲は、以下
の特許請求の範囲によって決定される。
【０３８４】
　上記の説明は、本明細書において説明された様々な態様を任意の当業者が実践すること
を可能にするために提供される。これらの態様への様々な変更が当業者には容易に明らか
になり、本明細書において定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、
特許請求の範囲は、本明細書に示される態様に限定されることは意図されず、特許請求の
範囲の文言と一致するすべての範囲を与えられるべきであり、単数形での要素への参照は
、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」ではなく、「1つまたは複数の」を
意味することが意図される。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は
、1つまたは複数を指す。当業者に知られているか、または後で知られることになる、本
開示全体にわたって説明された様々な態様の要素の、すべての構造的および機能的等価物
が、参考として本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが
意図される。さらに、本明細書に開示されるものは、そのような開示が特許請求の範囲に
おいて明示的に記載されているかどうかにかかわらず、公に供されることは意図されてい
ない。請求項のいかなる要素も、「のための手段」という句を使用して要素が明示的に列
挙されていない限り、または方法クレームの場合、「のためのステップ」という句を使用
して要素が列挙されていない限り、米国特許法第112条(f)項の規定の下で解釈されるべき
ではない。
【符号の説明】
【０３８５】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　102　BSA
　　104　AP
　　108　ダウンリンク
　　110　アップリンク
　　112　STA
　　114　STA
　　116　STA
　　118　STA
　　124　接続セットアップ構成要素
　　126　マルチキャスト構成要素
　　128　セキュリティ構成要素
　　200　通信区間
　　202　発見時間枠
　　204　固定された区間
　　206　NDL-TB
　　208　ページング時間枠
　　210　データ時間枠
　　212　NDL-TB
　　214　ページング時間枠
　　216　データ時間枠
　　218　発見時間枠
　　220　固定された区間
　　250　呼フロー図
　　252　第1のSTA
　　254　第2のSTA
　　256　メッセージ
　　300　方法
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　　400　方法
　　500　図
　　502　FAM
　　504　FAM
　　600　呼フロー図
　　602　第1のSTA
　　604　第2のSTA
　　618　データリンク
　　700　呼フロー図
　　702　第1のSTA
　　704　第2のSTA
　　716　データリンク
　　750　呼フロー図
　　752　第1のSTA
　　754　第2のSTA
　　762　データリンク
　　800　呼フロー図
　　802　第1のSTA
　　804　第2のSTA
　　806　第3のSTA
　　808　第4のSTA
　　810　セットアップ要請メッセージ
　　812　第1の可用性情報
　　814　第2の可用性情報
　　816　第3の可用性情報
　　820　スケジュール
　　822　第1のデータリンク
　　824　第2のデータリンク
　　826　第3のデータリンク
　　900　呼フロー図
　　902　第1のSTA
　　904　第2のSTA
　　906　第3のSTA
　　908　第4のSTA
　　912　サービス提供者NDLスケジュール
　　914　第1のデータリンク
　　916　第2のデータリンク
　　918　第3のデータリンク
　　1000　呼フロー図
　　1002　第1のSTA
　　1004　第2のSTA
　　1006　第3のSTA
　　1008　第4のSTA
　　1012　NDLプロファイルベースのスケジュール
　　1014　第1のデータリンク
　　1016　第2のデータリンク
　　1018　第3のデータリンク
　　1100　呼フロー図
　　1102　第1のSTA
　　1104　第2のSTA
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　　1106　第3のSTA
　　1108　第4のSTA
　　1112　デフォルトNDLスケジュール
　　1114　第1のデータリンク
　　1116　第2のデータリンク
　　1118　第3のデータリンク
　　1200　呼フロー図
　　1202　第1のSTA
　　1204　第2のSTA
　　1206　第3のSTA
　　1208　第4のSTA
　　1212　所定のNDLスケジュール
　　1214　第1のデータリンク
　　1216　第2のデータリンク
　　1218　第3のデータリンク
　　1222　メッセージ
　　1224　異なるNDLスケジュール
　　1226　新しい/補助的なデータリンク
　　1300　方法
　　1350　方法
　　1400　方法
　　1500　方法
　　1600　方法
　　1700　方法
　　1800　方法
　　1900　方法
　　2000　方法
　　2100　方法
　　2200　方法
　　2302　ワイヤレスデバイス
　　2304　プロセッサユニット
　　2306　メモリ
　　2308　ハウジング
　　2310　送信機
　　2312　受信機
　　2314　トランシーバ
　　2316　アンテナ
　　2318　信号検出器
　　2320　DSP
　　2322　ユーザインターフェース
　　2324　接続セットアップ構成要素
　　2326　バスシステム
　　2400　ワイヤレス通信デバイス
　　2405　受信機
　　2410　処理システム
　　2415　送信機
　　2424　接続セットアップ構成要素
　　2600　呼フロー図
　　2602　第1のSTA
　　2604　第2のSTA
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　　2606　第1のフレーム
　　2608　第2のフレーム
　　2650　呼フロー図
　　2652　第1のSTA
　　2654　第2のSTA
　　2656　第1のフレーム
　　2658　第2のフレーム
　　2660　第3のフレーム
　　2700　表
　　2802　ワイヤレスデバイス
　　2804　プロセッサユニット
　　2806　メモリ
　　2808　ハウジング
　　2810　送信機
　　2812　受信機
　　2814　トランシーバ
　　2816　アンテナ
　　2818　信号検出器
　　2820　DSP
　　2822　ユーザインターフェース
　　2824　接続セットアップ構成要素
　　2826　バスシステム
　　2900　方法
　　3100　ワイヤレス通信デバイス
　　3105　受信機
　　3110　処理システム
　　3115　送信機
　　3124　接続セットアップ構成要素
　　3200　NANクラスタ
　　3210　STAの第1のグループ
　　3212　STAの第2のグループ
　　3214　STAの第3のグループ
　　3216　STAの第4のグループ
　　3218　STAの第5のグループ
　　3300　図
　　3310　NDC
　　3321　第1のSTA
　　3322　第2のSTA
　　3323　第3のSTA
　　3324　第4のSTA
　　3325　第5のSTA
　　3332　第1のNDL
　　3334　第2のNDL
　　3336　第3のNDL
　　3379　第NのSTA
　　3400　図
　　3404　時間/チャネルリソースグリッド
　　3405　不変の部分
　　3406　準不変の部分
　　3407　フレキシブルな部分
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　　3408　チャネル/時間ブロック
　　3410　スケジューリングフレーム
　　3412　フレームヘッダ
　　3416　フレーム本体
　　3422　セットアップ属性
　　3424　QoS
　　3434　ビットマップ
　　3442　QoSフィールド
　　3500　呼フロー図
　　3502　第1のSTA
　　3504　第2のSTA
　　3505　動作
　　3506　動作
　　3508　動作
　　3510　動作
　　3550　呼フロー図
　　3552　第1のSTA
　　3554　第2のSTA
　　3555　動作
　　3556　動作
　　3558　動作
　　3560　動作
　　3562　動作
　　3600　図
　　3622　時間ブロック長値サブフィールド
　　3632　制御セクション
　　3638　スケジュールセクション
　　3642　定期的なスケジュール
　　3646　ビットマップスケジュール
　　3700　フローチャート
　　3713　動作
　　3716　動作
　　3723　動作
　　3800　ワイヤレスデバイス
　　3805　受信機
　　3810　処理システム
　　3815　送信機
　　3824　NDLスケジューリング構成要素/回路
　　3900　図解
　　3902　ワイヤレスデバイス
　　3904　プロセッサユニット
　　3906　メモリ
　　3908　ハウジング
　　3910　送信機
　　3912　受信機
　　3914　トランシーバ
　　3916　アンテナ
　　3918　信号検出器
　　3920　DSP
　　3922　ユーザインターフェース
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　　3924　接続セットアップ構成要素
　　3926　バスシステム
　　4000　NANクラスタ
　　4002　STA
　　4004　STA
　　4006　STA
　　4008　STA
　　4010　STA
　　4012　STA
　　4050　NANクラスタ
　　4052　STA
　　4054　STA
　　4056　STA
　　4058　STA
　　4060　STA
　　4062　メッセージ
　　4064　第2のメッセージ
　　4100　図解
　　4102　第1の発見時間枠
　　4104　サブスクリプションメッセージ
　　4106　パブリッシュメッセージ
　　4108　管理要求
　　4110　第2の発見時間枠
　　4112　管理応答
　　4114　第1の追加可用性時間枠
　　4116　第2の追加可用性時間枠
　　4118　NDLスケジュール要求メッセージ
　　4120　NDLスケジュール応答メッセージ
　　4122　NDLスケジュール確認メッセージ
　　4202　ワイヤレスデバイス
　　4204　プロセッサユニット
　　4206　メモリ
　　4208　ハウジング
　　4210　送信機
　　4212　受信機
　　4214　トランシーバ
　　4216　アンテナ
　　4218　信号検出器
　　4220　DSP
　　4222　ユーザインターフェース
　　4224　マルチキャスト構成要素
　　4226　バスシステム
　　4300　方法
　　4400　方法
　　4500　方法
　　4600　ワイヤレス通信デバイス
　　4605　受信機
　　4610　処理システム
　　4615　送信機
　　4624　マルチキャスト構成要素
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　　4700　方法
　　4702　第1の発見時間枠
　　4704　サブスクリプションメッセージ
　　4706　パブリッシュメッセージ
　　4708　NDP要求
　　4710　NDP応答
　　4712　NDPセキュリティ確認
　　4714　NDPセキュリティインストールメッセージ
　　4716　セキュアなデータ通信
　　4800　方法
　　4802　第1の発見時間枠
　　4804　サブスクリプションメッセージ
　　4806　パブリッシュメッセージ
　　4808　INITメッセージ
　　4810　NDP要求
　　4812　NDP応答
　　4814　NDPセキュリティインストールメッセージ
　　4816　NDPセキュリティ確認
　　4818　セキュアなデータ通信
　　4902　ワイヤレスデバイス
　　4904　プロセッサユニット
　　4906　メモリ
　　4908　ハウジング
　　4910　送信機
　　4912　受信機
　　4914　トランシーバ
　　4916　アンテナ
　　4918　信号検出器
　　4920　DSP
　　4922　ユーザインターフェース
　　4924　セキュリティ構成要素
　　4926　バスシステム
　　4928　INITメッセージ
　　4930　サブスクライバノンス
　　4932　パブリッシャノンス
　　4934　グループ鍵
　　4936　PTK
　　5000　方法
　　5100　方法
　　5200　方法
　　5300　ワイヤレス通信デバイス
　　5305　受信機
　　5310　処理システム
　　5315　送信機
　　5324　セキュリティ構成要素
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【図２５】 【図２６Ａ】
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【図５１】 【図５２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信の方法であって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定するステップであって、前記データリンク属性が、マップ制御フィールドお
よび可用性マップが前記データリンク属性に存在するかどうかを示す可用性マップインジ
ケータを備え、前記可用性マップが、前記データリンクに対する前記第1のワイヤレスデ
バイスの可用性を示す、ステップと、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信するステップとを備える、方法。
【請求項２】
　前記データリンク属性がさらに制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、前記可
用性マップインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィールドのうちの少な
くとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジ
ュールをネゴシエートする意思があるかどうかを示す、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記フレームにおい
て示される前記データリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記方法が
前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するステップをさらに備え、前記
第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記フ
レームにおいて示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第2
の確認フィールドを含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記データリンクス
ケジュールをネゴシエートする意思があることを示し、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するステップであって、前記第
2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2の
ワイヤレスデバイスが前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があること
を示す第2のフレキシブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前記
データリンクに対する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデー
タリンクスケジュールを示す可用性マップを含む、ステップと、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信するステップであって、前記第3
のフレームが第3のデータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2の
データリンク属性において示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認
を示す第3の確認フィールドを含む、ステップとをさらに備える、請求項4に記載の方法。
【請求項７】
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　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項1に記載の方法
。
【請求項８】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するステップであって、前記スケジ
ュールが、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバイスが利用可能
であることが要求される少なくとも1つの時間ブロックを指定する、ステップと、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信するステップとをさらに備え
る、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバ
イスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項12に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2の
ワイヤレスデバイスが、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブ
ロックの中で利用可能であることが要求される、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受信するステップをさらに備え、前記指示が
、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の部分が受け入れられるかどうかを示
す、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項12に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項12に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サービスの前記データを受信するためのサービ
ス品質(QoS)要件を送信するステップをさらに備え、前記1つまたは複数の時間ブロックが
さらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイヤレスデバイスによって選択されるこ
とになる、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項18に記載の方法。
【請求項２１】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項20に記載の方法
。
【請求項２２】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項20に記載の方法。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための第1のワイヤレスデバイスであって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定するための手段であって、前記データリンク属性が、マップ制御フィールド
および可用性マップが前記データリンク属性に存在するかどうかを示す可用性マップイン
ジケータを備え、前記可用性マップが、前記データリンクに対する前記第1のワイヤレス
デバイスの可用性を示す、手段と、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信するための手段とを備える、第1のワイヤレスデバイス。
【請求項２４】
　前記データリンク属性がさらに制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、前記可
用性マップインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィールドのうちの少な
くとも1つを含む、請求項23に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項２５】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項24に記載の第1の
ワイヤレスデバイス。
【請求項２６】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジ
ュールをネゴシエートする意思があるかどうかを示す、請求項24に記載の第1のワイヤレ
スデバイス。
【請求項２７】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記フレームにおい
て示される前記データリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記第1の
ワイヤレスデバイスが前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するための
手段をさらに備え、前記第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデー
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タリンク属性が、前記フレームにおいて示される前記要求されたデータリンクスケジュー
ルの前記確認を示す第2の確認フィールドを含む、請求項26に記載の第1のワイヤレスデバ
イス。
【請求項２８】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記データリンクス
ケジュールをネゴシエートする意思があることを示し、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信するための手段であって、前記
第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2
のワイヤレスデバイスが前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があるこ
とを示す第2のフレキシブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前
記データリンクに対する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデ
ータリンクスケジュールを示す可用性マップを含む、手段と、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信するための手段であって、前記第
3のフレームが第3のデータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2の
データリンク属性において示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認
を示す第3の確認フィールドを含む、手段とをさらに備える、請求項26に記載の第1のワイ
ヤレスデバイス。
【請求項２９】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項23に記載の第1
のワイヤレスデバイス。
【請求項３０】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項29に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３１】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項23に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３２】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項31に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３３】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項31に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３４】
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定するための手段であって、前記スケ
ジュールが、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバイスが利用可
能であることが要求される少なくとも1つの時間ブロックを指定する、手段と、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信するための手段とをさらに備
える、請求項23に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３５】
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　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバ
イスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項34に記載の
第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３６】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2の
ワイヤレスデバイスが、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブ
ロックの中で利用可能であることが要求される、請求項34に記載の第1のワイヤレスデバ
イス。
【請求項３７】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項36に記載の第1のワイヤレスデバイ
ス。
【請求項３８】
　前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受信するための手段をさらに備え、前記指示
が、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の部分が受け入れられるかどうかを
示す、請求項36に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項３９】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項34に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項４０】
　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項34に記載の第1のワイヤ
レスデバイス。
【請求項４１】
　前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サービスの前記データを受信するためのサービ
ス品質(QoS)要件を送信するための手段をさらに備え、前記1つまたは複数の時間ブロック
がさらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される
ことになる、請求項40に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項４２】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項40に記載の第1のワイヤレス
デバイス。
【請求項４３】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項42に記載の第1の
ワイヤレスデバイス。
【請求項４４】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項42に記載の第1のワイヤレス
デバイス。
【請求項４５】
　ワイヤレス通信のための第1のワイヤレスデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを備え、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
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　　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリ
ンク属性を決定し、前記データリンク属性が、マップ制御フィールドおよび可用性マップ
が前記データリンク属性に存在するかどうかを示す可用性マップインジケータを備え、前
記可用性マップが、前記データリンクに対する前記第1のワイヤレスデバイスの可用性を
示し、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信する
　ように構成される、第1のワイヤレスデバイス。
【請求項４６】
　前記データリンク属性がさらに制御フィールドを備え、前記制御フィールドが、前記可
用性マップインジケータ、確認フィールド、またはフレキシブルフィールドのうちの少な
くとも1つを含む、請求項45に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項４７】
　前記確認フィールドが、前記データリンク属性が、データリンクスケジュール要求と関
連付けられるか、データリンクスケジュール対抗要求と関連付けられるか、データリンク
スケジュールのネゴシエーションの失敗を示すものと関連付けられるか、または要求され
たデータリンクスケジュールの確認と関連付けられるかを示す、請求項46に記載の第1の
ワイヤレスデバイス。
【請求項４８】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスがデータリンクスケジ
ュールをネゴシエートする意思があるかどうかを示す、請求項46に記載の第1のワイヤレ
スデバイス。
【請求項４９】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記フレームにおい
て示される前記データリンクスケジュールをネゴシエートしないことを示し、前記少なく
とも1つのプロセッサがさらに前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信す
るように構成され、前記第2のフレームが第2のデータリンク属性を含み、前記第2のデー
タリンク属性が、前記フレームにおいて示される前記要求されたデータリンクスケジュー
ルの前記確認を示す第2の確認フィールドを含む、請求項48に記載の第1のワイヤレスデバ
イス。
【請求項５０】
　前記フレキシブルフィールドが、前記第1のワイヤレスデバイスが前記データリンクス
ケジュールをネゴシエートする意思があることを示し、前記少なくとも1つのプロセッサ
がさらに、
　前記第2のワイヤレスデバイスから第2のフレームを受信し、前記第2のフレームが第2の
データリンク属性を含み、前記第2のデータリンク属性が、前記第2のワイヤレスデバイス
が前記データリンクスケジュールをネゴシエートする意思があることを示す第2のフレキ
シブルフィールドを含み、前記第2のデータリンク属性がさらに、前記データリンクに対
する前記第2のワイヤレスデバイスの可用性に基づいて要求されたデータリンクスケジュ
ールを示す可用性マップを含み、
　前記第2のワイヤレスデバイスに第3のフレームを送信し、前記第3のフレームが第3のデ
ータリンク属性を含み、前記第3のデータリンク属性が、前記第2のデータリンク属性にお
いて示される前記要求されたデータリンクスケジュールの前記確認を示す第3の確認フィ
ールドを含む、
　ように構成される、請求項48に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５１】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンクが前記第2のワイヤレスデバイスと
確立されるようにするために、前記第2のワイヤレスデバイスによって満たされるべき1つ
または複数の要件のセットを示すリンク条件フィールドを備える、請求項45に記載の第1
のワイヤレスデバイス。
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【請求項５２】
　1つまたは複数の要件の前記セットが、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低の通信帯域幅、
　前記第2のワイヤレスデバイスに対する最低のデータレート、
　前記データリンクに対する最低のサービス品質、
　ワイヤレス規格互換性情報、
　サポートされる空間ストリームの最小の数、
　1つまたは複数のチャネル能力、または、
　1つまたは複数の物理層能力を備える、請求項51に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５３】
　前記データリンク属性がさらに、前記データリンク属性が有効である発見時間枠区間の
数を示す有効性時間フィールドを備える、請求項45に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５４】
　前記有効性時間フィールドが、近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)と関
連付けられるワイヤレスデバイスが異なるNDLに切り替えることがいつ許可されるかを示
す、請求項53に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５５】
　発見時間枠区間の前記数の値が、前記有効性時間フィールドと関連付けられる前記近隣
認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で通信するワイヤレスデバイスによって
延長可能である、請求項53に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５６】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　近隣認識ネットワーキング(NAN)データリンク(NDL)上で第2のワイヤレスデバイスとサ
ービスのデータを通信するためのスケジュールを決定し、前記スケジュールが、前記第1
のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバイスが利用可能であることが要求
される少なくとも1つの時間ブロックを指定し、
　前記スケジュールを前記第2のワイヤレスデバイスに送信する
　ように構成される、請求項45に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５７】
　前記スケジュールがさらに、前記少なくとも1つの時間ブロックにおいて指定される前
記データを通信するために前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2のワイヤレスデバ
イスによって使用されるべき、少なくとも1つのチャネルを指定する、請求項56に記載の
第1のワイヤレスデバイス。
【請求項５８】
　前記スケジュールが不変の部分を含み、前記第1のワイヤレスデバイスおよび前記第2の
ワイヤレスデバイスが、前記不変の部分において指定される前記少なくとも1つの時間ブ
ロックの中で利用可能であることが要求される、請求項56に記載の第1のワイヤレスデバ
イス。
【請求項５９】
　前記不変の部分が基本スケジュールを含む、請求項58に記載の第1のワイヤレスデバイ
ス。
【請求項６０】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記第2のワイヤレスデバイスから指示を受
信するように構成され、前記指示が、前記第2のワイヤレスデバイスによって前記不変の
部分が受け入れられるかどうかを示す、請求項58に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項６１】
　前記スケジュールが準不変の部分を含み、前記準不変の部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックのサブセットが、所定の規則に従って前記第2のワイヤレスデ
バイスによって選択されることになる、請求項56に記載の第1のワイヤレスデバイス。
【請求項６２】
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　前記スケジュールがフレキシブルな部分を含み、前記フレキシブルな部分において指定
される前記少なくとも1つの時間ブロックのうちの1つまたは複数の時間ブロックが、前記
第2のワイヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項56に記載の第1のワイヤ
レスデバイス。
【請求項６３】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記第2のワイヤレスデバイスに、前記サー
ビスの前記データを受信するためのサービス品質(QoS)要件を送信するように構成され、
前記1つまたは複数の時間ブロックがさらに、前記QoS要件を満たすように前記第2のワイ
ヤレスデバイスによって選択されることになる、請求項62に記載の第1のワイヤレスデバ
イス。
【請求項６４】
　前記フレキシブルな部分がさらに、前記フレキシブルな部分において指定される前記少
なくとも1つの時間ブロックの各々において前記第2のワイヤレスデバイスによって使用さ
れることになる1つまたは複数のチャネルを指定する、請求項62に記載の第1のワイヤレス
デバイス。
【請求項６５】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルのす
べてを使用するように前記第2のワイヤレスデバイスに要求する、請求項64に記載の第1の
ワイヤレスデバイス。
【請求項６６】
　前記フレキシブルな部分が、前記第2のワイヤレスデバイスによって選択される前記フ
レキシブルな部分の時間ブロックに対して指定される前記1つまたは複数のチャネルから
選択することを前記第2のワイヤレスデバイスに許す、請求項64に記載の第1のワイヤレス
デバイス。
【請求項６７】
　コンピュータ実行可能コードを記憶する、第1のワイヤレスデバイスのコンピュータ可
読媒体であって、
　第2のワイヤレスデバイスとのデータリンクをスケジューリングするためのデータリン
ク属性を決定し、前記データリンク属性が、マップ制御フィールドおよび可用性マップが
前記データリンク属性に存在するかどうかを示す可用性マップインジケータを備え、前記
可用性マップが、前記データリンクに対する前記第1のワイヤレスデバイスの可用性を示
し、
　前記決定されたデータリンク属性をフレームにおいて前記第2のワイヤレスデバイスへ
送信する
　ためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
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